
東京立正女子短期大学紀要
第 15号

目次

視覚の情報処理

一ーより豊かな物の見方を求めて一一・-……………………田 島臼美江( 1 ) 

効果的な外由語学習に関わる諸要因の研究

一一情意的要因研究の概観一一 …....・H ・-…ー神山正人(21 ) 

スタイソベックと笑い

一- Tortilla Flatを中心に一一 ・・・…・・・・・・・・・・… ・…一-深 沢 俊 雄 (39 ) 

ノ4ーシズのコローグン…-…..............……………・・・……-…難波手IJ 夫(50 ) 

逮成結果についての社会的評価…… H ・H ・...・ H ・.....・ H ・....・ H ・.....・ H ・飯 田 宮子(67 ) 

閲への回帰

一一宮沢賢治「ひかりの素足」論一一・………...・ H ・....・H ・...石川教張 (110) 

矢祭町念仏和讃資料・…...・ H ・.....・ H ・-……… … ・・…...……-…・紙 谷 威 炭 (142) 

《報告>> (1) 校歌発表会...・ H ・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 88 ) 

(2) 紀要研究例会……一… H ・H ・-…-……-…-・・・・・・・…・・・・…・.....・ H ・..( 85 ) 

《編集後記》 …………...・ H ・.....・ H ・..… H ・H ・...・ H ・-… H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.........・ H ・-…(84 ) 

1 987 

東 京立正女子短期大学



視覚の情報処理

一ーより豊かな物の見方を求めて一一

田 山 富美江

序

視覚的情報は，物事を具体的に表現しているから理解が容易であるというこ

とを，文字通り解釈してよいのだろうか。また，本当に物事を具体的に表現し

ているだけなのだろうか。朝日新聞の社会面に，Iわびしい食卓に飽食大国怒

る」という見出しのもとに，下のような写真が掲載された。「大家族」という

テーマで術成されたカ レンダー (ユニセフ発行)の中の写真であるらしし、。わ

れわれが，この種の視覚情報に接した時の反応は個々それぞれに多機である。

この写真の表面上の情報は，たしかに空のお植がちゃぶ台にのり ，魚の切り身

1つの食卓風景であって，昨今の日本の食事情とは非常に異なっている。われ

われはある特定の物や事柄に対して，動機づけや構えがない場合，その祝線は

[:;11] 朝日新|汎 1986年 3月11日
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視野の中のも っとも顕著な部分に引かれるのは緩めて持通のことであり，特に

「大家族Jというテーマが付いていれば，何人もの家族のメンバーが食卓を閉

んでいる情景が，先づ自に入るのは当然といえよう 。何故ならば，テーマは 1

つの大きなコンテクストの働きをするからである。 しかしながら，それだけを

もって「これが現代の姿と受け取られると恥かしいJ(新聞記事の中より )と

抗議するのは，余りにも単純で解釈の貧しさを露呈していると思われるのであ

る。

これに対し，その数日後同じ新聞の「声」欄に，前の写真とそのコメン トに

対する大要次のような投稿がのせられていた。「この写真はJf.Gかしいどころか

もっと違った面がある。きれいに片づいた部屋，窓ぎわの植木鉢，玄関のオー

トパイ，そんな中でたしかに貧しい食事であるかも知れないが，家族全員がお

みおつけも，つけものらしい葦物も並んだ食卓を囲み，父親は子供にJ!;I，の骨を

とってやっている。どれをと って も温かい。これぞ日本の家族であると胸を係

って言いたい。」と。これは最初の 「…恥かしし、」という意見とは対象的に，

l枚の写真を何と豊かに読みとっていることだろうか。

この Iつの視覚的情報をめぐり ，相対する 2つの処理のしかたが生じたこと

を紹介することにより本稿の糸口とし 豊かなものの見方を養うためにとるべ

き可能な方向を採りたい。焦点は視覚の情報処理であるが，本論ではしばしば

上述の 2つの処理の問題に立ち戻り ，また言語の情報処理との比較において論

をすすめることとする。言語的情報とは，書き ことば話しことばの両方を含め，

視覚的情報とは，主として写真や絵の類に限定するが，われわれの日常生活で

視野に入るものを含めることもある。

1.心的過程の高まり

スタンフォード大学のターマンは，ピネー ・シモンのテス トを改訂して作っ

た知能テストの中で， 子供に絵を分析させる問題を取り入れた。子供がどの程

度推論するかを調べるためのものである。そして結果は次のような 3つのグル

ープに分けられた。
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(1) 具体的事実だけの模写 (例えば，犬がいる，人がいる，など)

(2) 具体的な事実の情景模写 (例えば，犬が走っている，など)

(3) そこには明確に表れていないが，絵に描かれた事柄に関する自分なりの

解釈 (例えば，この人は食べるものがない，犬は森の中をその人のために

食物を探している，など)

教育の目標の lつである抽象的概念へ到達させるためには，グループ(3)のよ

うな推論を展開させて，物事を上手に， しかも適確に判断し，その推論をさら

に高度なものにして創作的な想像 (Creativ巴 lmagination) へと導いていく

ことが重要である。デール (Dale， E. 1957)は(1)から(3)への段階的な移行を

「心的過程の高まる段階」と呼び，ここでの指導の重要J性を強調している。

心的過程を高めるためには 先づ具体的経験の過程を経ることが必要な条件

であるが，われわれは言語的あるいは視覚的情報に接したとき，その具体的経

験以上に心の働きが進んで、行かない状態をしばしば見聞きすることがある。例

えば，映画を観た場合に，その筋書きしか辿ることができないのは，ターマン

の分析の(2)の段階を越えていないし，序の部分にあげた写真を「…恥かしし、」

と判断するのは，情景のすべてが自に入っていないことを証明するもので，(1) 

の域さえ脱していないことになる。判断の下し方が貧弱で、あると述べたのは，

情報を受け取る1H1Jに，積極的な心の働きがみられないからである。

これに反して投稿者は，それな りに写真を充分に見てある判断を下している。

それは際限もなく広がった空想ではなく，テーマを中心に一貫性がみられるた

め，かなり適切な推論へ心的過程の高まりがみとめられると判断してよいであ

ろう 。われわれが物事を観察する時には，このように高い心の働きが必要であ

って，そのf引きを経て， 高い推論，豊かな概念形成へと達するものであると考

えることができる。しかしながら これは， 意図的な指導なくしては到達する こ

とは不可能であろう 。

1 言語的情報と視覚的情報の特徴

心的過程を高めるためにも っとも必要なのは，言語的および視覚的情報のそ
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れぞれの特徴を知ることであるが，ここでは両者の対立的な一般論を簡単に述

べることに止めたい。何故な らば，視覚的情報には筆者が修正したいと思う部

分があり ，それは本稿の咽において明らかにする予定だからである。

言語的情報は一古かれたものもあるが，本来は聴覚的であり ，それが意味する

対象とは全く児なったものである。その表現形態はl良線的(sequential )で，

一度に複数の.~Jt柄を情報として提供することは不可能である。 しかしながら，

具体的な|人j作の事柄から4111象的な事柄までぶ現することができ，その意味で汚

語は非常に多義的であり ，受け手はどのようにも解釈できる古1;分がある。汚語

的情報の一部は内的イメージに変換することが可能である。これに反し悦覚的

情報は空IIrJ的(spatial )であり ，一度に多くの事柄を{ふえることができるが，

般的に述べるならば，J~体 (1りな内符の司q'l'-í しか伝えることができなし、。

以上のことをより明石化にするために，I，;J-I人l作の材料を ]つは ，;刻化し， 1 

つは視覚化して.それぞれを情報として送り出した場合の受け手の処理過程を

みてみよう この場合，聴覚や視覚で受けとめた情報をすべて瑚解できるとい

う理想的な状態を想定して述べるならば，了?説的情報は，意味のIp.1¥/:ごとに逐

直線的に処JIlIがすすんでし、くのに反し，制'j1'1‘!?報は，主として物体ゃある形

をもったものの平面的な配ii'l:であるから 一度に処理することができる。下に

示した絵とその右側の文を使って説明するならば，i人口の正l耐の暗にはJの

部分の処JlI1は，それまでに l読んだり 1mいたりして理解した立l味|付行をもとにし

|χ12 

メアリの部出はあまり大きくありません 人

11のIEJluの幣には:ぞがあって.そのドには相L

がおいてあり . そこに数 IUIの本と IL~ul がおい

てあります !ifi!lJの峨玄わにはピアノがあっ

て.その上の)jに1Hzが飾ってありますョま

た村しのぶの唱には地凶がl!，liつであります
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て，その部分だけの処理が行なわれるのであって， 1窓があって」以下の部分

の処理にはまだ至っていない。すなわち 同時に幾つもの情報を処理すること

は不可能なのである。しかしながら絵の方は，厳密に言えば侃線の動きなどの

ために，時間的に僅かなずれはあるが，ほとんど同時にすべての部分の処理が

でき，ことばで再生することも可能である。

では，日常生活におけるこの 2種類の情報処理はどうだろうか。基本的には

上述の場合と同様である。しかし人聞には，物事の好き嫌いがあり ，自分にと

って興味のないものに対しては，ある時は理解が不充分となり，またある時は

見逃す 情報として感覚を刺激せず その情報自体が目や耳に入らないこと

傾向がある。特にこの傾向は言語情報の処理より視覚情報の処理の際に強

く現れるのである。図 1の写真がもしことばであったならば，たとえ情景模写

にとどまるとしても，大家族の食卓の模写に続き， 1...その向うの窓ガラスの

内側には，植木鉢がいく つか置かれ，その左側の土聞にはオー トパイがある

…」というような表現が挿入されて，大家族とは直接関係のないーーとはし、え，

これはVで述べるように 背景として大きな意味を持つのであるが 事柄に

まで言及される。したがって，ことばによる表現の場合には，それがすぐ忘却

されるかどうかは別として，情報の受け手は，植木鉢やオートパイの存在につ

いては順次脳を刺激し，自分なりのイメージの中にそれらのものを配置するこ

とができる。

ところが視覚情報は， 1度に提供する情報量が，こ とばとは比較にな らない

ほど多量である。図 lの写真には 5人の人，食卓，その上の食器類，植木鉢，

障子，ガラスなど数えあげればきりがない。また，われわれが*i方に目をやっ

ただけでも，視野の中に多くのものが見えるであろう 。しかしその写真や視野

の中のもののそれぞれが1度に同じ強度で視覚を刺激するとは限らないのであ

る。ある物は全く無視され また視線が行っても視覚を刺激するまでには至ら

ないものもある。教育の現場で，教師の指導のもとに使用する視覚教材とは異

なり，カレンダーのような日常生活のアクセサリー的性格のものであれば，な

お一層その見方は乱暴になるのが普通で、あって， しばしば多くのものが見逃さ

れ，その存在価値を全く失ってしまうのである。要するに，われわれの視知覚
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は通常ごく僅かなものしか捉えていないのである。以上のことを，それぞれの

情報に分けてもう 少し詳しく検討 してみよう 。

皿 言語の情報処理

われわれの言語の情報処理は，脈絡 (context )依存の傾向が強いといわれ

ている。この場合脈絡とは 言語過程の中で それまでに理解したり，推論に

達した意味内容のことである。脈絡には他のことばや，外界の視覚的要素をは

じめ， 心情的な興味や必要などが複雑に作用し合って lつの枠組みを構成し，

それが次の言語情報に対する反応の範囲を狭めて，反応しやすくしてくれる。

そして，それをもとにしてさらに新しい枠組みを構成しながら，次の言語情報

の処理へとすすんでいく 。 したがって意味の理解を早めたり，意味の予測をつ

けることさえ可能にするものである。

しかしながら脈絡が真に効果を発揮するのは， r適当な脈絡」が構成された

l時だけであり，不適当な脈絡構成は，誤解や不可解の原因になることにも注意

しなけれlまならない。ここに，ブランスフォードとジョンソン (Bransford & 

J ohnson 1973)の興味ある笑験がある。被験者に次のような難しいというよ

り判かり にくい文を与えて再生させるものである。

手続きは非常に簡単である。まず，物をいく つかの山に分ける。もちろんその祉

によ っては，111]でもよし、。設備がないためどこか他の場所に行かなければならな

いとしたら， それは次の段階であり，そう でなければ，あなたの準備はかなりよ く

整ったことになる。大事なのは一度にあまり多くやりすぎないことである。つまり ，

一度に多くやるより.むしろ少なすぎる伎の方がよい。はじめのうちは，この注意

は大したことではないと官、われるかも知れないが， もし守らないと簡単に面倒なこ

とが起ってしまうし，お金もかかることになってしまう。最初，この作業の全工校

はま ったく複雑にみえるかも知れなし、。しかし，すぐにこれはまさに人生のもう]

つの面となるであろう 0 ・・ (p.400)

実験文はまだ続くのであるが， 1つのグループにはこれが「衣類の洗i者リを

話題にしたものであることを話すと，その理解度は，話されなかったグループ

の 2倍もよく覚えることができたという 。これは衣類の洗濯という概念が脈絡
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を構成し，実験文をその範開内で処理することを可能にしたものである。

彼らのもう lつの実験がある。「地上40階から平和行進を見物する」という

題で次のような実験文が与えられた。

それは息をのむような光景であった。 窓からは下の群衆がよく見えた。 その~Ii削

から見るとすべてのものが非常に小さく見えたが.それでも色とりどりの衣装がよ

く見えた。みんな整然と同 じ方向に進んでおり .大人に混って小さな子供達もいる

ようであった。着陸は静かに行なわれ，幸運にも，周りの雰!潤気(theatmosphere) 

はフォーマルウェア (specialsuits)を着なけれは、ならないような|苅苦しさはなかっ

た。最初はかなりざわざわしていた。しかし… (p.412)

この題を脈絡として解釈すると 「着陸は…Jはその脈絡からはずれ，以下

の文章は理解が困難で、ある。 しかし，別のグループに「人類の住んで、いる惑星

への宇宙旅行」という題を与えたところ，正しい再生者は前の題では17名中 3

::7，であったのに対し，後の題では17名中 9名という結果を導いたという 。

2番目の実験には大きな意味があり， 1つの文に 2種類の題を与えることに

より， 2種類の解釈が可能だということである。またその脈絡によ って，単語

が指示する対象も異なってくるのである。すなわち， r光景」はどこから眺め

た光景か， r窓」は建物のものか宇宙船のものかが変ってくる。この 2つの実

験例からも判かるように ， れわれの言~}t理解は脈絡依存的で、あり ， 適切な脈絡

は理解を促進する作用があること ，そして不適切な脈絡，または脈絡構成が適

当でないと，文章理解が不可能となる。 しかしその反面，文章の不明な部分を

明確に浮き彫りにしてくれるのである。

N 視覚の情報処理

前にも述べた通り，特別な必要や興味がない限り ，われわれの視線は視野の

中のもっとも顕著なまとまりのある形にヲ|かれるものである。それは，われわ

れの視知覚が，既知の経験をもとにして，視野の中に物や物体，見なれた図の

形をしたものを読みとる性質をもっているからである。その基礎となる理論は

「図」 と「地」の関係である。有名なルピンの 「酒杯と向い合 う2つの顔」

(図 3)を見た時，正常な祝知覚には先づ 「図Jとして酒杯がとびこんで来る
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であろう。そして.白い紙の空間は顔として意識されるのでなく ，酒杯に対す

る「地J，すなわち背景として処理されてしまう 。また，図 4の間隔の狭い 2

本の線からなる模様は，糸か竹で事!日まれたものと見え，中の菱形は普通，形と

しては意識されないであろっ 。しかしながら，凶 5では，接近した 2本の線か

らなる模様というよりは，広い 3角形様の形が凶とみなされ，組|し、空間は地の

役割を担うものとして，通常自にとまらなし、。このように，われわれがどれを

凶とみなし，どれを地とみなすかは， 受け手の精神状態や厄j聞の条件に，かな

り影斡を受けるものだといわれている。

次に，上のような図形の認知ではなく ，日常生活で、の視知覚と「凪Jと 「地」

について考えてみよう 。メッツガー(l953)は，街角に比える空の形，講堂を埋

めている人の頭と頭の問から見える壁の形などの観察署から，次のように述べて

いる。“(杢の形や壁の形は， )正しくはっきりと我々の自の中に模写されてい

るのだということをーーにもかかわらず¥空の形に対しては，我々は盲目であ

るということを一一 明確に知らねばならなし、。このことは，Iあいだの空間JJあ

るいは「背景」の印象を与えるもののすべてについてあてはまる。限の中に

模写された形のうちで，我々が実際に見ることができるのは， I図形」とか，

「物」とか，I立体」とかの印象を与えるものだけに限られている 0 ・....ある

ものが何かのはずみで「あいだの空間」の印象を与えると，たとえ，限の前に

あっても，それは消え去ってしまう 。したがって，たとえば，取り散らかした

机の上で l本の鉛筆が， 2冊の本にはさまれた，狭いあいだの杢問のなかにi横

たわっていると，その見えるはずの鉛筆が姿を隠して，どうしても見つからな
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い。……" (p. 14)これは，物の見え方の特徴を明確にとらえている。 2IHtの

本の問の鉛筆とは，図となる 2冊の本の聞にぴったりはまってしまうから見え

なくなるのは理解できる。

しかし，われわれの視覚は，も っと明確な物体にすら盲目であり， 日で述べ

たように日常生活では極めて僅かのものしか見えていないこと，そして，必要

や興味がある場合には，その傾向がさらに強く現れることを知らねばならない。

例えば，本棚から自分が欲しいと思っている本を見つけようとする場合を考え

てみよう 。本の大きさ，背中の色，タイトルの字体などがわかっていれば，い

かに本の数が多く乱雑に置かれていても，それを探すのは極めて簡単である。

しかしながら，自分が眼をやった本のタイトルなどはおろか，それが見つかっ

た時の両|携の本の名あるいは色さえ思い出せないであろう 。この場合，自分が

必要としている本のあ らゆる角度からのイメージが，r図jとして心の中に捕

かれ，それと一致するもの以外はすべて「地Jの働きをなすものであるから視

覚を刺激しないのである。

以上の例からもわかるように，視覚は視野に入ったものを，すべて同日寺に処

理することは不可能であり，脈絡を与えられると，それに関連した部分のみが

nmとして強調され，それ以外の部分は，たとえ物としての鮮明な形をもっ

ていて も， r地」の中に埋没してしまうという現象が生起するのである。 した

がって，絵の読みとり方 (picture reading )としては，不適当な脈絡であれ

ば与えられない方が，受け手独自の解釈がなされるし，読み方が輩かになるの

ではないかと考えられる。例えば 図 lでは 「大家族」が脈絡の働きをしてい

て，それによって視野が狭められていることは事実といえよう 。これが， r日
本人の生活」というような題であったら視野はもう少し広がって，r日本人は，

家の中では履物をはかずに床に坐る生活をしている。また食卓は貧しくとも身

近に花を置き，精神的な豊かさがある……」というような推論も可能であった

かもしれない。そして，もっと適当な題であれは¥さらに視野は広がり， 写真

家の伝えたいことが充分に伝わったに違いないと思われるのである。

ここに，視覚の情報処理が言語の情報処理と異なる大きな特徴があるといえ

る。受け手自身が，自己やそれを取り巻く周囲の条件にしたがって， r図」と
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して取り上げた部分以外に視線が伸びていかないところに，絵の類の読みとり

方の貧しさが生じる根本的な原因があると考えられるのである。したがって，

この貧しさを解消するためにとるべき第一段階は，脈絡に左右されず， i匡リ

を見ると同H寺に「地」にも伺野を 11.よげ〉比 l絞的短H寺間のうちに祝'~ì的情報の全

体像をとらえる方向にすすめるべきである。 しかし，メッツガーも述べている

ように，“持通は，我々の視線は，本来，物に対して向けられるものであり，

あいだの空間や，空虚な周囲に視線を向けるなどということは，学習してはじ

めてできること， (p. 15)である。 I枚の絵や写真の中に「凶」と「地」を同

H与に認知することは，一般的にJ附?に岡雑であり，かなり意織的な訓練が必要

となるのである。ここに，悦党情報の処理のしかたに対する指導の重要性が，

改めて認識されるのである。

V 心的過程への移行

われわれが一度に処理することのできる情報には限界があるのではないか，

とミラー(Miller. N. E. 1957) が学習過砲の聞から疑問を抱いて以来，情報

理論の進歩により，限界のあることが次第に明らかにされてきている。その 1

つがIVで述べた視覚的情報の処理においてである。それは，明維な形をしたも

ので視野に人っていても認知できないものが数多く存在することからも谷弘に

理解できる。|泊4および函 5のように.視覚情報の特徴の説明として用いた図

形に関しては. i凶Jと「地」を同時に認知することは，メ ・ノツガーも述べて

いるように，たしかに困難である。しかしながら，何らかの指導を行うならば，

絵や写真，すなわち， 日常的な視jt情報にIl);jしては，図形を|眺めるほどの困難

さはないと思われる。何故な らば， i国Jと共に「地Jの存在が認知できる故

に，その ilぎりの解釈に lつの作づけがなされるのであって，視覚情報におい

ては，1地Jが点;の脈絡となって，11主Uの情報処理に大きな役訓を果すものな

のである。

芸術作品といわれる絵画の鑑立などでは，背景の役割は重要であり ，背景と

共に観ることによってその芸術的価値が決定するものである。 したがって，物
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の見方の貧しさとは，視野の中の認知できない 「地」の部分を， 見逃 したまま

解釈へとすすむところに lつの原因があると考えられる。自然に視覚を刺激す

る「図jの部分だけを取り上げて，物事の判断に至る ことは避けるべきであっ

て，それを越えなけれは、，豊かな物の見方へと進展させる ことは不可能である。

それを越えるためには，百の終りの部分でも述べたように，視野の中でも背景

の中に埋没しているものを 積極的に見ょうとする努力が重要な条件である。

そして，周囲の条件にもよるが，それをあ くまでも「図Jに対する「地」とみ

なしたり，あるいは. ["地Jの中に見えてきたものを 「図jと見なおしたりす

ることによ って，視覚情報の全体像を把握することが重要なのである。

ところで，今まで見えなかったものが見えるようになった，というだけでは，

物の見方が豊かになったということはできなし、。ここまでは，比較的広範囲に

わたって物が見える ようになったという基本的な段階を経ただけである。すな

わち，本論の冒頭に述べたターマンの， 絵に よる推論の分析における(2)の段階

を経ただけにすぎないのである。あとは，それが表現している事柄を，理解や

推論へと発展させる過程を辿らなければ. (3)の段階，すなわち，心的過程を高

めていくことはできないのである。

これは.VlおよびVIlの音1¥で詳しく述べることになるが， 具体的に見えた部分

を基礎として，見えない事柄を抽出し， 受け手独自の解釈をしてし、く能力を養

うことであり，この段階に達すると，視覚の情報処理は， 言語の情報処理と大

して異なるものではないことが明らかにな って来るのである。何故ならば，両

者の情報としての相違点を除くならば，視覚情報の裳にある意味を解釈するこ

とは. ["書物の行間を読む」というプロセスと共通するところがあるからであ

る。次の章では，宮崎 (1985)の視点論を中心に，両者を比較検討しつつ，こ

の点について考察していきたい。

VI 視点、の移動

一ーその能動性と受動tl:-

言語的にせよ視覚的にせよ，われわれが情報を受け取り ，理解や推論へと思
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考を高めていくプロセスは，それらの情報に対し視点を移動させる ことにより

達せられるという。ここで「視点Jとは何かについて明らかにしておかねばな

らなし、。宮崎 (1985)は，視点については 2つの意味があり， 1つはスナ yプ

ショッ ト・モデルと呼ぶもので，“どこを"見ているかという時の “どこ"を

指す場合であり ，2つ目は“どこから"見ているかという時の “どこ"を指す

場合であるという。この 2つは密接な関係をもつものであるが，2番目の"ど

こ"を指す場合にのみ，彼は「視点Jということばを用いている。さらに彼は，

・・見るということは基本的には 1つの視点から対象を眺めること "(p 4)で

あるが，視点を移動しつつ見るという行為は，形とかその“特徴がどのような

ものかを知るためにではなく ，それが一体何か (reality) を知るために方向

づけられた活動にほかならない。たとえば， 日常私たちが，rそれは一体どう

いう形」と 問うときでさえ，スナップシヨ 7 ト・モデルの言うような形を問う

ているのではない。……むしろ それがどのような連続的変化の途上に位世づ

けられるかを知ろうとするのである。このように，視点は，本来動的なもので

あり ，た とえ静的な視点ですら潜在的には動的と考えざる得ないのである。"

(p.56)と述べて，視点の基本は，動的であることを強調している。

図 lに戻ってみよう 。最初に，食卓風景に視線が引きつけられ，そこだけに

留まっている場合があるかも知れないが，それは上述の 1の意味の視点，すな

わち，静的な視点ということができる。しかし，視線が次第に，植木鉢やオー

トパイ ，父親の動作などに流れていき，最後に写真の全体像をとらえられるな

らば，視点一一見る位置一ーは動し、ていないような印象を与えるが，微視的な

見方から巨視的な見方，すなわち，近から遠への規点の移動で、あり ，2番目の

なl床の視点，すなわち，動的な視点に当てはまると考えられる。

われわれの物の見方を観察すると ，単に 1つの視点からだけ対象を眺める場

合は極めて稀であり，ほとんどの場合頭を動かしたり ，首をまげたり，時には

後にまわって比ることさえある。そうすることによ って，これまで見えなかっ

た部分が見えてくるようになるのである。また，実際の行為としてそれができ

ない時は，心の中でそのような行為をすることがある。例えば，人物の後に一

部だけ見えている木は，その形全体を自分な りに想像することはできるし，そ
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こに現われている具体的な物の配置や，人物 ・動物の目や手の表情から，形に

はならないが実際に多くの抽象的な事柄を読みとることができる。これは，心

の中で視点を移動させて対象を眺めることにより，そこには っきりと現われて

いない事柄を理解したり，推論していく過程，すなわち，イメージを生成して

いく過程であるということができる。

この視点、の移動の理論は 視覚を通って入って来る情報のみに限らず，言語

の情報処理にも通じるものであり，詩や文学作品の理解やイメージ形成の指導

にも，大きな効果をあげている。宮崎は，詩や文学作品の世界を仮想的世界と

呼ぴ，その中での視点の移動に，受動的なものと能動的なもののあることを指

摘している。そして，単に作者が設定しておいた視点の移動にそっていくだけ

では，読み手の仮想的世界は豊かになってはいくが，この視点の移動は，いわ

ば受動的なものであって，能動的に視点を動かすことをしなければ，仮想的世

界をより i泣かにしていくことは不可能で、あるという 。これは読み手が，その作

品の中に明雌に表現されていない情景や人物像を，作品の中の他の部分を手が

かりとして:t{Eil!lJし， 自分なりの意味を創り出す想像の世界であると述べている

( p. 119)。

これが能動的視点の移動で、あって，読み手自身がイメージを形成し，さらに

深い読みへと到達してし、く過程であるということができる。

四 能動的視点の移動と言語の情報処理

一一二つの授業例を中心として一一

宮崎は，斉藤蒋↑w:(1970)の小学校で、の授業例(小学 2年 ・国語)を取りあ

げ，能動的な視点の移動について，さらに解説を続けている。教材は，I島」

という新美南吉の詩である。

島 新美南古
ある

J誌で，DXあさ，

鯨がとれた。
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どこの家でも，

鯨を食べた。

ひげは， Iゆりに

売られていった。

りらら，ilIlは，

ランプで殺人えた。

鯨の話が，

どこでもされた。

鳥は小さな，

まずしい村だ。

先づ，教fjiliがー!支読み，詩の中のいろいろな情景を子供達に自由に想像させ

る。子供達は次第に，架空の世界へ入りはじめる。次いで教師が，鳥の大きさ

をきくと ，子供述は両手でその大きさを具体的に示そうとする。 したがって，

子供達にとって，その鳥はそばにあるのではなく ，遠くにあることを示してい

る。子供達はすでに，それぞれに仮想的世界を制る。教師は，“みんなそのく

らいに見えたんな ら，鳥はそばではなく，遠くのほうに見えてきたんだね"と

いう 。このことばにより彼らは，自分達が，1烏を遠くから眺めるという仮想的所

界を生成し，その中の一点に仮想的自己を派遣していることに気づく 。その位

iEから，仮想的世界の中を動いてみる。烏に近づく 。そこでの木や，道や1:111は

どうだろう 。上陸してみる。浜辺の様子はどうか。島の人々が浜に出て，皆で

鯨を解体しているだろうか。さらに進んで，家の様子や.軒数等々について，

教師から多くのjg1いが出される。仮想的自己を，鳥の遠くから，島に近づき，

少しづっ品の奥の方に動かしていくことにより，作品の中に直接表現されてい

ない部分を多く含んだこの仮想的世界の中の，いろいろな情景に対面していき，

教師の側から多くの問し、が系統だって生成されることが可能になる。これらの

問いに答えながら.子供達は情景についての想像を広げていく 。これらの問い
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に対する答は，作品の中にははっきり表現されていない場合が多く，子供達は

他の部分を手がか りにしたり ，自分のこれま でに蓄積された知識構造からよび

おこした知識で、補いながら，自分自身で仮想的世界を豊かにしていかなければ

ならない。 したがって，子供達の答は，唯一絶対の正解といったものは存在し

ない。その|浪りで，読み手は各自に自由で多犠な想像を楽しむことができる。

しかし，けっして勝手気ままな空想になってはならず，ある範囲内での必然性

をもっていなければならない。(pp. 120-123) 

以上， 宮崎が斉藤の綬業例をとり上げて述べた.能動的な視点の移動による情

景理解のi*め方を，ごく簡単に紹介した。並かなものの見方というものは，具

体的に表現されていない事柄にまでイメー ジ性を設かにしていくことではある

が，それは何の制約もなく，次々とイメージを広げていくことではなく ，一貫

性がなければな らないこ とを強調したものである。

イメージを育てる方法としては，斉藤のや り方だけではなく ，主として国語

教育の分['1-で多くの研究がなされている。その中の lつ例として，武田 (1973)

は， I大造じいさんとがん」の授業の中で. I心をうたれる」と か， Iただの烏

に対しているような気がしない」というような， 抽象的表現の解釈を取りあげ

た。「何故心をうたれるのかJ. I何故ただのX~に対している ような気がしない

のかJと，直接的な質問をしても，返って来る答は，文4!-を読みさえすれば説

でも思いつく ような素朴な符一一 「じたばた しない」とか，I自分の危険を知

りながら，大敵にとびかかっていくJ(p 12)とし、うようなーー だけである。

このような読みは，深い読みに達したとはいえず，深い読みへと指導するため

には，具体的な形をと った行為が，どこかに現われているはずであるから，そ

れを探した方が， 単にことばで追求するよりも，理解の出発点としては，はる

かに具体的で、考えやすいという 。そこで，文章の中の.上にあげた抽象的表現

の少し手前にある「手をのばすJという具体的行為を取り上げ，教師からの様

々な発問に よって，その部分の鮮明なイメ ージを:J1iiかせる。子供達は，自分の

柑lし、たイメー ジを媒介と しながら，教師から附される問いに答'えることにより，

次々と自分なりのことばを紡ぎ出しはじめる。さらに，教師独自の解釈を基に

した発問を重ねて，子供達の感情にゆさぶりをかけると，目標としていた抽象
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的な部分も次第に鮮明にイ メージ化され，さ らに，それをことばで表わすこと

ができるようになるという 。(教師と生徒の問答については， 実際に武田の若

書に触れないと，充分な理解は待 られないかも知れない。)これは， 宮111奇や佐

伯(1978)の言う仮想的自己を，その行為をしている人物に投入し，その人物

の目から物を見る視点の移動である。

学校におけるこのような指導は，教師iの主観が多分に入るものであるが，詩

や文学作品の深い読みに至らせるためには，必要欠くべからざる過程である。

このような読み方が，教室外での読みの活動に転移することは望ましいことで

ある。それは，視点を能動的に移動させながら，自問自答する過程を辿ること

であり ，素朴な答に終らせることなく ，読み手自身で抽象的な部分のイメージ

をより~:かにしていくことが重要であると考えられる 。

四視覚的情報の抽象性

能動的視点の移動は，視覚の情報処理の|努にも極めて重要である。視覚的情

報はことばと異なり，物事を具体的に表現するものであるから判かりやすいと

いう考え方は，改めなければならない。単にある具体的概念を理解させるため

のもの，という観点に立つならば，具体的に視覚情報化されたものは，たしか

に意味をもつであろうが，それは，理解させる手段以外の何ものでもなし、。 し

かしながら，何かを伝えようとする意図をもって描かれた絵や写真などは，単

なる理解のためのそれと同種類のものとして扱うには，余りにも複雑である。

文学作品の深い読みに至らしめる過程は，先づ，こと ばに表われた具体的な

行為を見つけ出すことであった (武田)。その行為をはっきりとイメージ化 して，

そこから視点を移動させ，問答しつつ，明白でない部分を次第に鮮明なイメー

ジ化へ， さらには言語化へと辿る過程であった。

絵や写真が表現する意味をより深く読みとるということは，上述の文学作品

の処理の仕方と何ら変るところがないと言えるであろう 。表面に具体的な形と

なって表われた部分，すなわち，絵や写真と なったものを手がかりとし，そこ

から作者が訴えようとした一一ーけれども表面に具体化されていない一一一と思わ
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れる ことを読みとっていこうと努力することは より高い心の働きであり， 心

的過程を高めるプロセスである。この過程を経ることが，より豊かなピクチャ

ーリーディングへと導くものであると考える。その意味で，視覚情報は言語情

報と同様，抽象性が高く，その処理は必然的に「書物の行聞を読む」のと同じ

プロセスを辿ることが求められるのである。日において，視覚的情報の一般論

を修正する必要があると述べたのは，この点においてである。

医 視覚の情報処理の受動性

これまで述べてきたように， 高度な抽象性をも った視覚情報を理解し推論を

高めていくためには， 言語の情報処理に対するような指導や訓練が必要である

が，そこには，高度な推論へ導くことをしばしば妨害する大きな原因があるこ

とに注意しなければな らない。それは，視覚的情報というものは，ある点まで

は能動性を必要としないことなのである。その非能動性が，心的過程を高める

段階への移行の原動力とならず ただ視覚的情報を受動的に見るだけに終らせ

てしまう傾向が強いと考えられるのである。

言語的情報に関しては，視点の移動という観点に立つならば，作者の設定し

た視点の移動にそっていくだけでは受動的である。しかしながら，イメージ形

成の観点に立つならば，作者の意図にそってイメージを形成しながら読みすす

むことは， 必ずしも受動的でなく，能動的な作業であるということができる。

その意味で，宮崎が r(受動的であっても)読み手の仮想的世界は豊かになっ

ていくが……」と述べているのは理解できる。そしてこの場合，問じ文章を読

んでも，読み手が全 く同じイメージを形成することはあり得ず，各自それぞれ

が，それなりのイメージを独力で創造しているのである。その過程は，能動的

な脳の覚醒状態を保持しなければ，作者の視点にそった理解さえ不可能になる

のである。

これに反して，視覚的情報の場合には，その段階ですら，受け手は独自に能

動的なイメ ージ形成の過程を経ていなし、。そして 他人のイメージによ って作

成された画一的な映像を視覚的情報として与えられるわけであるから，その映
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像の中に，受け手の問題意識を刺激するだけのものがなければ，見方は受動的

になる傾向が強いので、ある。

視点を移動させて， r図」である食卓風誌から「地jとなるそれ以外のもの

までが見える ようになるこ とは基本的な条件であるが，た とえ見えたとしても，

それは，自分のカでイメージ化したものでもなく ，宮崎の言う 「受動的な視点

の移動」の域を脱していなし、。すなわち，作者 (この場合は写真家)の設定し

た視点にそって移動したというだけにすぎないのである。重要なことは，その

あとで受け手自身が，さらに能動的に視点を移動させることにより ，そこに表

われていない事柄を自分なりに汲み取って まとまりのある深い読みへと心の

働きを高め，その抽象的な部分を/1立終的には言語化する ことができるような状

態にまで引き上げる こと であると忠う 。

結び

lつの写兵ーをめぐって，偶然にも 2つの正反対の意見が現われた。H寺代錯誤

もはなはだしい，といって抗議するのも間違いではない。 しかし，その判断は

余りにも視野が狭く ，高い心の働きが欠けているように思われるのである。学

校において，ピクチ ャーリ ーデイングの指導などは，名画といわれる芸術作品

を除いては，恐らくなされていないであろう 。悦覚的情報といえども ，言語的

情報と同様，抽象性が高いこと を鐙者は強調 し，表面に出ていないヰi柄を推論

してし、く過程を大切に育てていく必要性を感じるのである。

先づ，視覚情報の全体に視野を広げ.r凶Jのみならず「地」を合めて全体

が見えるようになること そして次に そこに表われている具体的な事柄を出

発点として悦点を能動的に移動させ受け手のそれぞれが，統一のとれたイメー

ジ形成へと心の働きを高めていくことが，主主かな物の見方に通じるのではない

だろうか。

一見，余計なもののない， それでいて他木鉢まで置かれている部出に，家族

が揃って食事をしている。その中の ]人である男性に，仮想的自己を派mして

みることはどうだろうか。 ]人の子供が自分の符の先を見て.AL腕に魚を入れ
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てくれるのを待っている。父親のその行為は，子供は箸で魚、を食べることが下

手だから，とそんな気持だけではない筈で，そこには父親の子供ーに対する気持

が充分に伝わって来る。あるいは，女の子になったつもりでその目で周囲を見

渡してみることも可能である。頭のあげ具合から判断して， iお兄ちゃんはい

いなあ，お父さんにお魚をとってもら っている」と， 一寸羨ましけ、な表情をし

ていると ころが想像される。また.母親はどうだろうか。子供の世話こそして

いないが，自分の前に魚のおJI[lが無く 女の子の前に置いている。その情景か

ら，彼女の心情は充分に理解できる。お植は，あのような士劾所には↑泣かないの

が普通であるが，食事の貧しさを象徴するものとして世かれたものであろうか。

しかし，それが却って柏木鉢の存在を大にし，貧しくとも心豊かに，という人

間の心の有りょうを教えてくれる，と筆者には思われるのである。

その他にも，さまざまな解釈がなされるであろうが，ちゃぶ台の上に並べら

れたお肌だけしか見えないか，あるいは，具体的な形となって表われていない

l人 l人の細やかな感情や，その雰倒気が語りかけるものを充分に読みとるこ

とができるかは，実に，その視党情報を処理する11!IJの知性によるものであると

考える。
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効果的な外国語学習に関わる諸要因の研究

はじめに

一 一情意的要因研究の概観一一

A Study on Factors of 

Effective Foreign Languag.e Learning 

A Review of Studies on 

Affective Variables 

神山正人

Kamiyama， Masato 

学習者の外国語学習能力は，学習者の要因(長11能，外国語適性，態度 ・動機，

性絡，学習のストラテジィーなど)，授業の要因(授業内容，授業方法，授業

時間，評価方法など)，教師の要因(経験，性格，外国語能力など)，家庭環境

の要因(家族，特に両親の態度など)，および学校外の要因(塾，家庭教師な

ど)等に規定されるといわれている。

外国語の授業を効果的に実施するには，外国語学習の達成度に関与する諸要

因を，一つずつ別個にとらえることはできなし、。外国語学習をシステムとして

とらえなくてはならない。このことは，教育工学的思考の必要性を意味する。

教育工学的思考の大きな特長は，教授 ・学習過程をシステムとしてとらえる

ことである (中野照海， 1979)。外国語学習の場合，外国語学習の目標を教育課

程全体の中に明確化， 具体化し，その目標を達成するために授業全体をシステ

ム化し，下位システムとしての学習者，教師，教授メディア等の諸性質を明ら

かにしp 効果的な授業 ・学習状況を具体化し，さらに新しい目襟へと進むため
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の評価を行なうという 一連の手続きが必要となってくる (大内茂男， 1973)。

そこで，科学の一分野としての外国語教育を目指すには， 目標， 内容，学習者，

教師，方法，教材，メディア，評価等の「授業の設計」に関わる諸要因をシス

テム的にとらえる必要があろう 。

これまで効果的な外国語学習に関わる諸要因の研究の一環として， 以下の研

究課題を設定し，研究を進めてきた。

1 )外国語学習における学習者の態度 ・動機等の情意に属する要因について

の研究

2 )外国語学習の評価に関する研究

3 )外国語学習の目標を達成するための教材の選択と系統化に関する研究

ここでは，研究課題の 1)にあたる外国語学習における情意的要因の役割に

関するこれまでの研究を概観することによって，効果的な外国語学習の可能性

を検討することとする。

1.情意的要因の定義

対象言語の国民，文化やその言語学習に対する態度・動機等の情意的要因が，

その言語学習の成果と何らかの関係があることは過去において経験的に述べら

れてきた。そして，それらについて科学的に研究されはじめたのは1950年代後

半になってからである。今日では，それらの関係はある程度明らかにされつつ

ある。そこでここでは，情意的要因に属する態度 ・動機と外国語学習の関係に

ついて考察してみたい。

A.態度

態度 (attitude)とは，社会的事象や事物に対して 好意的あるいは非好意

的評価，感情，行為傾向をもっ持続した体系 (r新 ・教育心理学事典j1977) 

と定義される。

シェ リフとキャントリル (M. Sherif and H. Cantril， 1945)は，態度を次の

ように規定している。
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1 )態度は後天的に学習を通して形成される反応の準備状態であり，本能的

な傾性や生得的反応の選択性とは区別しなければならない。

2 )態度は一定の対象または状態に関連して形成されるもので，常に主体一

客体関係，すなわち， 自己対他の存在を含んでいる。

3 )態度は情動的特性をもっ。

4 )態度は持続的である。

5 )関連づけられる刺激の範囲は広狭さまざまであり，特定の刺激または状

況と結びついた個別的特殊的な場合もあれば，きわめて広範囲の多様な対

象と関連をもっ一般的反応傾向もある。

以上のように，態度とは直接測定できるものではなく，操作可能な独立変数

としての刺激とそれに対する測定可能な従属変数としての言語反応や行動など

から推測されるものであり，媒介変数として考えられた構成概念である a新
・教育心理学事典J1977)。

B.動機

動機づけ (motivation )と動機 (motive) は，ほとんど同義語と して重複

して使用される場合が多い n新 ・教育心理学事典J1977)。動機とは，人間や

動物の行動を始発させ，方向づけ，持続させ，強化する過程をさす。あるいは

動的な行動をささえる比較的直接的な要因ないしはそれら要因問の相互作用

a新教育の事典J1979)と定義される。

代表的な動因には a 苦痛回避，b. 危急要求 ・恐れ c 飢え・渇き，

d.性， e.活動 ・探索， f.愛情がある。また主な動機には，マクレランド

( D. C. McClelland )やア トキンソン (]. W. Atkinson )のいう a 達成動

機， b.親和動機，そしてマズロー (A. H. Maslow )がいう成長動機がある

(r新教育の事典J1979)。

学習場面における動機づけの諸方法としては，通常，内発的動機づけ(in-

trinsic motivation )と外発的動機づけ(extrinsic motivation )が考えられる。
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C.外国語学習と情意的要因

R. Gardner and W. Lambert (1972) は，外国語学習を動機という角度から

研究を行な っている。その研究によると動機を統合的動機 (integrative moti-

vation)と道具的動機(instrumental motivation)の二つに分けている。また，

我が国のような外国語としての英語学習(English as a Foreign Language ) 

習得という学習状況においては，消費的動機(consummatory motivation ) 

も働いているように思われる。

1 )統合的動機

外国の文化闘の一員になりたいとか，その文化に対 して好意的な態度をもっ

て外国語を学溜する場合，学習者は統合的動機をも っているといわれる。学習

者には，外国の文化圏に自分を統合させようとする動機が働いている。

2 )道具的動機

外国語を将来，生活の手段として使うことを目的と している場合である。例

えば，良い職業につくためとか，進学 ・卒業のため外国語を学習するなどが，

この動機の要因となる。

3 )消費的動機

外国語を学んでいると楽しいからとか，趣味として外国語を学習する場合，

学習者は消質的動機をも っているといわれている。学習者は，外国語の学習過

程に満足，または意義を感じているのである。

R. Gardner and W. Lamb巴rt(1972)は，第 2言語を学潤するカナダの高校

生を対象にして調査した結巣，統合的動機をもった学習者の方が.道具的動機

をもった学習者より第 2言語の成績がよいことを明らかにした。この結果は，

フランス語を外国語として学習するアメ リカの高校生にもあてはまると報告し

ている。

しかし，フィリ yピンにおける調査 (R. Gardner and E. Santos. 1969)， 

インドの女子高校生を対象とした研究 (Y.Lukmani. 1972 )によ れば，道具

的動機をもっ学習者の方が外国語の能力が高いことを明らかにしている。

これら一連の研究結果から，動機は学習者の環境，経済事情等の社会的要肉
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によって異なることが推論される。

11.情意的要因に関する先駆的研究

情意的要因と外国語能力との関係をみる本格的研究は， 1959年に R.Gardner 

and W. Lambertによって始められたが，それ以前にもこの分野における先行

する諸研究が行なわれていた。そこでここでは， R. Gardner and W. Lambert 以

前における最も基礎的研究と思われる先行研究を， J Carroll (1963) の概観を

基礎としていくつかまとめてみる。

1) Lorge， 1.， 1939 

1. Lorgeは，アメリカが不況にな ったときロシア語を学習する必要にせま

られて，それまでロシア語に関心をもたない者が学習 した結果，関心をも って

いた者と同程度の成果をあげたことを報告している。

2) Dunkel， H. B.， 1948 

H. Dunkel は，金銭的報酬と学習達成度の関係を調べる実験を行ない，金銭

の報酬を約束しでも，それが言語学習達成度とは必ずしも関係しないことを明

らかに した。

3) Jones， W. R.， 1949 

W. Jonesは，第2言語としてのウエールス諾能力とウエールズ語学習に対

する態度との関係を調査した。

4) Politzer， R. L， 1953-54 

R. Politz巴rは，大学生を対象に外国語学習から何を習得したいかといった

調査を行った。その結果 過半数の学習者が口詩的コ ミュニケーション能力の

習得を第ーにあげ，第二に読む能力の習得をあげていることを報告している。

5) Bamberger， F. H.， 1955 

F. Bambergerは， 学習者の外国語学習に対する態度を調査した。

次に掲げる三つの先行研究は，年代的には1959年以降になるが，基礎的研究

として重要と思われることから，取りあげてみることとする。

6) Politzer， R. L. 1960 
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R. Politzerは，大学生を対象に動機づけと学習成果との関係を調べ，学習

者の自主的 LL学:宵時!?り数と学習成果とには有意な相関関係があると報告して

いる。

7) Carroll. J B.， 1962 

J Carrollは，動機は外国語習得に直接的な影斡を及ぼさないとし，次のよ

うに述べている。

これらの結果から推論できることは 本人の好むと好まざるとにかかわら

ず， 学習活動に協力的であり積極的に参加している限り，動機の相奥は達成

度に大した影響を与えなし、。動機が達成度に関係があるのは，比較的自由に

怠けられるような状況において，学習者がどの程度忍耐し努力できるかとい

った場合のときである。

8) Pimsl巴ur，P.， et al.， 1964 

J Carroll (1962) の説とは異なる研究報告を P.Pimsleur， et alがアンダ

ー・ アチーパーを対象にして行なった。それによると，かれらの「関心度テス

ト1Jにおいて，関心度の低さと達成度の低さとが一致していることから，外

国語学習の成功予測をみる適性テス トに関心度を含めることの重要性を示唆し

ている。

皿.情意的要因研究の動向

A.外国語学習における情意的要因の役割

l. 初期的研究

R. Gardner and W. Lambert (1959)は，二言語教育 (bilingual education ) 

に力をいれているカナダで，同じ学習の機会がうえられているのに，一方は第

2言語学習に成功し，他方は成功しないのはなぜかという単純な問題から出発

し，一連の研究の最初となる調資研究を行なった。

その最初の訓資では，モントリオールの高校生 (751"，)を対象とし，第 2言

語 (フランス語)学現において言語適刊と名極動機変数がフランス詩達成度と

どのように関係とするかを調査した。その結果，r知能と 許諾適性」と「態度 ・

- 26一



動機」の二要因がフランス語達成度と有意な関係があり，その二つの要因はそ

れぞれ独立していることがわかった。

R. Gardner (1960)は，その後態度，動機， 言語技能等の変数を増やして，

第 lの研究結果の再検証を行ない 第 1の研究結果が支持されたことを報告し

ている。かれの研究では， 学習者の志向 (オリエンテーション)は，両親の態

度に影響され，統合的動機は，両親の対象言語コミュニティーに対する好意的

態度に育成されることも明らかにしている。

これら二つの初期研究結果を検証するために さらに調査が行なわれた。カ

ナダでは， H. Feenstra and R. Gardner (1968)， P. Smythe， R. Stennett， and 

H. F巴巴nstra(1972)， R. Gardner and P Smythe (1975)が調査を行な ってい

る。アメリカにおいては カナダのモントリオールとは学習状況が異なるルイ

ジアナとメイン (ともに英語，フランス語の二言語文化社会)，それにコネチ

カッ ト (単一文化集団)が選ばれ，調査が行なわれた。そして，これらの調査

においても二つの初期研究結果と同じ結果を報告 している。

これら一連の研究から得られた結果は，次のとうりである。

第 2言語学習の成否は，知能，言語適性にかかっているだけでなく，その

言語に結びついている他の民族 ・言語的集団に対する学習者の態度，また，

その集団に特有の行動を受け入れ，その集団と 一体化 (identify)しよう

とする意志によって，また，外国語学習に対するオリエンテーション(道具

的，統合的)によって決定される。そして，その民族.文化に対する真実の

個人的意味からきている統合的オリエンテーションのほうが功利的目的から

出ている道具的オ リエンテーションよりも第 2言語学習に必要な長期の動機

づけを保持するであろう (r英語教育学研究ハンドブックJ1979， p. 185)。

2. フランス語以外の外国語を対象とした研究

M. Anisfeld and W. Lambert (1961)は，中学生81名を対象にへブライ語

学習における知能， 言語適性と態度 ・動機の達成度に対する関係を調査した。

その結果，態度テス トと知能を含む適性テストは，それぞれへブラ イ諾達成度

と有意な相関関係があることが明らかにされ，先行研究の結果を支持している。
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英語を第 2言語とするフイリ yピンにおける高校生を対象とした調査では，

確かに先行研究が示すように言語適性，動機要因は達成度に関与していた。 し

かし，先行研究とは反対の道具的動機をもった学習者の方が英語学力の高いこ

とが明らかにされた (R. Gardner and E. Santos， 1969 )。

これと全く同様の結果が，インドにおける調査で得られている。イン ドの女

子高校生を対象とした研究でも，道具的動機をもった学習者の方が英語学力の

高いことが明らかにされている。このように逆の現象が観察されたのは，イン

ドは西欧化は望んで、いないが，近代化を促進するために英語を手段，または道

具として使用することを望んでいるためであろうと考えられる (y Lukumani， 

1972 )。

3.語学集中講座を対象とした研究

上述の諸研究においては，対象とな った被験者の多くが中学 ・高校生であり ，

対象言語を学校の授業科目のーっとして学習している。一日 に20分，または40

分といった比較的に短い学習時間のため，上述の研究結果だけで一般化するに

は，少々無理が生ずるように思われる。

そこで， W. Lambert， Gardner， Barik， and Tunstall (1963)は，モント リオ

ールでの 6週間のフランス語夏期講座参加者を対象に調査を行な った。この調

査は，これまでの研究とは次の二つの点において異なる。

1 )学習者の年齢が高い

2 )一 日の内のほとんどを対象言語のみ使用する語学集中講座

その結果，初級 レベルの学習者に関しては，フランス語達成度は，対象言詰

文化集団に対する好意的態度，そして統合的動機とに有意な相関関係がみられ

た。このことは，先行研究結果を支持していることになる。 しかし，上級 レベ

ルの学習者に関しては，同じ結果は得られなかった。

この研究では，態度 ・動機変数があまり多くなかったことから，R. Gardner， 

Smythe. and Brunet (1977)は，それらの変数を多くして調査を行なった。被

験者は， 5週間のフランス語集中講座で学習する高校生62名であり ，態度 ・動

機にそれぞれ変容がみられ，それらの変谷がフランス語達成度に影響を与えて
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いるといった結果を得た。また，学習動機を高めたり，聞く ・話す技能を習得

する上での集中講座の効果は，顕著であることも明らかにされた。

さらに R.Gardner， Smythe， and Clement (1979)は， 1977年の研究結果が

年齢の少々高い学習者にも適用可能かをみるために調査を行ない，その集中講

座の効果を調べた。被験者は，カナダの成人学習者 (89名)とアメ リカの成入

学習者 (65名)である。その結果，両学習者群とも統合的動機をもち，パイ リ

ンガリズム(二言語併用)に対する不安や態度が減少，また低くなると，フラ

ンス語達成度が高くなることが明 らかにされた。またカナダの学習者では，そ

の講座の満足度と口頭表現 (oral expression )の達成度とに有意な相関関係

がみられた。

B.情意的要因研究の問題点

1. 態度尺度の妥当性

J Oller (1979)は， R. Gardner (1975)が行な った研究の概観を引用して

次のように述べている。

33に及ぶ調査(カナダの 7つの異なる地域における 7-12学年生，2，000 

名を対象)を概観すると， 12の異なる態度と 2つのフランス語達成度と の最

大平均相関値は，どれも .29以上に及ぶものはない (JOller， 1979， p. 139 )。

このことについて JOller (1979)は，態度と達成度との関係を弱いものに

している最大の要因を， 態度尺度の妥当性の問題と指摘する。その妥当性を低

くしている主な要因として， approval motive (承認動機)，self.flattery tenden 

cy (自 己追従傾向)， response set (応答傾向)が考えられる (J Oller and K 

Perkins， 1978， p. 108)。

1) Approval motive (承認動機)

人間には，他人から approve(承認) されたいという傾向がある。そこ

で，自分の本当の気持ちという より，社会的に好ましく思われる応答や，

アンケートの出題者が好ましいとする傾向を見つけ，それに合わせて応答

してしまう 。

2) Self-flattery tendency (自己追従傾向)
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アンケートに記されている形容詞 例えば tallくatlveという 概念を被験

者が好ましいと受けとるならば，被験者自身を talkativeであるとしてし

まう 。逆に qUl討を好ましいと受けとるならば，被験者自身を qUletとし

てしまう傾向。

3) Response set (応答傾向)

一度ある応答をしてしまうと，その傾向にそった応答を全般的に行なっ

てしまう 。例えば，外国語学習について積極的な態度を最初に表明してし

まうと，たとえどうあってもその方向にそった応答をしてしまう 。

その他，態度尺度の妥当性を低くすると思われる要因として.J Oller et al 

(1977) は，態度尺度における質問項目のあいまいさと上級学習者の問題をあ

げている。

4 )質問項目のあいまいさ

直接的態度尺度における “trave1 abroad"の項目を解釈する |際.Y

Lukmani (1972)は，それを道具的動機に属するものとし.C. Burstall et 

aL (1974)は，統合的動機に属するものとそれぞれ解釈している。

このように，ある項目をいかに解釈するかといった問題は，アンケート

の出題者，およびその被験者がそれをどう受けとめるかによって異なって

しまうのである。

5 )上級学習者

上級学習者は，確固としたすぐ手に入れることのできる目標(a defi-

nite and immediately accessible goal )をもっている。そこで，統合的

動機とか道具的動機といった区別をな くしてしまう (JOller et aL， 1977 

pp. 4-5)。このことは，先行研究が明らかにしてきた，統合的動機が対

象言語達成度の重要な予測要因である ことを否定すること になる。

これまで述べてきた諸要因は，被験者の真意，または実際の行動を測定する

上で不正雄にしてしまう可能性がある。そのため妥当性を低くする原因となっ

ているように思われる。
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2.間接的態度尺度の利用

1 Oller et al. (1977)は，米国への中国人留学生44名を対象にして英語熟達

度と態度 ・動機との関係を調べた。この調査では，まず測定方法としての適切

な態度尺度の吟l床からはじめた。これまでに，間接的態度尺度が熟達度を予測

する場合に効果的であるとする研究もみられる (B. Spolsky， 1969)ので，こ

こでの研究では，直接的態度尺度と間接的態度尺度の両者を用いた。さらに，

従来英語能力または学力をみるために達成度テスト(achievement test )が

使われてきたが，この実験では英語能力をみるために手浪速度テスト (profi. 

ciency test )として妥当性が高いといわれているクローズ ・テストが使われ

た。

その結果，熟達度と態度 ・動機とには有意な相関関係がみられ，また直接的

態度尺度と較べると，間接的態度尺度の方が予測度のための尺度としては適切

であることカfわかった。

ニュ ーメキ シコを学宵の場とした 1Oller and L. Baca et al. (1977)の調売

においても同様の結果が得られている。被験者は，スペイン語を母国語とする

女子学習者60~1 で ， 上述した中国人留学生を対象とした捌査とは若干異なる点

(例えば，アメリカ人を高く 評価する程，熟透度の得点が低い等) はみられた

が，熟達度と態度・動機とには有意な相関があり，間接的態度尺度は英語能力

の予測度を測るよりよい尺度であることが明らかにされている。

しかしながら，これら l Ollerの一連の研究結果とは異なる研究結果も報告

されている。

H. D. Pierson and G. S. Fu et al. (1980) は，ホンコンで中国語を母国語

とする高校生466名 (男女)を対象に，直接的 ・間接的態度尺度のどちらが，

英語熟達度を予測する場合に効果的であるかを調べた。そして，かれらは直接

的態度尺度の方が英語熟達度の予測度を社!IJるより適切な尺度であることを明ら

かにしている。

3.外国語としての英語学習場面への適用

上述のアメリカとホンコンでの調査は，英語を第 2言語として学習する場合

- 31-



であるが，これらの調査結果が学習状況の異なる 「英語を外国語として学習」

する場合にも適用するかをみてみる。

T. Chihara and l Oller (1978)は，英語を外国語として学習する日本人学

習者を対象に，熟透度と態度 ・動機との関係を調べた。その結果，熟達度と態

度 ・動機との関係は非常に弱く，態度尺l立の英語能力を予測する効果比較にお

いても，直接的 ・間接的態度尺度とも学習者の態度を引き出す尺度としての違

いはみられなかった。 JOller は，この結果は外国語学習と第 2言語学習との

背景(context )の相異に よるものとしている。

Y Asakawa and l Oller (1977)は，再び日本人学習者を対象に同じ主旨

の調査を行なったが，上述の結果と同様の結果を得ている。

これらの研究結果を基に，筆者は英語能力と情意的要因の関係について，

1981年12月に小研究を行な った。そこでは，先行研究結果から示唆された次に

あげる問題点を，ある程度明硲に規定することにした。

1 )情意的要因を測定する尺度の問題

2 )英語能力を測定する制度の問題

3 )被験者の学習経験の問題

被験者は，中学 1年生97名 (男子66名，女子31名).中学 2年生76名 (男子

40名，次子36名).高校 l年生116名 (男子57名，女子591ろ)であった。学習者

の情意的要因として，英語学習の関心度，英語および英米国民に対する態度，

外国語学習態度，統合的動機， 道具的動機，消費的動機に関するテス ト (直接

的態度尺度).英語能力としてクロ ーズ ・テス トを使用した。また高校 l年生

に関しては，さらに間接的態度尺度 (現在の自分，理想、の自分，日本人，英米

人)を加えた。

実施したテス ト得点を基に因子分析し，重相関を求めた結果，次にあげるこ

とが明らかになった。

1 )英語能力と態度 ・動機とには有意な関係がある。

2 )学習初期段階では，英語能力と態度 ・動機との関係は強く，学習経験の

増加と共にその関係は弱くなる傾向がみられる。

3 )直接的 ・間接的態度尺度の両者には，英語能力の予測!立をifflJる尺度とし
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て差異がない。

このようにこの小研究においては，先にあげた].Ollerの研究結果とは異な

る点がいくつかみられた。その中でも，直接的態度尺度の妥当性の問題に関し

て，特に結果 3)は重要で、あろう 。というのは，これまで多くの先行研究にお

いて外国語学習能力の予測度をみる尺度として，直接的態度尺度が使われてき

たが，直接的態度尺度の妥当性が指摘されて以来，それらの研究結果の信頼性

が問題になっていたからである。そこでこの結果 3)によ って，それらの研究

結果をある程度信頼性のあるものとしてとらえることができるのではないだろ

うか。

4. 情意的要因研究の問題点

]. Ollerは， 情意的要因のi)!lJ定は不可ー能に近いという主旨の主張を行なって

いる。そして，その情意的要因の性質について次のように述べている。

性格，態度，情緒，感情，動機等は， 主観的なものである。そして，それ

らが風のように気紛れなことは，我々の経験からも言えることである (J 

Oller， 1979， p. 105)。

しかしながら， E. Gronlund (1976， pp.15-16)は，態度のような典型値

( typical performance )の測定は困難であるが， is.IJIiを多くすることによっ

て，より 正確な結果を得ることができると説明している。

中町; (1981) は，態度iRIJ定の困難さを指摘しながらも，対処法とも言うべき

この問題に対する根本的なとらえ方を示唆している。

要するに，態度を測るということは，態度の心的構造からして，直接的に

淑IJることは不可能であって，なんらかの操作をとおして，心的内部を推測す

ることだからである。

しかし， ["推測」とし寸作業は，態度の測定を含む情意の領域での学習成

果の測定に限らず，認知の領域の学習成果のiMlJ定の場合にもみられることで

ある (中野照海， 1981， p.30)。

態度 ・動機といった人間の情意に関わる要因の測定においては，まず第 lに，

情意的要因の性質を十分に把握すること，そして その測定が難しいことを素
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直に認めることが大切で、あろう。 しかし，そこで重要なことは，悶難だからと

いってあきらめて しまうことではなく，現在可能なあ らゆる工夫，例えば，

E. Gronlund (1976)が言うように，多方面から情意的要因をとらえようと，

測度を多くする等の試みをしてみることである。その一方，より妥当性の高い

態度 ・動機の測定尺度の開発をめざして，研究を積み重ねてゆく不断の努力が

必要であろう 。

おわりに

今後のこの分野における研究対象として，以下の課題について研究を進めて

いきたいと考えている。

1 )外国語教育モデルの構築

外国語としての英語習得という背景をもっ日本に適切な独自の外国語教

育モデルを作成する。

2 )情意的要因の測定尺度の開発

より妥当性と信頼性の高い態度 ・動機といった情意的要因の測定尺度を

開発する。

jj家間 (1983)は， C Houleの学習行動の三類型を取り上げ， 日本の成入学

習者の学習目的を考察している。

1 )目標志向

はっき りとした目標が存在し 学習はそれを達成する手段として行なわ

れる。道具的学習あるいは課題解決的学習。

2 )学習志向

特定の学習 を行なうこと自体の中に意味を求める。自己目的的な学習。

ある場合には生きがいとしての学習 となり また自己実現を目 ざす学習と

なる。

3 )活動志向

学習の内容や表向きの目的とは関係なく， 学習活動の過程て、生み出され

る副産物により大きな側値をおく 。
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この学習活動の三類型は，日本における外国語学習を考える上で， 示峻する

点が多いように思われる。情意的要因の測定尺度の開発とともに，外国語とし

ての英語習得という背景をもっ日本に適切な独自の外国語教育モデルの構築の

際にも， 重要となろう 。
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スタインベックと笑いについて

一一一 TortillaFlatを中心、に一一一

深沢俊雄
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この作品は， 全体が序文と 17章のエピソードから構成されている。舞台は

California 1十|の海岸沿いにある古い町モンテレーの卜ーティーヤ ・フラッ ト

である。時代は， ドイツとの戦争について言及していることから第 l次大戦の

後と考えられる。

モンテレーの下町の方には，アメリカ人，イタリア人，漁師，缶詰業者など

が生活しており，森と町が入りくみ，街路にはアスフアルトの舗装もなく， 町

角には街燈もなく ，山の手の方には昔からの住民が住みついているという当時

の状況である。

そして，このモンテレーの山の手に住んでいた住民が，主人公ダニーを中心

とするパイサーノ (Paisano )たちである。彼らの祖先は，約100年か200年

前からカリフォルニアに住みつき，雑草の生い茂った庭に建てた古い木造の家

に住み，商業主義には汚染されず，アメリカの商売の複雑な機構には縁がなく，

盗まれたり，搾取されたり，抵当に取られたりするものも何一つ持たないで気

楽に生活を楽しんでいる人たちである。つまり，彼らは現代文明に背を向けて

生きている無道徳な一群の人々である。

作者は，この作品で， パイサーノたちの生きざまを描くことにより ，アメ リ

カ社会とその文明を風刺しようとしたものと思われる。
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(2 ) 

そこで， iスタインベックと笑いについて」というテーマに添って， トーテ

ィーヤ ・フラットの主人公ダニーとダニーを取りまく仲間のパイサーノたちと

の関わりを中心にこの問題をさぐってみることにする。

笑い (laughter )のいろいろな factorとなるカテゴリーを，新倉俊一氏の

『英語のノンセンスJ(大修館書!苫刊行)という書物を参考にさせていただき，

次のようにいくつかに分けて考察してみたい。

1. irony一矛盾の均衡。

2. satire一悪行，愚行などをあばき，非難し，誹誇するにあた っての風刺

や皮肉。

3. pessimism一厭世主義や悲観論。

4. parody一風刺的なまね。

5. humor-人間生活ににじみ出るおかしみ。

6. caricature一人物の特徴や欠点を滑稽に誇張した風刺や戯画。

7. nonsenseーばかげた行為や意味のないもの。

8. absurdity一不条理や愚かし さ。

9. comedy 喜劇的要素。

10. burlesq ue一風刺的戯画。

など，このほかにもまだいくつかのカテゴリーがあるけれども，だいたいお

もだったものを列挙してみた。

そこで，この作品の主人公ダニーやその仲間たちの行為や言動が引き起こす

笑いが，このいずれの categoryにあてはまるか分析してみることにする。

この作品は大き く3つに分けられると思う 。すなわち，最初の部分(序文お

よび第 1-第6章) では，ダニーが祖父から二軒の家を遺産相続し，ダニーと

その仲間たちがダニーを中心とする一家，つまり集団を形成していく過程が捕

かれている。中間部 (第7-第14掌)では，ダニーの仲間たちの冒険， 善行，

苦労などが episodicに描かれ， 最初の部分の出来事と終結部の出来事を対比
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させて作品の筋を一つにする役割を果している。終結部 (第15-第17章)では，

主人公ダニーが仲間たちとの結びつきに対する自分の責任の重さ を感じ，遺産

相続をする以前の自由な生活へのあこがれが捕かれている。

さらに，それぞれの章を笑いの factorから大まかに分類すると，最初の部

分の l章は， cancatureとabsurdityに， 2， 3， 6章は lronyに， 4章は

humorに， 5章は absurdityに分けてみた。中間部の 7章は lronyに，8章は

satlreに， 9章は lronyとcancatureに，10， 13， 14章は humorに， 11章は

cancatur巴と comedyに， 12章は lronyとhumorに分けてみた。終結部の15，

17章は lronyとp巴sSlmlsmに， 16章は absurdityに分けてみた。

この 3つのパートから，主人公ダニーが関わる「笑しづについて順次論じて

みたい。

主人公ダニーは， トーティ ーヤ・ フラァトに育ち，誰からも好かれ，血縁関

係からか，恋愛関係からか，この トーティーヤ ・フラ ットのほとんど誰にでも

関わりがあったと作者は述べている。すなわち，

His grandfather was an important man who owned two small houses in 

Tortilla Flat and was respected for his wealth 

If the growing Danny， prefered to sleep in the forest to work on ranches 

and to wrest his food and wine from an unwilling world， it was not because 
1) 

he did not have influential relatives 

ダニーの祖父が 卜ーティーヤ・ フラッ トに小じんまりした家を二軒ばかり持

っていた有力者で，その財産のおかげで，ダニーは尊敬されていた。

ダニーが成人してからは，好んで森で寝たり，牧場で働いたり，いやがる人

々から食物やワインを無理やり奪っても 有力な親戚がなかったからではなか

った。

というように，この引用中に，ダニーの人間性の一端を垣間見ることができる

のである。またダニーは，小柄で、色も巣く強情な男で25オーになると両足が馬の

腹のふくらみにひ。ったりくっつくように曲った男として捕かれている。
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ダニーの仲間たちは，ダニーを含め，ピロン，大男のジョオ ・ポータ ジー，

パブロオ， 海賊 (Pirate)，ジーザス ・マリア ・コオーコランの 6人である。

彼らのそれぞれの characterを論じるならば，ピロンは何かおまけとして与え

るものという意味の名前で，仲間うちでは哲学者であり，理論家で能弁家であ

る。大男のジョオ ・ポータジーは酒好きな男で，た とえ僅かなお金でも手 もと

にあれば酒に替えてしまうというふしだらな男である。パブロオはえたいの知

れぬ前科者で，常に刑務所を出たり入ったりしている男である。海賊 (Pirate)

は体が大きくて肩幅が広く単純な男で，'11):日新を紛い集めてはモンテレーに売

りにゆき ， 五匹の犬を -uJ 愛がり . 日 nl'~ 日には教会へ出かける射である。 ジーザ

ス ・マリア ・コオーコランは博愛家で心優しい好色な善人である。そしてこれ

らの仲間たちのそれぞれが humorousな characterを持ち.自由奔放に生き て

いるのである。その彼らの安の中に carJcatureを垣間見ることができるのであ

る。

まず，主人公ダニーとピロンの出会いが，後にダニーの一家(つまり集|歪1)

を形成する布石となるのである。二人の出会いのきっかけは， ダニーが25才の

年にドイツに対し，宣戦が布告され，その戦争のl噂を耳にしたときに，ダニー

とピロンは折悲しくワインを 2ガロン持ち合わせており，大男のジョオ ・ポー

タジーも松林に瓶が光っているのを兄て，彼らの仲間jに加わるのである。裂す

るに， 三人共，i闘を媒体として仲間になっていったのである。

三人は酔ってモンテレーを歩きまわり ，徴兵事務所の前で大騒ぎをした結果，

徴兵係の箪背に三人とも徴兵され どの部隊に入りたいか希望を聞かれるので

ある。その結果ピロンは渉兵に，大男のジョオ ・ポータジーも歩兵に編入され，

ダニーは牒馬の取者をしていたので，テキサス州で駿馬の調教に従事する こと

になるのである。

(3 ) 

上述したように，第 I章ではダニ ーの乱暴な行動が， carJcatureとabsurd

なcategoryとして描き出されている。戦争から帰って祖父が残してくれた二
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軒の家を相続したダニーは，財産の検分に出かける前に 1ガロンのワインを買

って飲み，アルパラード街の公開賭博場の精子を壊したり ，波止場に行き人種

的反感からイタリア人の漁師を脅したり，数々の狼籍を働き ，30日間モンテレ

ーの刑務所に入れられるのである。ある晩， 看守のティトー ・ラルフ (Tito 

Ralph)が彼の房へワイ ンを持って訪れ， 一緒に飲み，ラ ルフがi酋を買いたし

に行くとき ，ダニーも 一緒について行き ，二人が行った庖 (Torrelliの庖)

で，主人に追い出されるまで飲みふけり ，ダニーはそのまま脱走し，松林の中

へ入って寝込んで、しまうのである。

彼は，日 中は叢林の中に身をかくして追跡、の日をのがれ，夜になって条件が

そろったところで出没し，料理屈の裏口などに出かけて行っては食料を失敬す

るという具合である。脱走した次の夜 ダニーは松林の中でブランデーを持っ

た親友のピロンに出会い，それを飲みながら話しているうちに，自分が家を持

っていることを思い出し， rいっしょに住もう 」とピロンに話しかけるのであ

る。

第 2孝 3主主は， lfonyのカテゴリーとしてとらえることができると思う 。二

人は，二軒の家を見て良い方に住むことに決めるのである。やがて，ダニーは

財産を持ったという苦労を感じるようになり，もう 一軒の家を貸すことを思い

つき，親友のピロンが15ドルで借りることになるのである。

ダニーは貸家を一軒持って一般の人物になり，ピロンは家を借りて社会的地

位が向上するのである。ところが，ピロンはなかなか家賃が払えず，ダニーに

対してそのことが気がかりになっていくのである。

つまり ，二人の立場の速いが矛盾の均衡として ironicalに描かれている。 し

かし，ダニーもピロンの心情をよく理解しており，ピロンにと っては，そのこ

とがますます精神的な負担になっていくのである。ある晩ピロンは，仮出獄し

たばかりのパブロオと出会い，自分の借家の一部をパフロオに貸すことで自分

の道徳的責任を逃れようとするのである。

第4章では，ダニーと 仲間たちの言動が， humorのカテゴリーとして描き

出されている。ある日 ，ピロンとパブロオは何かにありつこうとダニーの家へ

出かけるのである。ダニーは隣家の未亡人モラレース (Mrs. Morales )夫人
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のことを， I年をとっているが，家も貯金もある」と 言って，彼女に贈物をし

たいが， 2ドルばかり手に入らないかと，暗に家賃のことをにおわせるのであ

る。ピロンとパブロオは腹を立てながら金策に出かけ，道で仲間のジーザス・

マリア (J esus Maria )と出会うのである。彼は浜に打ち上げられたポートを

売って酒を買い女と遊ぶのだが，まだ 3ドルばかり持っていることがわかると ，

ピロンとパブロオは彼を家につれて帰札 言葉巧みに彼を口説いて，月 15ドル

の間代で同居する気にならせ 内金として 2ドル出させるのである。この金を

ダニーにやらなければと話すうちに.彼らの考えは次第に変わって，I酒だっ

てすてきな附り物になるのだから，自分たちがX'iってダニーに渡そうJという

ことになり ，彼らは買いに出かけるのである。まさにピロンとパブロオの言動

は humorであると同時に burlesqueである。

第 5章では， absurdityな笑いとダニーの財産の柔荷に対する風車IJとが描き

出されている。ピロンとパプロオはトレルリの府で「ダニーに 2ガロンも酒を

届けてやる手はない。沼となるとまるで自のない奴だからな」と話しあって，

自分たちで 1ガロンのワインを平げてしまうのである。彼らはトレルリの庖で，

卜レルリの女房をだまして，夕食をせしめ薪まで手に入れて家に帰り ，火をた

き，パプロオがrrってきた型フランシス (St. Francis )に供えるローソクを

ともすのである。そこへジーザス ・マリアが帰って来て，彼が彼女にやるつも

りで買ったブラジ ャーをまだ持っていたので ピロンとパプロオはそれをダニ

ーにやって夫人への贈り物にさせようと考えるのである。三人は，陽気に飲ん

で歌い限ってしまうのである。ところが，つけ放しのローソクがもとで，借家

は火事になり， 三人はやっと逃げ出し， 一人がダニーに知らせに行くと，彼は

隣家のモラ レース夫人の窓から顔を出し，消防が来ているかどうか確かめるの

である。

ダニーは貸家が焼けてしまったことで 却って財産所有者であることの束縛

から解放され，すくなくとも蒐荷の一つが取り除かれたという救いの感情を覚

えるのである。

つまり ，遺産相続がダニーに二つの問題を投げかけるのである。まずーっに

は，財産所有者となることが.彼の自由を束縛して生活を複雑にするだろうと
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いう lfonyであり ，もう 一つは，他の仲間よ りも社会的地位があがり，仲間た

ちがダニーから遠ざかってしまう かも知れないという lfonyがあっ たからであ

る。このことは， 次の引用文より明らかである。

“If it were still there， 1 would be covetous of the rent，" he thought 

“My friends have been cool toward me because they owned me money 
2 ) 

Now we can be free and happy again." 

「まだあそこ に家があるとしたら，おれは家賃を欲しがるだろうな」と

彼は思った。「仲間もおれに借金をしてるので，冷た くなっち まったんだ。

もうおれたちは自由だし， 幸福にもなれるんだ。j

この引用より，ダニーの財産という重荷からの解放感と原始的な状態で生活

していた頃の仲間意識に戻れる喜びを 如実に窺うことができるのである。

焼け出されたピロンとパブロオとジーザス ・マリアは型どおりに警告された

後，ダニーの家に居候をするこ とになるのである。そこで，ダニーの財産に対

する責任は一軒だけとなり， 三人の責任は借家人から客へと立場が変わり， 家

賃の心配は消えでなくなり，彼らにとっては何とも喜ばしい lronyとなるので

ある。

感謝した居候の三人は，これからは，ダニーの食物には不自由させないと忠

誠を約束するのである。このことにより，ダニーに対する彼らの友情の緋は以

前(貸家があった頃)よりもいっそう強まり，同じ屋根の下に住む家族が友情

と忠誠と約束の上に成り立っている集団であることを窺う ことができるのであ

る。

さて，物語は中間音11に入り，第 7，12章では，昔飼っていた病気の犬がよく

なるのを願って (犬はその後すぐにトラックに襟かれて死んでしまうのである

が)，聖フランシスに25セント銀貨で千枚たまった ら，金の燭台を捧げる約束

をした海賊を登場させることによって，神の存在をダニーの仲間たちにも意識

させようとしたものと思われる。いったんは海賊のためにお金をだましと ろう

とした仲間たちの愚行を風刺することにより，いっそうパイサーノたちの連帯
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!惑と集凶意識 (一家族としての)を強化することを狙いとしているのである。

第8i::O:では，ピロンと大男のジョオが聖アンデレの日の前夜に宝探がしをす

るのであるが，二人の見つけたものはiWJ地調流用のコン クリート板だったとい

うnonsenseが捕かれている。

第 9f;1では，ダニーが氾気も i]¥ v、てない恋人ラミ レスのために，モーターの

付いていない屯気掃除機を口 ってやるのであるが，買った本人も，もらった彼

女も，モーターが付し、ていないことには気がつかなかったというどこか問が抜

けた Ironyのこもった滑稽さに思わず笑いを俄さずにはいられないのである。

つまり，作ず;は社会の物質主義的なプライドと食欲さに対する胤~!lJ を意凶し

たものと思われる。

部1041では，$Q切者のジーザス ・マリアが， ある日道で会った16才の少年伍

長とその亦んJ-)jをダニーの家に連れてMり，ダニーと 仲間たちで初切にしてや

り?存千iを施してやるのである。そして少年ili長が毎日赤んJ-)jに，ft，、¥lHかせる

「お l iíî は人;将になるんだよ J という tl~や， ダニーの11ド \l1j たちに訴す「ちっぽ
かたしるし

けなJ，Ji';;tとちっぽけな懸話をつけたあの大闘がおいらの女房をとれるものな

ら，大 きな!怪なと金の剣を持った大将だったらやIIがとれるだろうかと思って，

それで、子供の行く末を楽しみにしていたのにJとい う青葉の中に.ユーモアと

ペイソスと H卜の中の~.盾したアイロニーを感じずにはいられないのである 。

知 11 1'~:では ， 人:'}jのジョオ ・ ポータジーの鈍感で:f~人的な人物像と未亡人ティ

ア ・イグナシア (Tia 19nacia )との感情のずれが comicalに:ttliかれ.第12:i';f

でジョオがが'jl!成のお余をiおむ伏線となっているのである。

~; 1 3 i' ;'(て、 は， ダニーの11¥1¥:lJが了-だくさんで|本|っている女， テレジナ ・コルテ

ス (TeresinaCortez)とその飢えている子供たちの貧窮状態を助けるために，

食料の!.7.をとこからか失敬して補給してやるパイサーノたちの蒋立の行動がユ

ーモラスに柿かれている。そして第l4i'::O:では.ダニーの家でパイサーノたちが，

集トt¥で楽しく作らしている級了ーと過去の思い川市iが comicalなタッチでJIliか

れ，物I~1~. を終結 ~'i l ~へと導いているのである 。

終結百¥¥の三市のうち.第154fではダニーがついに財産の重みと仲間lに対する

iT任に被れて.家を持つliiiの自而がなつかしくなり ，仲間を見捨てて，ある晩
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姿を消すのである。まさにここにパイサーノたちの運命の皮肉とダニー自身の

peSSlmlsmがリアルに露呈されている。

ダニーの仲間たちは，はじめは色恋沙汰ぐらいに思っていたのであるが，一

週間たっても戻ってこないので森を探し歩くが，徒労に終わるのである。やが

てダニーは家にある物を持ち出すようになり ，家までもj酋の密売人であるト レ

ルリ に売ってしまうのである。

仲間たちは， トレルリが持ってきた正式に登録さ れていない譲渡証書を破る

ことによって家を取り戻すのである。そこへダニーが疲れ果てて，気持も変わ

って帰ってくるのである。仲間たちは，彼を暖かく迎え入れるのであるが，ダ

ニーは仲間たちに家を売ったことについては|砕をつくのである。

つまり，第15章はダニーの昇天のための準備であり ，スタインベックがダニ

ーに狂気性を持たせることによって，物語に緊張感を持たせたかったものと思

われる。

第16章でダニーは散々狼*Lfiを働いたあけ、く ，わが家に戻ったものの，良心の

とカfめを感じるのでもなく absurdityとpesslslsm を露呈 しているのである。

仲間たちは，魂の抜けた人間のように元気がないダニーを元気づけるために，

ノfーティを聞き昔のダニーを取り戻そうと友情を発揮するのである。

ところが，ダニーはパーティにも興味を示さず，再び家を出てそのまま谷で

何者かと絡|胡の末，谷底に洛ちて死ぬ運命をたどるのである。まさにダニー自

身にも ，N'IM]たちにとっても運命の皮肉としかいいようのない nonsenseな出

来事となるのである。

第17~では， ダニーが退役軍人なので軍隊若干が行なわれることになり， ダニ

ーの仲間たちはH青着がないために，自分たちだけが葬列に参列ができないこと

がはっきりし，惨めな思いをしながら車むらに隠れて葬列を見送るのである。

葬式のあと，彼らは象徴的な中心人物を失った家に戻り ，家に火をつけてゆ

っくりと 一人ずつ聞の中に立ち去るのである。
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(4 ) 

ダニーの家族 (つまり 仲間たち)は，彼の死と共に崩壊していったのである。

パイ サーノたちは，夕、ニーを機i~h として仲間たちの忠誠， 誓約 ， そして党容な

どの社会的理想に基づいて，一つの社会を構成していたのである。それはまた

自由で全く 抑制されない官能の社会で、あり，ダニーと仲間たちの生活の中に暴

力的衝動を抑制する必要もない原始 humanismの社会を風刺したものと思わ

れる。

つまり ，遺産によってダニーの社会的地位が上がったことに対する彼の最初

の反応が， i酉を飲んで野蛮なばか騒ぎをすることであ ったことからも一目瞭然

である。これは，現代文明の中にあって， 全 く現代文明とは縁のないダニーの

アメ リカ社会とその文明に対する逃避現象であり ，原始 humanismの社会へ

のあこがれであろうと思われる。

要するに，ダニーとその仲間が行なう ，さまざまな冒険，恋愛喧11華，飲酒，

善行，智恵、などが，涙と笑い， 哀愁と明朗さを醸しだし思わず笑わずにはい

られないようなちょっとしたユーモアが いたるところにあるのである。この

ようなユーモアは，素朴で、無知な彼らの生活そのものが生み出すものとして，

作者の温かさと明るさによる人間性の現われであろうと考えられる。

NOTES 

1 ) John Steinbeck. Tortilla Flat : William Heineman Ltd. 1975， p. 9 

2) lbid. p. 82 
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ノtーンズのコローデン

Burns in Culloden 

序にかえて

1) 

The Lovely Lass 0' Inverness 

N ae joy nor pleasure can she see; 

For e'en and morn she cries， alas I 

And aye the saut tear blins her ee: 
2) 

Drumossie moor， Drumossie day， 

A woefu' day it was to me; 

For there 1 lost my father dear， 

My father dear， and brethren three 

難波 利 夫

Toshio Namba 

かのいとしき インヴァネスの乙女

よろこび たのしみ 露知らず

ああ 乙女子泣きぬ朝な夕な

涙辛く また辛く めしいと なるばかり

コローデンの沼地 コローデンの戦い

それは何たる厄日ぞや われに とりても

コローデンの沼地にて 失えり 父を

わが父を なつか しの はらから三人を も
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And by them lies the d巴arestlad 

That ever blest a woman's ee I 

Now wae to thee， thou cruel lord， 

A hluidy man I trow thou be; 

For mony a heart thou hast made sair， 

That ne'er did wrang to thine or thee 

llllぬられし コローデンの土ぞ

まといし きょうかたびら

草地 の 墓 所 目に しみて

いとしの 若びと 11民りいぬ

うましきかたを たたえ おりしが

汝 JflLに飢えし領主に禍のあれかし

禍よ汝に汝こそ残酷者と信ずる

多くのわが民 草 を さいなめり

汝並に汝一族に害をせざりし

1794 

本
=八

日間

1746年 4月16日。 Hanover軍9.000人を率いる Dukeof Cumb巴rlandは，充

分に訓練した 1 8~t: の砲弾を， Prince Charles Edward， the Young Pretend巴r

の率いる theHighlanders 5.000の陣地に向 って浴びせた。是に よって所相

Battle of Cullodenが火葦を切られた。

火器の攻撃を避けようとしている theHighlandersに大きな打撃を与えた。

現在，現地に設置されている NationalTrust for Scotlandの内部に掲示さ

れている絵画もそれを物語っている。
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Cumberlandの9，000の兵は50歩間隔に 2列に展開し，騎兵と Highlandの

不正規兵を予備軍として擁していた。この配置は戦闘を有利に導いた。 Prince

Charles軍に対決して，第一線はひざまずき，第二線はしゃがみ，第三線は立

つての応戦の構えであった。

Cumberlandは，Rrince 箪の右翼ーから攻め込み，銃剣で以てとどめをさ し

た。

一説によれば， 4月15日のこと ，The Duke of Cumberlandは， Nairshireの

Moray of Frith 湾に臨む，州者11Nairnの陣営内で25才の誕生祝賀会を行って

いた。 8milesの夜の行革は，兵士たちに疲労困他(ひろうこんぱし、)を こう

むらせ，思う にまかせず元の位置にヲ|き返すの止むなきに卒り ， しかも飢餓の

苦しみさえ加わり ，陣営の祝賀会撹乱はおろか，多勢を立識して戦闘の不首尾

を予感してi淡|訪中前111fighting spiritを喪失させてしまったのが，Prince Charles 

~敗北の原因であったとも分析されている 。

(館内側下に設けら

れた The Duke 01 

Cumberlandの人形

{象。Ji下に Drumos

Sleの moorを しつ

らえている。)
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I戦i政役制制刷!品刷占刈1的には Cumberland 箪の mu州

に伍倒されてしまつた。 Charles1!(を守 って いた城崎を th巴 dragoonsr也騎

兵Jが打 ち依り ，日Ij古1¥隊が後方ーから攻めあぐみ，あえなくも鉄.j"fちになってし

まった。 Charles箪は outflankecl去をか、れ，!!~走した 。

この 8attleof Cullodenにて，y_その後の.iuい討ちによって，約1，0001"1の

将兵を失い，y_ほ ''-I'il1i.女のirlilY'Jもがかぞえられる。

Cumberland J.liは，ij攻化者作かに501"1，fおつけるもの200名のみであった。

Charles "1iの20分の ]の被告という砂さであった。そのI;:，Jきの実に大きい事は

明らかである。

是で以て， 8ritain内での戦いは終 りと なった。

(娃は PrinceCharles Edward， the Young Pretenderのij災

死せる将兵の cairn (kc rn) (Scottish Gaelic )石塚の.

今日も伐っている現況である。，-叫}叫1換のすさまじいjfllのihi

に倒れている兵の何人なるやその氏と才1が~fi!? められなかったo
R' 

活する tartan( ta:tdn )によってその clan(部政 ・氏族)を

石に主IJみとむらったのであった。かかるい大な calrnの他に

ないことを以っても，如何にこの戦闘の悲惨なものであった

かが，jf~iJ!lJ される わけである 。)
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Nicolを伴って，この CullodenMoor、Inverness-shireを訪れた詩人は，こ

の激越調の作品を物したわけである。 Drumossiedayと誕った「時」こそ，

1746年 4月16日である。今も Scottishpeople は ButcherCumberland' r午殺

しのカンパランド」 と憎々しく l呼称して，今日も一音部|目;に残る対 England!感E惑台剖芸公引'1↑l'弘

を消しf得尋ないのでで、ある。

戦死者1，000名には，家族が残されている。それが.A waefu'day it was to 

me:lFor there 1 lost my father dear./My father dear， and brethren threeと凹

人の戦死者を一家から出したという計算になる。

若い兵士の恋人たちには 一憎の|叶|宵を寄せている。

The lovely lass 0 Inverness 

ae joy nor pleasure can she see 

For e'en and morn she cries， alas I 

と溢れるi震を禁じ得ない心境を詩に托していることがわかる。

詩人は.Blind Harry作の Wallacef去を読んで，"poured a Scottish preju-

dice in my veins、whichwill boil along there till the flood-gates of life shut 

i n eternal rest" r私の血管にスコ y トランド人のひがみが流れ込んだ。命の水

門が永遠に閉まるまでは.煮えることであろう 。」と述べている。この意識は，

この作品の中にも再発しているのである。

And aye the saut tear blins her ee に托して，白からの無念さをはらして

いると解釈できるであろう 。

Cullodenの VisitorCentreには，史実に基いた詳細!なる slideが用意され

ている。死体累々たる凄絶には自を桜うものがあって，

Their winding-sheet the bluidy c1av 

Their graves are growi日ggreen to se巴

が，決して hyperbole誇張ではないであろう 。
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(The Highlandersの惨めな敗北を描き得て悲壮である。

Musket銃を荷めない事実と見える。この戦いでは，劣勢で

あった Edward:Wを.身品展 (みびいき)に取扱って，客観

性を決して5たっていないという事に注目すべきであろう 。)

Cumberlandの祝賀宴奇襲は，部将 LordGeorge‘Murray (1694-1760)を

伴 ったのであった。 Murrayは， John， 1st duke of Athollの 55月として， 1694 

年10月 4日， Perthの近くの Huntingtonに生れた。

1712年， 18才の時に，軍主lrに入った。 4年後， 1719年 thebattle of G lenshiel 

の戦いて、負傷 し， Rotterdamに逃亡した。1724年 Scotlandに反り ，許されて

1745年迄 Tullibardineに落ち若いた。 Cullodenの敗北後も，残留部隊を指揮

していたが， Prince Charlesが断念したので，軍務から離れる事とな った。

Murrayは国外に逃亡し， 1760年10月11日Hollandで死亡した。66才の年であ

った。波乱万丈の生涯にしては，当時としては，比較的長寿が保てたとも言え

るであろう 。 Cullodenの敗北，両者の聞には 何とな くしっくりしない もの

が生じたようであ って，敗けi殺は残余も苦しいものであったと推測されてもよ

いであろう 。

王権獲得とし寸年来の宿望は遂に実現されない事となった。父は JamesEd-

ward Stuart (1688-1766)であり The Old Pretenderとも呼称された。
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James II (夜iiiJ685-1688)

利子，i'命

James Edward Stuart (1688-1766) 

( The Old Pretender )老併王

(ろうせんおう)

Charles Edward Stuart (1720-1788) 

( The Young Pretender )私{杯王.

小王位羨ffJ者-
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結論にかえて

敗戦の将が，後世において，英雄視され，あまつさえ敬μ11されることがある。

Prince Charles Edwardの場合もまたその例外ではなし、。彼は今日の肖像凶

も伝えているように，手千姿きわめて端麗で気品に満ちていた事もその原因の一

つでもあろう 。

それは凝縮されて thepoet Robert Burnsの琴線を奏でさせて，紛語11的要素

が償j益している。 ScotchのJslたぎる patnotlcsongとも考えられる。

Charlie He's My Oarling 

チァーリーこそ 愛するもの

Twas on a monday morning 

Right early in the year 
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That Charlie came to our town 

The young Chevalier 

それは 月曜日の朝のことであった

全く その年も 早く

チァ ーリ ーこそ わが町に やって来た

若{替王

(Refrain) 

An， Charlie he's my darling， 

My darling， my darling. 

Charlie he' s my darling， 

The young Chevalier 

(折り返し)

チァーリーこそ わが愛するもの

わがいとしくとも かわいいものよ

チァ ーリーこそ わが愛するもの

若 f替王

As he was walking up the street. 

The city for to view， 

o there he spied a bonnie lass 

The window looking thro' 

チァ ーリーが通りを 歩いていると

町を見ょうと

おうチァーリーがきれえな娘 ッ子をみつけた

窓辺に 見下ろす

Sae light's he jump巴dup the stair， 
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And tirled at the pin; 

And wha sae ready as hersel， 

To let the laddie in 

チァ ーリ ーは 階段に ひらりと上り

かぎを カタカタ いわせた

そこで娘、ノ子は よろこんで

若王を 招じ入れた

4 

He set his J enny on h is knee， 

All in his Highland dress; 

For browlie weel he ken'd the way 

T 0 please a bonnie lass 

チァ ーリーはジェニーをひざに すわらせた

チァ ーリ ーは ハイランドの晴衣党

チァ ーリーは よくよく こころえていた

きれえどころの ご気嫌とりを

It's up yon heathery mountain， 

And down yon scroggy glen， 

We daur na gang a milking， 

F or Charlie and his men 

あなたに高く ヒースのおい茂る山

あなたに低く かん木の茂る谷

私たちは乳しぼりに 出かけようともしない

チァーリーと そのけらいのために

1794. 
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因に Stanza3の 1.2の Andtirled at the pinに対 して Edinburgh， 

William Paterson版には，次のように解説を加えている。

A "risping pin"， fixed on the back of house doors， was a notched rod of 

iron， with loose ring attached; this made a loud ricketting noise， on b巴tng

drawn up and down. The old ballad of the Gey Cock， thus refers to itー

So up J ohnie rose， and to her door she goes， 

And gently tirl'd at the pin 

かの偉大なる文豪 SirWalter Scottの何より愛拍の詩であ った事が，真価

を証明する。

@別VE悶 ESS

Westhill 

• 

.Brin 

Dalroy 

• 

Castletown 

• 

• Gaick 

• Drumlea 

Outline map of th巴 ancientbattle field and ltS Vlclmty 
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Notes 

1) Inverness ( invarnes) : The Grampian Hills ( Ben Nevis山最高1344m)以北の所

甜 Highlandsの Inverness-shireの首都で sea-portで MorayFirthに臨む。話滅的に

はthemouth of the river Nessであって GaelicのJnbhir-nisに当る。人口約 3万。

2) Cullodden : Inverness守shireの Drummossieの北東部にあたる。 lnvernessから約

6 milesの東部にあたる。

3) 1794年， Londonへ出る ようにす 、め られた死期あと 2年に迫る35才当時の作。2

年後 Johnsonの ‘ScottishMusical Museum'に入れらる。

4) The title of duke of Cumberland has been held from 1644 by various members 

and connections of the English royal family. ( Encyclopaedia Britanica) 

5) Charles Edward. The Young Pretender (1720-1788)、knownalso as the “Young 

Chevalier，" was the last serious Stuart claimant to the British throne (E. B) 先代

James II (在位1685-1688)が失った英国王位恢復をこころざしたが成功しなかった。

6) musket ( mAskit) < F mousqet， < L musc-am ; 16thC に用い始めた銃It<~に旋条

のない歩兵銃であって，今日の rifle銃の前身と考えられる。(研究社英和)

A hand-gun of the kind which infantry soldiers are armed. (OED) 

7) cairn : a pyramid of rough stones、raisedfor a memorial or mark of some kind， as 

a memorial of some event、ora sepulchral monument over the grave of some person 

of distinction. (OED) 

8) clan : a group of fundamental importance in the social structure of many socie-

ties in which membership is socially defined in terms of unilineal d巴scent、either

matrilineal or patrilineal. (E.B.) 

By Highlanders the battle is sometimes described as the battle of Drummossie， 

Several memorials、includinga tall cairn、havebeen erected， and scattered stones 

inscribed with names of clans act as grave markers of fallen highlanders. (E.B.) 

9) Blind Harry (Hary) : Scottish poet. Scotlandの勇士 SirWilliam Wallaceをl唄っ

た12，000行の長篇史詩がある。TheMinstrel Henryとも呼称されている。(TheKen 

kyusha Dictionary of English and American Literature.) 

10) The title of duke of Cumberland has been held from 1644 by various members 

and connections of the English royal family. (E.B.) 

11) The original copies of Lord George Murray's “orders at Culloden" which are in 

exiSlence， contain no injunction to refuse quarter 

Charle's belief in the general's treachery was shared by several leading Jaじobites

bul there apドearsno ground for the suspicion. (Ibid) 

12) Carolina Nairne (nEarn) (1766-1845)が， Burnsにつづいて、やはり Charlie
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を歌った。彼交は Scotlandの ballad作者である。1806年 WilliamNairne少佐と結

婚した。彼女の諾諺性と哀愁性は Burnsに通す‘るものがある。このほか， The Land 

O可theLeal町 TheLaird 0' Cockp問、 etcも傑作であり ，死後それらの作品が集められ

て Laysfrom Strathearn (1846)となった。

Oh， Charlie 15 My Darling 

おお いとしのチァーリー

Oh. Charlie is my darling. my darling、 mydarling. 

Oh. Charlie is my darling‘lhe young Chevalier I 

おお チァー リーこそ わカf 愛するもの

わカf いとしくも かわいいものよ

おお チァーリーこそ わが愛するもの

若{符王よ 1 

'Twas on a Monday morning 

Right early in the year 

When Charlie come 10 our town可

the young Chevalier I 

Oh. Charlie is my darling、mydarling. my darling I 

Oh. Charlie is my darling. the young chevalier I 

それは 月曜日の 朝のことであった

会く その年も早く

チァーリーがわが町に やって来た

若 f骨王 1

おお チ7ーリーこそ わが愛するもの

わがし、としくも かわいいものよ

おお チァーリーこそ ρが変ーするもの

若 f脊王 1

As he came marchin' up the street、

The pipes play'd loud and clear 

And a' the folk cam' rin日ln町 outto meet the Chevalier I 

Oh. Charlie is my darling. my darling句 mydarling 
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Oh. Charlie is my darling. the young Chevalier ' 

彼が街を 練り度く時

'ltiーが高〈 液んで I!!~った

そしておお人々は恭 俗 王 を

迎えにかけだして来た

おお チ 7ーリーこそわが愛するもの。

わ が い と し いかわいい ものよ

おおチ 7ーリーこそわが愛するもの

来併王よ 1

Wi hielands bonnets on their heads 

And claymores bright and clear 

They came to fight for Scotland's right 

And the young Chevalier句

Oh. Charlie is my darling、mydarling. my darling、

Oh. Charlie is my darling町 lheyoung cheval ier ' 

ハイランドの っぱなし帽を かむり

とぎすました 太万をかざして

みなは スコ y トランドの正義と

若俗王のために たたかいに 来たのだ

おお チァーリーこそ わカて愛するもの

わがいとしくもかわいいものよ

お お チ ァー リーこそ わが愛するもの

すTj梓王よ 1

They've their bonnie Hieland hills. 

Their wives and bairnies dear守

To draw the sword for Scotland町slord可

The gay Chevalier ' 

Oh. Charlie is my darling. my darling. my darling守

Oh. Charlie is my darling. the young Chevalier 

人キは 美しし、ノ、イランドの丘を あとにした

変ーする妥も 子供をも 残して
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スコアトランドの王のために剣を抜こうと

粋な f替王よ !

おお チァーリーこそ わが愛するもの

わがいとしくも かわいいものよ !

おおチ 7ーリー こそ わが愛するもの

策 俗王 よ 1

Oh. lhere were mony beating hearts可

And mony hope and fear. 

And mony were lhe pray'rs put up 

For the young Chevalier r 

Oh. Charlie is my darling. my darling， my darling r 

Oh. Charlie is my darling. lhe young Chevalier 

おお 11旬は 高鳴り

望みもあったし うれいもあった

篠げる祈りもたびたびであった

これみな若俗王のために !

おお チァーリーこそ わが愛するもの

わがいとし くも かわいい ものよ !

おお チァーリー こそ わが愛するもの

子守俗王よ!

To draw the sword for Scotland's lord : And claymores bright and clear. et al女tt

ながら.仏愛国女丈夫 JeanneD'Arc (俗にオルレアンの少女)の救国の精神を高揚して

いる中は，~守俗王の胸中 をt1li Ll:lし得て ， 表出力に溢れるものがある 。

1>x芯l味において，国歌 nationalanthemでもあり， patriotic song i愛国歌」とも考え

られ，Burnsと Nairneが，握手以て創作したとも考えられ.その精神は， Cullodenの

敗北を教訓|により止揚されたと解釈し得るであろう 。

(ii!記) The Lovely Lass O' Invernessにおいて Johnsonは "lover'see"としている

が， lhe British Museumにある Burnsの Theoriginal MSにはやはり 'woman、5ee"と

なっている。
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先生の御指導なくは¥この小論の継は起きなかったであろう 。 Seeingis believing 

を痛感したしだいである。

宇iliili

Burns は1787年 9月9日 (木)現地を， Nicolと一緒に訪ねた。 (P.4 )。 このこと

が同地の KingsmillsHotelにドj像llhlとJlに掲示されている。

借 (倦)王 ・身分をこえて帝王の名を称するもの (広辞苑)
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閤
へ
の
回
帰

宮
沢
賢
治
『
ひ
か
り
の
素
足
』
論

石

l
 

i
 

--.，F
 

教

張

『
ひ
か
り
の
素
足
』

の
位
置

宮
沢
賢
治
の
童
話
に
、
「ひ
か
り
の
素
足
』
と
題
す
る
作
品
が
あ
る
。

賢
治
は
、
こ
の
作
品
の
草
稿
表
紙
に
「
凝
集
を
要
す
恐
ら
く
は
不
可
」
「
余
り
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

迎

意

的

な
り」

と
書
き
し
る

し
て
お
り
、
再
三
に
わ
た
っ
て
推
般
を
重
ね
な
が
ら
も
、
な
お
意
に
充
た
な
い
ま
ま
未
定
稿
と
し
て
と
ど
め
置
い
た
も
の
で
あ
る
。

『ひ
か
り
の
素
足
』
は
、
次
の
よ
う
な
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

兄
弟
の
少
年
が
凄
絶
な
吹
雪
に
遭
遇
し
仮
死
状
態
に
な
る
。
そ
の
問
に
恐
ろ
し
い
聞
の
世
界
を
経
め
ぐ
り
、
鬼
に
追
い
立
て
ら
れ
傷
つ

き
な
が
ら
「
う
す
あ
か
り
の
国
」
を
歩
い
て
行
く
。
そ
こ
に
立
派
な
素
足
の
人
が
出
現
す
る
。
す
る
と
問
の
世
界
は
瞬
時
に
明
る
い
光
の

固
に
転
変
す
る
。
凍
死
し
た
弟
は
光
の
国
に
と
ど
ま
り
、
弟
思
い
の
兄
は
「
ほ
ん
た
う
の
道
を
習
え
」
と
語
る
立
派
な
大
き
な
人
の
言
葉

(
川

〉



四

(
朋
)

に
し
た
が
っ
て
、
も
と
の
世
界
に
戻
っ
て
行
く
1

。

人
間
は
い
か
に
苛
酷
で
厳
し
い
運
命
に
直
面
せ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
生
と
死
の
閣
を
遍
歴
す
る
人
間
に
と
っ
て
救
い
の
光
と
は
何
か
、

人
間
は
何
を
す
る
た
め
に
生
き
る
の
か
、
と
い
う
根
本
的
な
命
題
を
問
い
か
け
つ
つ
、
想
像
力
の
具
現
に
よ
っ
て
人
間
の
生
と
死
と
再
生

の
ド
ラ
マ
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
が
、

『ひ
か
り
の
素
足
」
に
流
れ
る
主
題
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
寺
田
透
氏
に
よ
っ
て
「
『水
仙
月
の
四
日
』
と

『ひ
か
り
の
素
足
」
は
、
か
く
て
、
わ
が
国
の
雪山
風

(3
)
 

を
え
が
い
た
文
学
作
品
と
し
て
当
然
最
高
の
も
の
に
な

っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
は
賢
治
童
話
の

中
の
白
眉
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
J

「
法
華
文
学
」
の
代
表
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『水
仙
月
の
四
日
}
は
、
大
正
十

一
年

一
月
十

一
日

(賢
治
二
十
六
歳
)
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
り
、

『注
文
の
多
い
料
理
屈
」
に
収

録
さ
れ
た
童
話
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
賢
治
れ
記
し
た

「注
文
の
多
い
料
理
庖
」
の
「
広
告
ち
ら
し
」
に
よ
れ
ば
、
『水
仙
月
の
四
日
』

は

〈赤
い
毛
布
を
被
ぎ
、
「
カ
リ
メ
ラ
」
の
銅
鍋
や
青
い
焔
を
考
へ
な
が
ら
雪
の
高
原
を
歩
い
て
ゐ
た
こ
ど
も
と

「雪
婆
ン
ゴ
」
や
雪
狼、

(4
)
ゆ
き
お
い
の

ゆ
き
わ
ら
す

ぱ

雪
童
子
と
の
も
の
が
た
り」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
雪
狼
を
連
れ
た
雪
童
子
は
、
死
を
も
た
ら
す
雪
婆
ん
ご
の
命
令
に
よ

っ
て
激
し
い

吹
雪
を
巻
き
お
こ
す
こ
と
を
宿
命
的
な
役
割
と
し
て
い
る
が
、

雪
婆
ん
ご
を
あ
ざ
む
い
て
雪
嵐
の
中
で
泣
き
叫
ぶ
人
間
の
子
供
を
救
う
た

め
に
駈
け
出
し
、
や
が
て
吹
雪
が
や
ん
だ
の
ち
、

雪
童一
子
は
「
眼
を
お
さ
ま
し
」
と
仮
死
状
態
の
子
供
に
語
り
か
け
て
再
生
さ
せ
る
点
を

示
し
た
作
品
で
あ
る
。

『水
仙
月
の
四
日
』
と

『ひ
か
り
の
素
足
』
は
、
い
ず
れ
も
壮
烈
な
雪
嵐
を
描
い
て
は
い
る
が
、
前
者
が
雪
童
子
の
側
に
立
っ

て
人
間

の
子
供
を
再
生
に
導
く
物
語
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
人
間
の
子
供
に
即
し
て
、
雪山
風
に
よ
っ
て
遭
難
す
る
運
命

に
直
面
し
た
兄
弟
の
生
と
死
の
悲
傷
を
と
ら
え
、
し
か
も
弟
の
死
と
救
済
お
よ
び
も
と
の
世
界
に
遊
帰
す
る
兄
の
再
生
の
意
義
を
明
ら
か



に
し
て
い
る
。

し
か
も
、

『ひ
か
り
の
素
足
」
で
は
前
半
部
の
雪
嵐
に
よ
る
遭
難
体
験
を
序
附
と
し
て
、
後
半
部
に
お
い
て
は
、
思
出
迎
夫
氏
が
指
摘

し
た
ご
と
く
、
「
時
空
を
超
越
し
て
し
か
も
包
括
す
る
永
遠
性
の
意
識
に
よ
っ
て
世
界
の
真
姿
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
に
も
と

づ
い
て
閣
の
世
界
か
ら
「
光
の
国
」
に
再
生
し
、
さ
ら
に
も
と
の
世
界
に
使
命
を
背
負
っ
て
旅
立
っ
て
行
く
点
を
玉
眼
と
し
て
拙
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
生
と
死
お
よ
び
再
生
の
あ
り
よ
う
と
い
う
問
題
に
関
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、

『銀
河
鉄
道
の
夜
」
で
あ
る
r

賢
治
童
話
の
頂
点

を
な
す
長
篇
の
劇
詩
と
も
い
う
べ
き

『銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
筋
立
て
だ
け
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、
少
年
ジ
ョ
パ
ン
ニ
が
星
ま
つ
り
の
夜
に

入
水
し
た
友
達
の
カ
ン
パ
ネ
ラ
と

一
緒
に
銀
河
鉄
道
に
乗
り
、
「
お
か
し
な
十
字
ば
か
り
の
字
を
印
刷
し
た
」
、
不
完
全
な
幻
想
第
四
次
の

銀
河
鉄
道
の
彼
方
の
ど
こ
ま
で
も

「
ほ
ん
た
う
の
天
上
へ
き
へ
行
け
る
切
符
」
「
天
上
ど
こ
ぢ
ゃ
な
い
、
ど
こ
で
も
勝
手
に
あ
る
け
る

通
行
券
」
を
持
っ
て
天
上
界
を
次
々
に
め
ぐ
り
、
や
が
て
カ
ン
パ
ネ
ラ
と
も
別
れ
て
地
上
の
現
実
附
界
に
帰
っ
て
来
る
物
語
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
。

「
さ
あ
、
切
符
を
し
っ
か
り
持

っ
て
お
い
で
。
お
前
は
も
う
夢
の
鉄
道
の
中
で
な
し
に
本
統
の
世
界
の
火
や
は
げ
し
い
波
の
中
を
大
股

に
ま
っ
す
ぐ
に
歩
い
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
天
の
川
の
な
か
で
た
っ
た

一
つ
の
、
ほ
ん
と
う
の
そ
の
切
符
を
決
し
て
お
ま
へ
は
な

く
し
て
は
い
け
な
い
」
。
こ
の
「
セ
ロ
の
や
う
な
声
」
の
語
っ

た
言
葉
が
、
ジ
ョ
パ
ン
ニ
に
お
け
る
人
間
精
神
の
生
ま
れ
か
わ
り
の
契
機

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
「
僕
き
っ
と
ま
っ
す
ぐ
に
進
み
ま
す
。
き
っ
と
ほ
ん
と
う
の
幸
福
を
求
め
ま
す
」
と
力
強

く
語
る
ジ
ョ
パ
ン
ニ
の
誓
願
が
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『ひ
か
り
の
繁
足
」
の
後
半
部
に
は
、
立
派
な
素
足
の
人
か
ら
、
兄
の

郎
が

「
ほ
ん
た
う
の
道
」
を
探
求
し
習
学
し
て
行
く
よ
う
告

五

(
別
〉



(
叩
〉

げ
ら
れ
て
現
実
世
界
へ
と
回
帰
す
る
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

『銀
河
鉄
道
の
夜
』
と
主
題
を
共
有
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『ひ
か
り
の
素
足
」
と

『銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
は
、
生
者
と
死
者
と
が
共
存
し
救
わ
れ
る
者
と
救
う
者
と
が
交
感
す
る
、
現
在
か
ら
未

来
を
も
包
摂
し
た
、
水
逮
な
る
時
間
と
精
神
の
軌
跡
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
は

『水
仙
月
の
四
日
』
か
ら

『ひ
か
り
の
素
足
』

へ
の
連
関
が
雪山
風
を
描
い
た
文
学
作
品
の
系
列
と
見
な
さ
れ
る
の
に
対

し、

『ひ
か
り
の
素
足
」
か
ら

『銀
河
鉄
道
の
夜
』

へ
の
歴
程
は
四
次
元
延
長
の
芸
術
化
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
永
遠
な
る
時
間
に
包
ま

れ
つ
つ
「
ほ
ん
た
う
の
幸
福
」
を
希
求
し
た
賢
治
の
心
象
を
投
映
さ
せ
る
最
も
宗
教
性
に
富
ん
だ
文
学
作
品
の
形
成
過
程
で
あ
っ
た
と
い

、え
ト
ー
で
つ
。

生
と
死
と
再
生

主
ら

お

『
ひ
か
り
の
素
足
」
の
登
場
人
物
は
、

一
郎
と
裕
夫
と
よ
ぶ
兄
弟
で
あ
り
、
白
く
光
る
素
足
で
歩
い
て
来
た

〈立
派
な
大
き
な
人
〉
で

あ
る
。

兄
弟
は
、
山
小
屋
か
ら
家
ま
で
帰
ろ
う
と
す
る
。
ち
ょ
う
ど

一
時
間
半
ぐ
ら
い
の
距
離
で
あ
る
。
月
光
が
白
雪
を
ま
ぶ
し
く
照
ら
す
冷

た
く
寒
い
山
道
を
兄
弟
は
進
ん
で
行
こ
う
と
す
る
。
一

郎
は
、
霜
や
け
で
赤
く
ふ
く
ら
ん
だ
楢
夫
の
両
手
を
包
ん
で
一
暖
め
て
や
る
ほ
ど
弟

思
い
の
兄
で
あ
る
。
「
向
ふ
の
山
の
雪
は
青
ぞ
ら
に
く
っ
き
り
と
浮
き
あ
が
り
見
て
ゐ
ま
す
と
何
だ
か
こ
、
ろ
が
遠
く
の
方
へ
行
く
ゃ
う

で
し
た
」
。
こ
の
な
に
げ
な
い
描
写
は
、

雪
山
の
彼
方
に
吸
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
運
命
の
予
兆
を
垣
間
見
さ
せ
る

言
葉
で
あ
ろ
う
。



そ
の
雪
山
の
頂
に
突
如
と
し
て
「
パ
ツ
と
け
む
り
か
霧
の
や
う
な
白
い
ぼ
ん
や
り
し
た
も
の
が
あ
ら
は
れ
」
鋭
い
笛
の
よ
う
な
声
を
聞

い
て
弟
が
し
く
し
く
泣
い
た
の
は
、
風
を
吹
き
つ
け
る
「
風
の
又
三
郎
」
の
「
ど
っ
と
ど
と
と
う
ど
ど
ど
う
ど
ど
ど
う
、
あ
あ
ま
い

(
川
)

ざ
く
ろ
も
吹
き
と
ば
せ
す
っ
ぱ
い
ざ
く
ろ
も
ふ
き
と
ば
せ
ど
っ
ど
ど
ど
ど
う
ど
ど
ど
う
ど
ど
ど
う
」
と
い
う
歌
の
通
り
に
激
し

い
風
が
砲
え
る
よ
う
に
吹
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
雪
婆
ん
ご
が
雪
童
子
に
命
令
し
て
吹
雪
を
吐
か
せ
な
が
ら
子
供
の
「
一
人
や
二
人
と

{
け
)

っ
た
っ
て
い
、
ん
だ
よ
」
と
叫
ん
だ
よ
う
な
、
苛
酷
な
ま
で
に
人
聞
を
責
め
た
て
る
自
然
の
暴
威
に
お
び
え
る
少
年
期
の
不
安
な
心
象
を

表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
伺

倫
夫
は
、
「
怖
つ
か
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
泣
き
じ
ゃ
く
る
。
「
お
父
さ
ん
お
り
や
さ
新
し
き
も
の
着
せ
る
っ
て
云
っ
た
か
」
「
そ
れ
が

ら
お
母
さ
ん
、
お
り
や
の
ご
と
湯
さ
入
れ
で
洗
ふ
て
云

っ
た
か
」
「
そ
れ
が
ら
み
ん
な
し
て
お
り
や
の
ご
と
送

っ
て
行
ぐ
て
云
っ

た
か
」
。

泣
き
な
が
ら
、
次
々
に
兄
に
尋
ね
る
弟
の
言
葉
も
ま
た
、
弟
が
恐
怖
に
包
ま
れ
な
が
ら
死
の
予
感
に
お
の
の
い
て
ゆ
く
心
の
推
移
を
暗
示

し
て
い
る
。

兄
は
泣
き
や
ま
な
い
弟
を
「
泣
ぐ
な
。
な
、
泣
ぐ
な
」
と
な
ぐ
さ
め
る
。
一

緒
に
出
発
し
た
「
馬
を
引
い
て
炭
を
お
ろ
し
に
来
た
人
」

が
立
話
を
し
て
い
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
、
兄
弟
は
早
く
帰
り
た
い

一
心
で
ど
ん
ど
ん
歩
き
出
し
雪
の
山
道
を
登
っ
て
丘
に
着
く
。
そ
こ
は
、

い
ち
め
ん
ま
つ
白
な
雪
で
あ

っ
た
が
、

「た
い
へ
ん
く
ら
く
沈
ん
で
見
え
」
、
空
は
白
い
雲
で
ふ
さ
が
り
太
陽
も
曇
っ
て
光
っ
て

い
る
。
し

か
も
「
じ
つ
に
し
い
ん
と
し
て
な
ん
と
も
い
へ
な
い
き
び
し
い
」
場
所
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
兄
弟
二
人
の
孤
絶
し
た
寂
し
さ
と
、
ま
さ
に
兄
弟
に
襲
い
か
か
ろ
う
と
す
る
自
然
の
脅
威
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

や
が
て
、

雪
が
落
ち
て
く
る
。
兄
弟
は
峠
の
頂
を
め
ざ
し
て
急
い
で
か
け
登
っ
て
行
く
。
雪
は
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
り
、
来
た
方
も
行

く
方
も
見
え
な
く
な
り
兄
弟
の
体
も
ま

っ
白
に
な
っ
た
。
二
人
は
よ
う
や
く
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
る
峠
の
頂
に
た
ど
り
着
い
た
。
だ
が

七

(
附
)



八

(
問
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そ
の
時
、
に
わ
か
に
風
が
吹
い
て
雪
を
舞
い
あ
げ
た
。
一

郎
は
泣
い
て
し
が
み
つ
く
檎
夫
を
か
ば
い
な
が
ら
吹
き
だ
ま
り
を
ぬ
け
、
自
分

も
つ
ま
ず
い
て
は
起
き
、
こ
ろ
ん
だ
ま
ま
泣
い
て
い
る
弟
を
だ
き
起
し
、
励
ま
し
な
が
ら
歩
い
て
行
く
。
「
雪
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
来
ま

す
。
そ
れ
に
風
が

一
さ
う
は
げ
し
く
な
り
ま
し
た
。
二
人
は
又
走
り
出
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
も
う
つ
ま
ず
く
ば
か
り

一
郎
が
こ
ろ
び
槍
夫

が
こ
ろ
び
そ
れ
に
い
ま
は
も
う
二
人
と
も
み
ち
を
あ
る
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
前
無
か
っ
た
黒
い
大
き
な
岩
が
い
き
な
り
横
の
方
に
見
え

た
り
し
ま
し
た
。
風
が
ま
た
や
っ
て
来
ま
し
た
。
雪
は
塵
の
や
う
砂
の
や
う
け
む
り
の
や
う
」
。
二
人
は
、
も
う
道
を
歩
い
て
は
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

「
「泣
ぐ
な
。
雪
は
れ
る
う
ぢ
此
処
に
居
る
べ
し
、
泣
ぐ
な
」
一

郎
は
し
っ
か
り
楢
夫
を
抱
い
て
岩
の
下
に
立
っ

て
言
い
ま
し
た
。
」

「
一
郎
は
毛
布
を
ひ
ろ
げ
て
マ
ン
ト
の
ま
ま
槍
夫
を
抱
き
し
め
ま
し
た
」
。
凄
絶
な
雪
嵐
の
中
を
紡
復
す
る
兄
弟
。
そ
れ
は
、
冷
厳
な
現

実
世
界
の
聞
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
さ
れ
、
死
の
深
測
に
落
ち
こ
ん
で
ゆ
く
運
命
に
直
面
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

つ
い
に

一
郎
は
「
ほ
ん
た
う
に
二
人
と
も
雪
と
風
で
死
ん
で
し
ま
ふ
の
だ
」
と
考
え
る
。

「
一
郎
は
い
つ
か
雪
の
中
に
座
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
し
て

一
さ
う
強
く
倫
夫
を
抱
き
し
め
ま
し
た
」
。

人
力
の
遠
く
及
、
ば
な
い
雪山
風
の
苛
烈
さ
に
よ
っ
て
苦
難
の
底
に
沈
ん
で
い
っ
た
二
人
。
白
雪
の
舞
い
荒
れ
る
吹
雪
の
な
か
に
次
第
に
広

が
る
閣
の
世
界
。
そ
れ
は
、
思
い
も
か
け
ず
に
踏
み
迷

っ
た
人
生
の
道
の
け
わ
し
さ
と
非
情
さ
を
表
わ
し
て
お
り
、
生
か
ら
死
に
至
る
き

び
し
い
現
実
が
つ
き
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
苦
難
の
さ
な
か
に
も
、
決
し
て
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
幼
い
弟
を
{
寸
り
ぬ
こ
う
と
す
る
兄
の
心
情
が
冷
寒
と
し
た
寂

一惨さ
に

一
筋
の
光
を
と
も
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。



地
獄
め
ぐ
り
と
兄
弟
愛

仮
死
状
態
に
な
っ
た

一
郎
は
、
す
さ
ま
じ
い
現
実
が
「
ま
る
で
ま
る
で
夢
の
や
う
」
に
感
ず
る
別
世
界
を
た
だ

一
人
鼠
色
の
布
片

一
枚

を
体
に
巻
き
つ
け

〈は
だ
し
〉
で
歩
い
て
い
る
。
そ
こ
は
、
「
変
な
お
そ
ろ
し
い
」
国
で
あ
っ
た
。
深
い
傷
を
、
つ
け
て
血
を
流
し
な
が
ら

一
郎
は

「
楢
夫
ぉ
」
と
叫
ぶ
。
お
そ
ろ
し
く
て
泣
き
な
が
ら
叫
ぶ

一
郎
は
、

「
兄
な
」
と
い
う
か
す
か
な
声
を
聞
く
と
走

っ
て
走

っ
て
泣

い
て
い
る
弟
の
そ
ば
に
か
け
よ
り
弟
を
抱
き
し
め
た
。
檎
夫
は
「
死
ん
だ
ん
だ
」
と
言
っ
て
激
し
く
泣
く
の
で
あ
っ
た
。

一
郎
は
、
向
う
に
あ
る
「
ぼ
ん
や
り
し
た
白
び
か
り
が
見
え
る
」
場
所
を
め
が
け
て
、
痛
む
足
を
引
き
ず
り
歯
を
く
い
し
ば
り
弟
を
助

け
な
が
ら
倒
れ
て
は
起
き
上
っ
て
走
っ
て
行
く
。

そ
の
時
、
一
郎
が
立
ち
す
く
ん
で
見
た
も
の
は
、
痛
ま
し
い
な
り
を
し
た
子
供
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
追
わ
れ
て
行
く
光
景
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か

な
灰
色
の
き
れ
を
体
に

つ
け
る
だ
け
の
子
、
や
せ
て
青
ざ
め
て
眼
ば
か
り
大
き
な
子
な
ど
が
体
を
前
に
曲
げ
お
ど
お
ど
恐
れ
、
た
め
息
を

っ
き
声
を
立
て
な
い
で
泣
き
な
が
ら
、
傷
つ
い
た
足
を
引
き
ず
っ
て
追
わ
れ
る
よ
う
に
走
っ
て
い
る
驚
く
べ
き
様
子
で
あ

っ
た
。

こ
の
子
供
た
ち
を
追
い
た
て
て
い
る
の
は
、
「
顔
の
ま
っ
赤
な
大
き
な
人
の
か
た
ち
の
も
の
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
れ
た
よ
う
な
赤
い
眼

む
ち

を
し
た
鬼
で
あ
る
。
鬼
は
太
い
鞭
を
振
り
鳴
ら
し
、
よ
ろ
め
い
て
「
痛
い
よ
う
。
お
つ
か
さ
ん
」
と
泣
き
叫
ぶ
子
供
を
打
ち
す
え
て
い
る
。

や
が
て
兄
弟
が
そ
の
列
に
入
れ
ら
れ
追
い
た
て
ら
れ
な
が
ら
見
た
も
の
は
、
閣
に
う
ご
め
く
恐
し
い
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
万

や
レ
ぱ

の
刃
の
よ
う
に
鋭
い
髪
の
毛
で
体
が
お
お
わ
れ
て
少
し
で
も
動
け
ば
体
を
切
る

「閣
の
中
の
い
き
も
の
」
が
い
た
。
地
面
は
ま
っ
赤
で
、

め
の
う

野
原
の
草
は
鋭
く
と
が
り
璃
瑠
の
破
片
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
歩
く
た
び
に
足
は
切
ら
れ
傷
つ
き
、
倒
れ
る
と
鬼
が
鞭
の
音
を
ひ
び
か
せ
る
。

:h 

(
山
)
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こ
の
痛
い
地
面
を
子
供
た
ち
は
〈
は
だ
し
〉
で
よ
ろ
よ
ろ
追
い
立
て
ら
れ
て
「
う
す
あ
か
り
の
国
」
ま
で
歩
い
て
来
る
。

ろ
ゅ
う
一
う

こ
の
「
う
す
あ
か
り
の
国
」
に
至
る
道
程
は
、
現
実
と
他
界
、
此
岸
と
彼
岸
と
の
境
界
領
域
つ
ま
り
、
中
有
に
た
ど
り
着
い
た
こ
と

(ロ
)

を
示
し
て
い
る
。
だ
が
そ
こ
は
な
お
恐
し
い
地
獄
の
延
長
な
の
で
あ
る
。
地
獄
は
、
い
ろ
い
ろ
な
罪
を
犯
し
た
も
の
の
堕
ち
る
所
と
さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
地
獄
の
鬼
に
よ
っ
て
鉄
の
杖
や
棒
な
ど
で
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
突
き
砕
か
れ
砂
因
子
の
よ
う
に
さ
れ
た
り
体
を
引
き
裂
か

れ
る
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
責
一
苦
を
受
け
る
。
罪
人
が
地
獄
の
鬼
に

〈ど
う
し
て
そ
ん
な
に
無
慈
悲
な
の
か
〉
と
訴
え
て
も
、
鬼
は

〈お
ま
え
は
悪
行
不
善
の
わ
ざ
を
し
て
今
そ
の
報
い
を
受
け
て
い
る
。
後
悔
し
て
も
及
ば
ぬ
〉
と
い
い
放
っ
。
こ
う
し
て
長
い
間
、
八
熱

地
獄
と
八
寒
地
獄
で
死
ん
で
は
生
き
、
生
き
か
え
っ
て
は
死
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恨
み
や
嫉
み
に
心
を
焦
し
た
者
は
八
熱
地

獄
に
堕
ち
て
身
を
何
度
も
焼
け
焦
さ
れ
、
も
の
を
溢
み
父
母
を
さ
げ
す
ん
で
自
分
だ
け
暖
衣
飽
食
し
た
者
は
、
ひ
ど
い
寒
さ
に
責
め
立
て

ら
れ
身
は
紅
蓮
の
よ
う
に
赤
く
ふ
く
れ
て
わ
な
な
き
な
が
ら
苦
し
み
を
く
り
返
す
。

兄
弟
が
吹
雪
に
責
め
ら
れ
た
の
は
、
現
実
に
寒
地
獄
の
な
か
へ
沈
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
兄
弟
を
ふ
く
む
子
供
た
ち
が
鋭

く
と
が
っ
た
地
面
を
地
獄
の
鬼
に
追
い
立
て
ら
れ
血
だ
ら
け
に
な

っ
て
歩
く
さ
ま
は
熱
地
獄
め
ぐ
り
の
過
程
を
も
の
が
た
つ
て
い
る
。

「
楢
夫
な
ど
に
何
の
悪
い
こ
と
が
あ
っ
て
こ
ん
な
つ
ら
い
目
に
あ
ふ
の
か
」
と
考
え
る

一
郎
。

「
私
た
ち
は
ど
こ
へ
行
く
ん
で
す
か
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
つ
ら
い
目
に
あ
ふ
ん
で
す
か
」
と
た
ず
ね
る
槍
夫
。
し
か
し
、
地
獄
の
鬼
は

一
郎
に
「
罪
は
こ
ん
ど
ば
か
り
で
は
な
い
ぞ
。
歩
け
」
と
叫
ぶ
。

兄
弟
や
子
供
た
ち
が
ど
ん
な
罪
を
犯
し
た
の
か
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
生
き
も
の
を

む
や
み
に
殺
し
た
り
、
人
を
傷
つ
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
罪
の
恐
し
さ
は
、
知
っ
て
や
っ
た
こ
と
よ
り
も
無
意
識



で
罪
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
報
い
と
し
て
地
獄
に
堕
ち
足
を
傷
つ
け
な
が
ら
歩
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
「
自
分
で

自
分
を
傷
つ
け
た
」
も
の
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
う
し
た
子
供
た
ち
の
な
か
で

一
郎
は
ど
ん
な
時
に
も
弟
を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
兄
弟
愛
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
一

郎
は
楢
夫

の
姿
を
見
て
は
悲
し
み
「
何
べ
ん
も
楢
夫
の
名
を
低
く
叫
ぴ
」
、
弟
を
鞭
打
と
う
と
す
る
鬼
の
手
に
す
が
り
つ
い
て
、
「
私
を
代
り
に
打
っ

て
く
だ
さ
い
。
楢
夫
は
な
ん
に
も
悪
い

こ
と
が
な
い
の
で
す
」
と
叫
ぶ
の
で
あ
っ
た
。だ

い
じ
ゅ

〈

一
郎
は
、
弟
の
た
め
な
ら
自
分
が
そ
の
苦
し
み
を
か
わ
っ
て
受
け
よ
う
と
す
る
「
代
受
苦
」
の
心
を
表
わ
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ

に
困
難
の
時
に
こ
そ
な
す
べ
き
無
私
の
自
己
犠
牲
の
尊
さ
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
鬼
が
「
ぎ
ょ
っ
と
し
た
や
う
に
」

一
郎
を
見
た
の

は
、
そ
う
し
た
純
粋
な
心
意
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
が
地
獄
堕
ち
の
罪
を
消
し
さ
る
重
み
を
持
ち
地
獄
の
鬼
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
歩
け
。」
鬼
が
叫
び
ま
し
た
。
鞭
が
槍
夫
を
抱
い
た

一
郎
の
腕
を
う
ち
ま
し
た
。

一
郎
の
腕
は
し
び
れ
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
た

だ
び
く
び
く
う
ご
き
ま
し
た
。
循
夫
が
ま
だ
す
が
り
つ
い
て
い
た
の
で
鬼
が
又
鞭
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
橘
夫
は
許
し
て
下
さ
い
、
楢
夫
は
許
し
て
下
さ
い
。
」
一

郎
は
泣
い
て
叫
び
ま
し
た
。

「
歩
け
。」
鞭
が
又
鳴
り
ま
し
た
の
で

一
郎
は
両
腕
で
あ
ら
ん
限
り
楢
夫
を
か
ば
ひ
ま
し
た
。
か
ば
ひ
な
が
ら

一
郎
は
ど
こ
か
ら
か

「
に
よ
ら
い
じ
ゅ
う
り
ゃ
う
ほ
ん
第
十
六
。」
と
い
ふ
や
う
な
語
が
か
す
か
な
風
の
や
う
に
、
又
匂
の
や
う
に

一
郎
に
感
じ
ま
し
た
。

す
る
と
何
だ
か
ま
は
り
が
ほ
っ
と
楽
に
な
っ
た
や
う
に
思
っ
て
、
「
に
よ
ら
い
じ
ゅ
う
り
ゃ
う
ほ
ん
。
」
と
繰
り
返
し
て
つ
ぶ
や
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
前
の
方
を
行
く
鬼
が
立
ち
ど
ま
っ
て
不
思
議
さ
う
に

一
郎
を
ふ
り
か
へ
っ
て
見
ま
し
た
。
列
も
と
ま
り
ま
し
た
。
ど

四

(
問
〉



四

(
削
)

う
云
ふ
わ
け
か
鞭
の
音
も
叫
ぴ
声
も
や
み
ま
し
た
。
し
い
ん
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
気
が
つ
い
て
見
る
と
そ
の
う
す
く
ら
い
赤

い
璃
瑠
の
野
原
の
は
づ
れ
が
ぼ
う
っ
と
黄
金
い
ろ
に
な
っ
て
そ
の
中
を
立
派
な
大
き
な
人
が
ま
っ
す
ぐ
に
こ
っ
ち
へ
歩
い
て
来
る
の
で

し
た
。
ど
う
云
ふ
わ
け
か
み
ん
な
は
ほ
っ
と
し
た
や
う
に
思
っ
た
の
で
す
。

一
郎
は
、
自
分
の
こ
と
を
忘
れ
て
、
ひ
た
す
ら
弟
を
か
ば
う
。
そ
の

一
郎
は
、
「
に
よ
ら
い
じ
ゅ
り
ゃ
う
ぽ
ん
」
と
く
り
返
し
つ
ぶ
や

(日
)

く
。
鬼
が
「
不
思
議
さ
う
に
」

一
郎
を
見
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
地
獄
の
鬼
た
ち
が
聞
い
た
こ
と
す
ら
な
い

〈ま
こ
と
の
言
葉
〉
に
た
だ
ち

に
呼
応
で
き
る
素
直
さ
を

一
郎
が
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

四

立
派
な
す
あ
し
の
人
と
光
の
国

き
み
よ
う

「
に
よ
ら
い
じ
ゅ
り
ゃ
う
ほ
ん
第
十
六
」

|
そ
れ
は
、
賢
治
の
帰
命
し
た

〈万
物
最
大
幸
福
の
根
源
〉
〈
一

切
現
象
の
当
体
〉
で
あ
り

「
ま
こ
と
の
心
」
を
あ
か
し
て
い
る
法
華
経
の
如
来
寿
量
品
の
こ
と
で
あ
る
。

(
日
)

如
来
寿
量
品
は
、
法
華
経
の
肝
心
か
な
め
で
あ
り
仏
教
の
骨
髄
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
衆
生
救
済
に
励
む
仏
の
永
遠
の
命
が
示
さ
れ
て

い
る
。
仏
は
、
「
私
は
つ
ね
に
こ
の
世
界
に
住
ん
で
い
る
」
と
語
り
、
す
べ
て
の
苦
し
み
悩
む
者
を
救
お
う
と
す
る
。
背
信
の
罪
を
消
滅

さ
せ
良
薬
を
こ
の
世
に
留
め
て
病
め
る
子
を
救
助
し
、
浄
ら
か
に
輝
く
仏
の
国
土
に
い
っ
さ
い
の
も
の
を
導
こ
う
と
誓
い
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
に
慈
悲
を
そ
そ
い
で
い
る
。
こ
の
内
容
を
説
く
如
来
寿
量
品
に
は
仏
の
限
り
な
い
大
慈
悲
心
を
結
晶
し
、
す
べ
て
の
も
の
を
仏

の
浄
土
に
生
ま
れ
か
わ
ら
せ
て
い
く
功
徳
が
説
か
れ
て
い
る
。



そ
れ
ゆ
え
に
知
来
寿
量
品
第
十
六
と
語
る
言
葉
が
問
え
た
時
、
う
す
暗
い
地
獄
は
黄
金
色
の
浄
土
と
化
し
、
み
ん
な
が
「
ほ
っ
と
し

た
」
り
地
獄
の
鬼
た
ち
が

一
瞬
に
し
て
罪
の
責
苦
を
や
め
て
し
ま
っ
た
の
は
、
す
べ
て
の
子
供
や
鬼
が
法
華
経
の
永
遠
な
る
救
済
世
界
に

包
摂
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
諾
を
香
風
の
よ
う
に
語
っ
た
立
派
な
大
き
な
人
は
、
「
貝
殻
の
や
う
に
白
く
ひ
か
る
大
き
な
す
あ
し
」
で

ま
っ
す
ぐ

一
郎
た
ち
の
前
に
歩
い
て
来
た
。
そ
の
白
く
て
柔
か

い
す
あ
し
は
、
鋭
い
務
磁
の
か
け
ら
や
燃
え
る
赤
い
火
を
踏
ん
で
も
傷
つ

か
ず
灼
け
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の

〈光
る
す
あ
し
〉
の
立
派
な
人
が

〈に
よ
ら
い
じ
ゅ
り
ゃ
う
ぽ
ん
第
十
六
〉
と
唱
え
つ
つ
度
み
よ
っ
て

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
獄
は
浄
土
に
変
転
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
う
す
あ
か
り
の
国
」
は
瞬
時
の
う
ち
に
「
光
の
国
」
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。「

に
よ
ら
い
じ
ゅ
り
ゃ
う
ほ
ん
第
十
六
」
と
語
っ
て
ま
っ
す
ぐ
こ
ち
ら
に
や

っ
て
来
た
そ
の
人
は
、
青
い
蓮
の
よ
う
な
暖
で
子
供
た
ち

を
見
つ
め
微
笑
し
な
が
ら
「
こ
わ
い
こ
と
は
な
い
。
お
ま
へ
た
ち
の
罪
は
こ
の
陛
界
を
包
む
大
き
な
徳
の
力
に
く
ら
べ
れ
ば
太
陽
の
光
と

あ
ざ
み
の
練
の
さ
き
の
小
さ
な
誌
の
や
う
な
も
ん
だ
。
な
ん
に
も
こ
わ
い
こ
と
は
な
い
」
と
や
さ
し
く
語
る
。
立
派
な
人
は
、
苦
し
む
も

の
の
前
に
や
っ
て
来
て
救
い
さ
と
し
、
み
ん
な
は

一
度
に
手
を
合
せ
た
の
で
あ

っ
た
。

き

し
ゅ

「
世
界
を
包
む
大
き
な
徳
の
力
」
と
は
、
万
物
の
幸
福
を
な
し
と
げ
不
幸
を
も
包
み
こ
ん
で
幸
い
に
転
換
さ
せ
る

一
切
衆
生
の
帰
趣
す

べ
き
根
源
で
あ
る
法
華
経
の
広
大
な
功
徳
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

〈ま
こ
と
の
力
〉
〈
ま
こ
と
の
光
〉
に
包
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪

は
霧
の
よ
う
に
消
え
さ
る
の
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
立
派
な
人
の
前
で
は
、
み
な
素
直
に
合
掌
し
鬼
す
ら
も
手
を
合
わ
せ
頭
を
低
く
た
れ
て
帰
命
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

ら
よ
う
ら
い

で
あ
っ
た
。
鬼
が
い
き
な
り
泣
き
膝
ま
ず
い
て
光
る
足
を
手
で
い
た
だ
い
た
ふ
る
ま
い
は
、
仏
に
帰
命
頂
礼
す
る
姿
を
示
す
だ
け
で
な

四

(
川
〉



四
四

(
的
)

く
、
地
獄
の
鬼
さ
え
も
救
わ
れ
て
ゆ
く
こ
の
巨
き
な
光
の
人
の
そ
そ
ぐ
慈
悲
の
深
さ
広
さ
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
人
は
又
微
か
に
笑
ひ
ま
し
た
。
す
る
と
大
き
な
黄
金
い
ろ
の
光
が
円
い
輸
に
な
っ
て
そ
の
人
の
頭
の
ま
は
り
に
か
、
り
ま
し
た
。

そ
の
人
は
云
ひ
ま
し
た
。

「こ

、
は
地
面
が
剣
で
で
き
て
ゐ
る
。
お
前
た
ち
は
そ
れ
で
足
ゃ
か
ら
だ
を
や
ぶ
る
。
さ
う
お
前
た
ち
は
思
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も

こ
の
地
面
は
ま
る
っ
き
り
平
ら
な
の
だ
。
さ
あ
ご
覧
。」

そ
の
人
は
少
し
か
ず
ん
で
そ
の
ま
っ
白
な
手
で
地
面
に

一
つ
輸
を
か
き
ま
し
た
。

こ
の
光
の
輪
も
ま
た
、
光
る
立
派
な
人
の
そ
そ
ぐ
無
限
不
朽
の
智
慧
と
慈
悲
の
光
明
を
象
徴
し
て
い
る
。
汚
濁
に
ま
み
れ
苦
し
み
に
み

ち
た
暗
い
地
獄
の
鋭
く
悲
し
い
地
面
は
、

〈ま
こ
と
の
光
〉
に
照
ら
さ
れ
て
見
直
せ
ば

一
面
が
平
ら
で
明
る
く
輝
い
て
い
る
光
の
地
面
な

の
で
あ
る
と
い
う
。

そ
こ
に
は
、
飾
り
た
て
ら
れ
た
高
い
塔
や
建
物
が
そ
び
え
空
中
に
は
橋
廊
が
光
な
が
ら
か
か
っ
て
お
り
、

宝
石
細
工
の
よ
う
な
樹
が
立

っ
て
い
る
。
た
く
さ
ん
の
天
人
た
ち
は
楽
器
を
奏
で
て
い
る
し
鳥
は
空
中
を
朔
け
て
い
る
。
地
面
は
湖
水
の
よ
う
に
な
め
ら
か
に
光
っ
て

い
る
。
白
い
す
あ
し
の
人
は
、

立
派
な
壊
洛
を
か
け
黄
金
の
円
光
を
冠
り
微
笑
し
て
い
る
。
天
人
た
ち
は
花
皿
を
さ
さ
げ
頭
上
か
ら
花
び

ら
を
落
し
て
い
る
。

こ
の
描
写
は
、
如
来
寿
量
品
に
説
か
れ
る
「
我
が
此
の
土
は
安
穏
に
し
て
、
天
人
常
に
充
満
せ
り
。
園
林
諸
の
堂
閣
、
種
種
の
宝
を
も

っ
て
荘
厳
し
、

{玉
樹
華
果
多
く
し
て
、
衆
生
の
遊
楽
す
る
所
な
り
。
諸
天
、
天
鼓
を
撃
っ
て
、
常
に
衆
の
伎
楽
を
作
し
、
憂
陀
羅
華
を
雨



し
て
、
仏
及
び
大
衆
に
散
ず
」
の
経
文
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
れ
は
、
明
る
く
輝
い
て
い
る
浄
土
の
光
景
で
あ
る
。
ま
さ
に
如
来
寿
量
品
の
あ
か
し
た
久
遠
の
仏
の
常
住
す
る
法
華
経
の
仏
国
土
・

寂
光
土
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
如
来
寿
量
品
の
経
文
を
訳
す
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
〈私
の
国
土
は
安
ら
か
で
天
人
は
つ
ね
に
い
っ
ぱ

い
い
る
。
美
し
い
花
園
、
き
れ
い
な
林
が
お
い
し
げ
り
、
た
く
さ
ん
の
お
堂
や
機
関
た
ち
並
び
、
い
ろ
ん
な
宝
で
飾
ら
れ
て
、
宝
樹
に
は

い
っ
ぱ
い
美
し
い
花
が
咲
き
匂
い
実
を
な
ら
し
、
人
は
み
ん
な
遊
び
楽
し
ん
で
、
天
人
は
天
の
鼓
を
打
ち
な
ら
し
、
い
つ
も
音
楽
を
奏
で

て
い
る
。
仏
だ
け
で
は
な
く
陪
り
を
求
め
る
人
び
と
に
、
浄
ら
か
な
畳
陀
羅
華
の
花
を
雨
の
よ
う
に
降
り
そ
そ
ぐ
。
私
の
浄
土
は
美
し
く

け
っ
し
て
こ
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
〉
。

(
げ
)

賢
治
は
、
如
来
寿
量
品
の
こ
の

一
節
を
原
文
の
ま
ま
書
簡
に
書
き
つ
け
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
内
容
に
も
と
、
つ
い
て

〈法
華
経
如
来
寿

量
品
の
永
遠
な
る
寂
光
土
〉
を
描
写
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
法
華
経
の
寂
光
土
に
導
か
れ
大
き
な
徳
の
力
に
包
ま
れ
た
時
、
地
獄
の
苦
は
た
ち
ま
ち
な
く
な
り
子
供
た
ち
は
み
な
「
立
派
に
変

っ
て
」
い

っ
た
の
で
あ
る
。
立
派
な
す
あ
し
の
人
の
ま
っ
白
な
手
で
頭
を
な
で
ら
れ
た
槍
夫
も
「
黄
金
い
ろ
の
き
も
の
を
着
、
理
洛
を
着

け
て
ゐ
た
」
し
、

一
郎
の
足
の
傷
も
す
っ
か
り
な
お
っ
て
、
ま
?
臼
に
光
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
み
ん
な
は

〈法
華
経
の
寂
光
土
〉
に

生
ま
れ
か
わ
り
「
立
派
」

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
裕
夫
や
子
供
た
ち
の
救
わ
れ
た
姿
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。

五

無
上
菩
提
へ
の
橋
梁

こ
こ
に
描
写
さ
れ
て
い
る
光
る
素
足
の
人
物
像
を
あ
ら
た
め
て
要
約
す
れ
ば
、
次
の
点
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。四

五

(
兜
)



四
六
(
町
)

付
ま
る
で
貝
殻
の
よ
う
に
光
る
真
っ

白
な
大
き
な
す
あ
し
の
持
主
。
そ
れ
は
、
鋭
い
璃
踏
の
か
け
ら
を
踏
ん
で
も
傷
つ
か
ず
、
燃
え
あ

が
る
赤
い
火
に
も
灼
け
ず
、
地
面
の
赫
さ
え
折
れ
な
い
柔
か
い
す
あ
し
で
あ
る
。

。
青
い
慈
の
花
び
ら
の
よ
う
な
大
き
な
瞳
で
凍
乎
と
し
て
優
し
く
み
ん
な
を
見
つ
め
る
人

目
立
派
な
楼
洛
を
か
け
黄
金
の
円
光
を
冠
っ
て

い
る

「
巨
き
な
光
る
人
」

四
微
笑
し
な
が
ら
、
ま
っ
す
ぐ
「
こ
っ
ち
へ
歩
い
て
来
る
人
」

回
恐
し
い
鬼
さ
え
、
素
直
に
手
を
合
わ
せ
首
を
低
く
垂
れ
る
ほ
ど
の
尊
い
人

附
子
供
た
ち
の
傷
を
治
癒
し
罪
を
消
し
去
っ
て
立
派
な
人
に
す
る
「
こ
の
世
界
を
包
む
大
き
な
徳
の
力
」
の
体
現
者

同
聞
に
夜
わ
れ
た
地
獄
を
瞬
時
に
「
光
る
国
」
に
転
換
さ
せ
、
天
人
の
住
む
輝
く
浄
土
を
眼
前
に
顕
現
し
た
人

ω法
華
経
の
知
来
寿
量
品
第
十
六
を
語
り
示
し
た
救
い
主

さ
ら
に
、
こ
の
後
に
次
の
点
が
示
さ
れ
る
。

出
子
供
た
ち
の
ほ
し
が
る
図
書
館
、
運
動
場
や
菓
子
を
あ
げ
、
本
を
読
む
が
よ
い
と
教
え
る
人

附
裕
夫
に
は
「
光
る
国
」
に
と
ど
ま
り
学
校
に
入
る
よ
う
勧
め
、

一
郎
に
対
し
て
は
弟
思
い
の
行
為
を
称
讃
し
、
も
と
の
世
界
に
戻
っ

て
「
ほ
ん
た
う
の
道
」
を
探
求
し
習
っ
て
行
く
よ
う
教
え
さ
と
す
人

ハ
門

l
臼
は
、
「
立
派
な
人
」
の
風
姿
と
徳
性
を
指
し
て
お
り
、
四
i
附
に
は
こ
の
人
物
の
箪
さ
と
救
済
行
動
を
表
わ
し
て
い
る
。
現
実

の
閣
の
世
界
を
「
光
る
国
」
と
し
、
ま
こ
と
の
徳
の
力
を
そ
そ
ぐ
光
り
輝
く
足
跡
を
、
〈ひ
か
り
の
素
足
〉
と
い
う
象
徴
的
な
タ
イ
ト
ル

と
し
て
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
性
を
具
備
す
る
人
物
は
、
す
で
に
明
ら
か
な
通
り
、
釈
迦
牟
尼
世
尊
(
釈
尊

・
釈
迦
仏
)
以
外
に
は
あ



り
得
な
い
。
し
か
も
、
法
華
経
を
説
示
し
、
如
来
寿
量
品
を
語
っ

た
永
遠
な
る
釈
尊
を
指
し
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
げ
た
徳
性
は
、
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
具
備
す
る
仏
の
十
号
(
如
来

・
応
具

・
正
編
知

・
明
行
足

・
善
逝

・
世
間
解

・
無
上
士

・

謂
御
丈
夫

・
天
人
師

・
仏
世
尊
)
を
あ
ま
す
所
な
く
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

賢
治
は
、
釈
尊
の
風
姿
と
徳
性
に
つ
い
て
『
四
又
の
百
合
」
で
「
正
編
知
は
ど
ん
な
お
顔
い
ろ
で
そ
の
お
眼
は
ど
ん
な
だ
ら
う
、
噂
の

(時
一

通
り
紺
い
ろ
の
蓮
華
の
は
な
び
ら
の
や
う
な
瞳
を
し
て
ゐ
な
さ
る
だ
ら
う
か
」
「
正
編
知
の
お
徳
は
風
の
や
う
に
み
ん
な
の
胸
に
充
ち
る
」

(ゆ
)

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
詩
「
昂
」
に
は
次
の
よ
う
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。

金
を
も
っ
て
ゐ
る
ひ
と
は
金
が
あ
て
に
な
ら
な
い

か
ら
だ
の
丈
夫
な
ひ
と
は
ご
ろ
つ
と
や
ら
れ
る

あ
た
ま
の
い
い
も
の
は
あ
た
ま
が
弱
い

あ
て
に
す
る
も
の
は
み
ん
な
あ
て
に
な
ら
な
い

た
ず
も
ろ
も
ろ
の
徳
ば
か
り
こ
の
巨
き
な
旅
の
資
糧
で

そ
し
て
そ
れ
ら
の
も
ろ
も
ろ
の
徳
性
は

ス
，カ

タ

ス

ガ

タ

差
口逝
か
ら
来
て
善
逝
に
至
る

善
逝
す
な
わ
ち
釈
尊
が
積
み
重
ね
釈
尊
に
よ
っ
て
体
得
さ
れ
た
徳
性
を
、
永
遠
に
「
あ
て
に
す
る
」
よ
り
ど
こ
ろ
の
根
源
力
や
人
生
の

旅
の
資
糧
と
な
る
も
の
と
し
て
信
受
し
て
い
た
賢
治
の
心
意
が
、
こ
こ
に
も
諮
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
徳
性
の
眼
目
と
な
る

中
心
思
想
は
、
法
華
経
に
説
き
あ
か
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
肝
要
を
あ
か
し
た
も
の
が
、
永
遠
の
命
を
し
る
し
と
ど
め
て
衆
生
救
済
と
裟

婆
世
界
の
寂
光
土
化
の
実
現
を
示
し
た
如
来
寿
量
品
で
あ
る
。
こ
の
如
来
寿
量
品
を
語
っ

た
唯

一
の
仏
は
、
釈
尊
の
ほ
か
に
は
存
在
し
な

四
七

(
M
m
)
 



四
八

(
m
m
)
 

ぃ
。
そ
の
釈
尊
へ
の
帰
命
の
精
神
か
ら
、
賢
治
は

〈光
の
巨
人
〉
の
姿
と
心
と
救
済
行
動
を
形
象
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
賢
治
の
心
象
は
、
「
大
聖
大
慈
大
悲
心
、
思
へ
ば
泊
も
と
ぜ
ま
ら
ず
、
大
慈
大
悲
大
思
徳
い
つ
の
劫
に
か
報
ず
べ
き
」
と
告

白
さ
れ
て
い
る
。
賢
治
が
法
華
経
を
信
仰
し
た
契
機
は
、
恐
ら
く
如
来
寿
量
品
の
説
く
釈
尊
の
命
の
永
遠
性
と
光
線
く
寂
光
土
の
顕
現
の

光
景
に
ふ
れ
、
父
な
る
仏
に
よ
っ
て
子
供
(
衆
生
)
の

一
人
と
し
て
の
自
己
が
救
済
さ
れ
る
「
大
慈
大
悲
」
に
感
動
し
た
点
に
あ
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
か
ら
、
「
先
づ
は
静
に
大
聖
人
(
日
蓮
)
の
大
慈
悲
を
お
伝
へ
な
さ
れ
加
来
の
御
思
召
を
お
語
り
な
さ
れ
」

「文
壇
と
い
ふ
脚
気
み

(n
)
 

た
い
な
も
の
か
ら
超
越
し
て
し
っ
か
り
如
来
を
表
現
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
友
人
に
対
す
る
勧
奨
が
な
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
も

賢
治
は
自
ら
、
「
如
来
の
御
思
召
」
を
語
り
「
如
来
を
表
現
し
て
」
ゆ
く
た
め
に
法
華
文
学
の
創
作
に
取
り
組
み
、

詩

・
童
話
に
よ

っ
て

法
華
経
と
釈
尊
の
仏
意
を
表
現
し
、
法
華
経
と
釈
尊
の
信
仰
精
神
に
も
と
づ
い
て
文
学
作
品
を
形
象
し
、
さ
ら
に
貧
笑
、
と
し
た
農
村
に
お

い
て
、
「
誠
の
輝
き
の
日
が
来
る
」
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
、
「
大
地
こ
の
ま
、
寂
光
土
と
化
す
」
道
を
直
進
し
た
の
で
あ
勺

ま
た

『ひ
か
り
の
素
足
」
に
は
、
賢
治
の
ユ
ニ
ー
ク
な
法
華
経
へ
の
認
識
が
見
ら
れ
る
。
「
本
の
本
」
と
い
う
と
ら
え
方
で
あ
る
。
こ

の
法
華
経
の
寂
光
土
に
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
で
き
ご
と
が
み
ん
な
集
ま
っ
て
ゐ
る
」
博
物
館
が
あ
り
、
図
書
館
も
運
動
場
も
チ
ョ
コ

Lm
む
の

レ
l
ト
も
あ
る
、
と
「
巨
き
な
光
る
人
」
は
微
笑
し
な
が
ら
子
供
た
ち
の
質
問
に
答
え
、
子
供
た
ち
の
願
い
を
か
な
え
て
あ
げ
よ
う
と
す

る
。
そ
し
て
「
本
は
こ
、
に
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
一

冊
の
本
の
中
に
小
さ
な
本
が
た
く
さ
ん
は
ゐ
っ
て
い
る
や
う
な
の
も
あ
る
。
小
さ

な
小
さ
な
形
の
本
に
あ
ら
ゆ
る
本
の
み
な
入
っ
て
ゐ
る
や
う
な
本
も
あ
る
、
お
前
た
ち
は
よ
く
読
む
が
い
、

」
と
、
そ
の
「
巨
き
な
人
」

は
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
〈本
の
本
〉
と
い
う
注
目
す
べ
き
観
点
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
少
年
シ
ョ
パ
ン
ニ
が
邸7
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
行
白
い
や
せ



た
大
人
か
ら
、
実
験
方
法
さ
え
決
め
れ
ば
「
信
仰
も
化
学
と
同
じ
よ
う
に
な
る
」
と
い
わ
れ
本
の
頁
に
紀
元
二
千
二
百
年
の
地
理
と
歴
史

が
書
い
て
あ
る
「
頁

一
つ
が
一

冊
の
地
歴
の
本
に
あ
た
る
」
地
理
と
歴
史
の
辞
典
を
示
さ
れ
る

「銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
話
と
同
義
で
あ
る
。

白
い
す
あ
し
の
釈
尊
が
教
え
た
、
た
く
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
包
み
こ
ん
だ

〈本
の
本
〉
は、

一
切
の
根
源
で
あ
る
法
華
経
を
指
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
賢
治
が

「
元
来
妙
法
蓮
華
経
が
書
い
た
妙
法
蓮
華
経
で
す
」
と
記
し
た
こ
と
に
も
符
合
し
て
い

る
。歴

史
も
科
学
や
自
然
そ
れ
に
人
間
の
生
死
も
、
つ
ま
り

一
切
の
現
象
は
み
な
法
華
経
と
い
う

〈本
の
本
〉
の
一
頁
に
含
ま
れ
て
い
る
の

だ
と
す
る
賢
治
の
根
本
的
立
場
が
こ
の
〈
本
の
本
〉
と
い
う
表
現
に
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

〈本
の
本
を
読
め
〉
と
い
う
こ
と
は
、
法

華
経
を
読
ん
で
信
の
道
、
人
生
の

一
頁
に
〈
ま
こ
と
の
心
〉
を
刻
み
つ
け
る
よ
う
に
生
き
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『銀
河
鉄
道
の
夜
」

に
-記
さ
れ
た
「
十
字
ば
か
り
の
字
」
の
書
か
れ
た
自
由
自
在
に
ど
こ
で
も
行
け
る
切
符
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
の
題
目
の

こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。
子
供
た
ち
の
食
べ
る
「
立
派
な
菓
子
」
は
、
仏
や
天
人
た
ち
よ
り
授
け
ら
れ
た
法
華
経
の
食
べ
も
の
、
す
な
わ
ち

〈巨

き
な
旅
の
資
糧
〉
に
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
檎
夫
は
寒
地
獄
の
な
か
で
死
ん
だ
。
そ
れ
は
悲
し
い
運
命
で
あ
っ
た
。
し
か
し
白
い
す
あ
し
の
人
に
よ

っ
て
救
わ
れ

「光

の
国
」
す
な
わ
ち
法
華
経
の
寂
光
土
に
再
生
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
釈
尊
か
ら
母
を
見
せ
て
あ
げ
る
と
い
わ
れ
、
「
こ
、
で
学
校

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
か
ら
お
前
は
し
ば
ら
く
兄
さ
ん
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
兄
さ
ん
は
も
う

二
度
お
母
さ
ん
の
所

へ
帰
る
ん
だ
か
ら
。」
と
さ
と
さ
れ
る
。
リ
ン
ゴ

の
よ
う
に
赤
く
さ
っ
き
光
の
国
で

一
郎
と
別
れ
た
と
き
の
ま

、
「
か
す
か
に
笑
っ
て
ゐ

た
」
楢
夫
の
願
は
、

「
こ
、
ろ
も
ち
は
や
す
ら
か
に
」
た
し
か
に
少
し
笑
い
な
が
ら
背
く
美
し
い
星
と
な
っ
て
静
か
に
燃
え
て
い
る
よ
だ

{お
)

か
に
通
底
し
て
お
り
、
死
ん
で
死
な
ぎ
る
心
の
安
ら
ぎ
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
救
わ
れ
た
楢
夫
が
父
母
を
想
い
つ
つ
法
華
経
の
寂
光

四
九

(

山
門

〉



五
O 

(
幻
)

土
で
ず
っ
と
仏
道
を
学
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
華
経
を
資
精
と
し
な
が
ら
死
と
再
生
の
彼
方
に
あ
る
永
遠
の
救
い
を
実
証
す
る
生

き
方
を
開
始
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
人
は

一
郎
に
云
ひ
ま
し
た
。

「
お
前
は
も

一
度
あ
の
も
と
の
世
界
に
帰
る
の
だ
。
お
前
は
す
な
ほ
な
い
、
子
供
だ
。
よ
く
あ
の
赫
の
野
原
で
弟
を
棄
て
な
か
っ
た
。

あ
の
時
や
ぶ
れ
た
お
前
の
足
は
い
ま
は
も
う
は
だ
し
で
悪
い
剣
の
林
を
行
く
こ
と
が
で
き
る
ぞ
。
今
の
心
持
を
決
し
て
離
れ
る
な
。
お

前
の
固
に
は
こ
、
か
ら
沢
山
の
人
た
ち
が
行
っ
て
ゐ
る
。
よ
く
探
し
て
ほ
ん
た
う
の
道
を
習
へ
」
そ
の
人
は

一
郎
の
頭
を
揮
で
ま
し
た
。

一
郎
は
た
だ
手
を
合
せ
眼
を
伏
せ
て
立
っ

て
ゐ
た
の
で
す
。

一
郎
は
、
素
直
な
弟
思
い
の
兄
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
困
難
に
も
ま
け
な
い
勇
気
を
持
っ
て
い
る
。
如
来
寿
量
品
第
十
六
の
言
葉
を
聞
い

て
、
た
だ
ち
に
そ
の
言
葉
に
応
じ
て
自
分
か
ら
つ
ぶ
や
き
、
法
華
経
の
寂
光
土
に
立
つ
「
巨
き
な
光
る
人
」
を
見
つ
め
手
を
合
わ
せ
も
し

た
。
そ
の

一
郎
は
、
た
と
え

「悪
い
剣
の
林
」
で
す
ら
恐
れ
る
こ
と
な
く
歩
く
こ
と
が
で
き
地
獄
か
ら
浄
土
に
再
生
す
る
功
徳
を
つ
ん
だ

の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
法
華
経
の
寂
光
土
か
ら

「も
と
の
世
界
」
に
帰
り
〈
ま
こ
と
〉
の
道
を
歩
く
任
務
を

一
郎
は
釈
尊
か
ら
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
|

「よ
く
探
し
て
ほ
ん
た
う
の
道
を
習
え
」
。
こ
の
言
葉
は
、
釈
尊
の
語
る
法
華
経
の
教
え
に
導
か
れ
て
真
実
の
生
き
方
を
習

い
、
法
華
経
の
〈
ま
こ
と
の
道
〉
を
学
ぶ
こ
と
が

一
郎
に
代
表
さ
れ
る
人
間
の
使
命
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
に
は

「
生
き
と
し
生
け
る
者
の
苦
し
み
を
哀
れ
む
が
ゆ
え
に
人
間
と
し
て
願
っ
て
生
ま
れ
た
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
人
間



は
、
人
生
の
哀
歓
を
体
験
し
な
が
ら
、
苦
し
む
衆
生
を
助
け
救
い
導
く
た
め
に
願
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
こ

こ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

人
は
み
な
、

〈ほ
ん
た
う
の
道
〉
を
習
う
た
め
に
生
き
て
い
る
の
だ
。
「
よ
く
探
し
て
ほ
ん
た
う
の
道
を
習
え
」
。
そ
う
語
り
示
し
た
釈

尊
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
、
ま
こ
と
を
あ
ら
わ
す
法
華
経
の
道
を
歩
き
、

真
実
の
生
き
方
を
習
い
き
わ
め
よ
う
|
こ
れ
こ
そ
賢
治
が
つ
ね

に
求
め
身
と
心
に
刻
み
つ
け
語
り
つ
，
つ
け
て
や
ま
な
か
っ
た
魂
の
し
る
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
白
い
す
あ
し
」
と
の
出
会
い
を
求
め
、
そ
の
普
遍
的
で
永
遠
な
る
足
跡
を
と
ど
め
る
道
を
歩
ん
で
行
こ
う
と
し

た
賢
治
の
祈
願
を
表
白
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
「
わ
た
く
し
は
ず
ゐ
ぶ
ん
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
/
き
み
た
ち
の
巨
き
な
ま
っ
白
な
す

あ
し
を
見
た
/
ど
ん
な
に
わ
た
く
し
は
き
み
た
ち
の
昔
の
足
あ
と
を
/
白
霊
系
の
頁
岩
の
古
い
海
岸
に
も
と
め
た
だ
ら
う
」
(
小
岩
井
農

場
パ
l
ト
九
)
「
天
の
る
鴻
の
地
面
と
知
っ
て
こ
、
ろ
わ
な
な
き
/
紐
に
な

っ
て
な
が
れ
る
そ
ら
の
楽
音
/
ま
た
理
洛
ゃ
あ
や
し
い
う
す

も
の
を
つ
け
/
移
ら
ず
し
か
も
し
っ
か
に
ゆ
き
き
す
る
/
巨
き
な
す
あ
し
の
生
物
た
ち
/
遠
い
ほ
の
か
な
記
憶
の
な
か
の
花
の
か
は
り

/

そ
れ
ら
の
な
か
に
し
づ
か
に
立

っ
た
ら
う
か
」

(
「
青
森
挽
歌
」
)
と
い
う
詠
嘆
ほ
、
「
白
い
す
あ
し
」
と
の
湖
沼
遁
と
そ
の
世
界
へ
の
再
生

を
願
っ
た
祈
り
の
心
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

賢
治
は
か
つ
て
、
「
み
ん
な
新
し
く
構
造
し
建
築
し
て
小
さ
い
な
が
ら
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
無
上
菩
提
の
橋
梁
を
架
し
、
み
な
さ
ま

(
ぬ
)

の
御
思
に
報
い
や
う
」
と
の
嘗
願
を
表
明
し
た
こ
と
が
あ
る
。
賢
治
は
、
こ
の
誓
願
を
「
法
華
文
学」

を
通
し
て
活
現
し
、
ま
た
「
ほ
ん

た
う
の
道
」
を
探
求
し
習
い
き
わ
め
て
、
「
無
上
菩
提
の
橋
梁
」
を
新
た
に
建
造
し
、
こ
の
大
地
と
寂
光
土
と
を
直
結
す
る
永
遠
な
る
四

次
元
延
長
の
「
無
上
菩
提
の
橋
梁
を
架
し
」
て
ゆ
く
祈
願
の

一
念
を
、

『ひ
か
り
の
素
足
」
に
提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
意
味
で
、
『ひ
か
り
の
素
足
」
は、

雪
山
風
を
描
い
た
最
高
の
文
学
作
品
の
ひ
と
つ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
釈
尊
の
恩
徳
に

五

(
位
)



五

(
剖
)

報
い
、
そ
の
仏
意
た
る
法
華
経
を
表
現
し
な
が
ら
、
人
間
精
神
の
聞
と
光
を
照
ら
し
、
生
と
死
を
遍
歴
す
る
人
生
の
苦
難
と
救
い
の
笠
味

を
明
ら
か
に
し
た

〈ま
こ
と
の
道
の
文
学
〉
で
あ
り
、
閣
の
現
実
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
華
経
如
来
寿
量
品
に
結
晶
さ
れ
る
寂
光

土
の
顕
現
を
め
ざ
し
て
生
き
る

〈ま
こ
と
の
道
〉
へ
の
志
念
を
形
象
し
た
仏
教
童
話
の
秀
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

E主
(1
)

「校
本
宮
津
賢
治
会
集
」
第
七
巻

(昭
和
四
十
八
年
、
筑
摩
書
一房
)

(2
)
同
右
。
校
異

・
四
二
九
頁
。

(
3
)

『全
集
』
第
十

一
巻

・
四
六
五
四
頁
。

(4
)
同
右

・
三
八
九

三
九
O
頁
。

(5
)

恩
田
逸
夫
「
『ま
こ
と
」
の
文
学
」

(草
野
心
平
編

『{呂
淳
賢
治
研
究
』

(昭
和
三
十
三
年
、
筑
摩
書
房
)
所
収
。
二
五
頁
。

(6
)

『全
集
』
第
九
巻

・
九
九
|

一
四
四
頁
。
「銀
河
鉄
道
の
夜
』〔
初
期
形
〕

(7
)
同
右

・
一
二
三
一
良
。

(8
)
同
右

・
一
四
三
頁
。

(9
)
同
右

・
一
四
三
賀
。

(叩
)
「
全
集
」
第
八
巻

・
五
頁
。
『瓜
野
又
三
郎
」

(日
)

『全
集
』
第
十

一
巻

・
五
一
頁
。
「水
仙
月
の
四
日
』

(
は
)
中
村
元

「悌
教
語
大
緋
典
』
下
巻

(昭
和
五
十
年

・
東
京
書
籍
)
、
九
五
七
頁
。
中
陰
と
も
い
う
。
「
意
識
を
も
っ
生
き
も
の
が
、
死
の
瞬
間

(死

有
)
か
ら
次
の
生
を
う
け
る

(生
有
)
ま
で
の
問
の
時
期
で
、
霊
魂
身
と
で
も
い
う
べ
き
身
体
を
も
っ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
生
か
ら
死
へ

、
死

か
ら
再
生
す
る
ま
で
の
亡
者
の
迷
い
の
時
期
。

(
日
)
法
華
経
が
「
ま
こ
と
」
の
本
体
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
石
川
教
張
「
宮
沢
賢
治
に
お
け
る

『ま
こ
と
」
の
美
と
信
仰
」

(「
東
京
立
正
女
子

二
七
O
|
二
九
三
頁
。
以
下

『〈玉
集
』
と
略
す
。



短
期
大
学
紀
要
』
第
十
三
号
)
参
照
。

(は
)
「
全
集
』
第
十
三
巻

・
五
六
頁
。
大
正
七
年
三
月
二
十
日
前
後
。
保
阪
嘉
内
あ
て
封
件
。

(日
)
賢
治
の
帰
依
し
た
日
蓮
は
法
華
経
如
来
寿
同
窓
口
問
に
つ
い
て
「

一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
口
窓
口
叩
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
「

一

れ
ん

Z
L
L

切
経
の
中
に
此
寿
量
品
ま
し
ま
さ
ず
ば
天
に
日
月
無
く
、
国
に
大
王
銀
く
、
山
河
に
珠
無
く
、
人
に
神
の
な
か
ら
ん
が
ご
と
く
し
て
あ
る

べ

き
」
(
関
目
抄
)
「
夫
れ
法
務
経
は
一
代
聖
教
の
骨
髄
な
り
。
自
我
備
は
二
十
八
口
聞
の
た
ま
し
ひ
な
り
。
三
世
の
諸
仏
は
寿
口耳目
聞
を
命
と
し
、
十
方

の
菩
薩
も
自
我
偶
を
眼
目
と
す
」
(
法
蓮
抄
)
と
示
し
て
い
る
。

(凶
)
賢
治
が
「
赤
い
経
巻
」
と
呼
ん
で
座
右
の
書
と
し
た
島
地
大
等
編
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
(
大
年
三
年
八
月
二
十
八
日
、
明
治
書
院
)
所

収
の
「
法
華
略
科
」
中
の
寿
日
軍
口
叩
意
で
は
、
如
来
寿
量
口
聞
を
法
華
経

一
部
の
限
晴
と
し
、
「
伝
道
化
物
の
本
国
土
は
現
前
の
裟
婆
を
中
心
と
為
す
」

「
常
在
霊
鷲
山
我
此
土
安
穏
等
の
句
等
既
に
耳
目
に
親
し
。
日出忠
光
照
鑑
…
量
寿
命
無
数
劫
の
二
旬
、
古
徳
或
は
無
量
寿
仏
の
光
寿
二
徳
と
合
説
し
て

云
々
す
」

(
同
容
五
八
1

六
一
一
良
)
と
記
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
に
掲
げ
た
経
訳
は
、
石
川
教
張

「日
蓮
宗
信
行
教
典
』
(
昭
和
五
十
八
年
、
鎌

倉
新
書
)
に
も
と
づ
く
。

(げ
)
『
全
集
」
第
十
三
巻

・
五
二

|
五
三
頁
。
大
正
七
年
三
月
十
四
日
前
後
、
保
阪
嘉
内
あ
て
封
合
。
こ
こ
で
賢
治
は
「
諸
共
に

一
心
に
他
念
な
く

如
来
第

一
義
を
解
し
奉
る
為
に
修
業
し
て
参
り
ま
せ
う
」
と
述
べ
、
「
衆
生
見
劫
尽
大
火
所
焼
時
我
此
土
安
穏
天
人
常
充
満
国
林
諸
堂

{
他
市

)

(

衆

}
{
伎

}

閉
経
々
宝
荘
厳
諸
天
撃
天
鼓
常
作
諸
技
楽
雨
円
交
陀
雑
筆
散
仏
及
大
衆
」
と
記
し
て
い
る
。

(同
)
『
全
集
』
第
九
巻

・
八
六
1

八
七
頁
。

(日
)

「全
集
』
第
二
巻

・
二
O
一
ー
ー
二
つ
二
頁
。
「春
と
修
羅
」
(
風
景
と
オ
ル
ゴ

ー
ル
)
。

(初
)
「
全
集
』
第
十
三
巻

・
六
七
頁
。
大
正
七
年
五
月
十
九
日
付
、
保
阪
嘉
内
あ
て
封
書

(幻
)
同
右

・
二
O
六
頁
。
大
正
十
年
二
月
中
旬
c

保
阪
嘉
内
あ
て
封
書
。

(勾
)
同
右

・
二
一
八
頁
。
大
正
十
年
八
月
十

一
日
付
、
関
徳
粥
あ
て
封
書
。

(
幻
)
同
省

・
一一一

六
頁
。
大
正
十
年
七
月
下
旬
、
保
阪
嘉
内
あ
て
封
書
。

(μ)
『全
集
』
第
九
巻

・
一
四
二
頁
。

五

(
叩
〉



五
四

(
加
)

(
お
)

『全
集
』
第
十
三
巻
・
五
五
五
六
頁
。
大
正
七
年
三
月
二
十
日
前
後
、
保
阪
嘉
内
あ
て
封
書
。

(お
)
『
全
集
』
第
七
巻
・
八
九
頁
。
『よ
だ
か
の
星』

(幻
)
島
地
大
等
編

『漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
」
二
九
二
|
二
九
三
頁
。

法
師
品
第
十
。
「
是
の
諸
人
等
は
、
己
に
曲目
て
、
十
万
億
の
仏
を
供
養
し
、

諸
仏
の
所
に
於
い
て
、
大
願
を
成
就
し
て
、
衆
生
を
慰
む
が
故
に
、

此
の
人
間
に
生
れ
た
り
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)

『全
集
』
第
二
巻
・
八
三
頁
。

(
m
U
)

同
右

・
一
ムハ
一一|一

ムハ
一二
頁。

(ぬ
)
「
全
集
』
第
十
三
巻

・
二
三
七
頁
。
昭
和
元
年
十
二
月
十
二
日
付
、
宮
湾
政
次
郎
あ
て
封
書
。



矢

祭

町

念

仏

和

讃

資

料

(
一
)
葬
送
儀
礼
と
し
て
の
送
り
念
仏

紙

谷

威

!黄

民
間
の
念
仏
講
に
お
い
て
は
、
本
来
の
仏
教
が
持
っ
て
い
た
思
想
と
は
異
な
る
要
素
を
と
り
こ
み
、
独
特
な
行
事
を
構
成
し
て
い
る
場

合
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
民
間
信
仰
化
の
過
程
を
経
て
こ
そ
、
民
衆
の
仏
教
と
し
て
定
着
し
た
と
言
え
る
。
以
下

に
紹
介
す
る
矢
祭
町
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
念
仏
習
俗
も
ま
た
、
人
々
の
精
神
世
界
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
俗
仏
教
の

一
事
例
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
、
本
稿
で
は
矢
祭
町
の
念
仏
講
に
伝
承
さ
れ
る
和
讃
を
紹
介
し
た
い
。

や

み

そ

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
は
福
島
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、
南
は
茨
城
県
久
慈
郡
に
接
し
て
い
る
。
東
に
阿
武
隈
山
系
、
四
に
は
八
織

率
ん山

系
が
迫
り
、
中
央
に
は
久
慈
川
が
貫
流
す
る
山
間
の
町
で
あ
る
。
町
の
総
面
積
の
約
八
割
が
山
林
で
占
め
ら
れ
、
耕
地
刷
総
は

一
割
に

も
満
た
な
い
。

(
叫
)



(
凶
)

町
の
西
に
袋
、
え
る
八
満
山
に
は
坂
東
三
十
三
観
音
の

一
つ
日
輪
寺
が
あ
り
、
ま
た
中
世
以
来
の
八
議
修
験
の
霊
場
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
た
め
矢
祭
町
に
は
廻
国
修
行
の
僧
侶
に
閲
す
る
伝
承
や
山
伏
の
系
譜
を
ひ
く
家
な
ど
仏
教
の
影
鮮
が
強
く
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
明
治
初
期
に
伊
勢
講
を
改
組
し
て
神
風
講
社
が
結
成
さ
れ
、
神
道
に
よ
る
葬
式
を
行
う
神
葬
祭
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
仏

教
寺
院
の
衰
退
も

一
部
に
は
見
ら
れ
、
念
仏
講
も
神
葬
祭
の
家
と
仏
教
の
家
が
混
在
す
る
戸
塚
な
ど
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
仏
教
の

家
の
老
人
だ
け
で
組
織
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
本
来
念
仏
講
は
各
集
落
を
単
位
と
し
て
組
織
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
寺
院
と
の
直
接
の
関
連
は
な
く
、

宗
派
を
超
え
て
'
組
織
さ
れ

る
。
念
仏
講
に
は
六
十
才
を
過
ぎ
た
位
の
老
人
が
加
入
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
各
集
落
の
老
人
全
員
が
参
加
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
念
仏
の
詞
章
や
唱
え
方
な
ど
は
、
そ
の
集
落
の
指
導
者
か
ら
口
授
さ
れ
る
の
で
、
老
人
同
士
の
個
人
的
な
関
係
が
優
先
し
て
参
加
の

有
無
が
決
定
さ
れ
た
り
す
る
。
参
加
者
の
大
部
分
が
女
性
で
あ
り
、
男
性
の
参
加
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
集
落
の
公
的
な
組

織
と
い
う
よ
り
は
老
人
た
ち
の
任
意
で
構
成
さ
れ
る
仲
間
と
い
う
性
格
が
強
い
。

し
か
し
、
葬
式
に
念
仏
が
行
わ
れ
な
い
の
は
寂
し
い
こ
と
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
歯
乃
木
平
で
は

一
時
途
絶
え
た
が
、
こ
れ
を
復
活
し
て
行

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
死
者
の
供
養
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
葬
式
の
場
合
や
法
事

・
年
忌

供
養
な
ど
の
席
で
は
念
仏
講
の
仲
間
が
出
席
し
て
念
仏
を
唱
え
て
く
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
言
葉
を
か
え
る
と
死
者
を
他
界

へ
送
る
た
め
の
葬
送
儀
礼
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
の
が
念
仏
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
行
す
る
の
が
念
仏
講
な
の
で
あ
る
。

す
が

r一

日
本
の
古
代
仏
教
で
は
観
想
念
仏
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
仏
菩
薩
の
相
な
ど
を
心
に
お
も
い
う
か
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
円
安
茶
羅
や
仏
像
を
つ
く
り
寺
院
や
邸
宅
に
飾
っ
た
。
平
安
時
代
中
期
を
過
ぎ
る
と
、

空
也
や
源
信
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
称

名
念
仏
(
口
称
念
仏
)
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
仏
菩
薩
の
名
前
を
唱
え
る
と
い
う
比
較
的
容
易
な
修
行
で
あ
っ
た
た
め
に
、
広
く
民



衆
の
問
に
も
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

良
忍
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
融
通
念
仏
は
熱
狂
性
を
も
合
わ
せ
も
ち
、
時
宗
の
開
祖

一
遍
で
知
ら
れ
る
踊
り
念
仏
へ
と
発
展
し
た
。
ま
た

大
念
仏
や
六
斎
念
仏
の
よ
う
な
芸
能
化
し
、
演
劇
的
な
も
の
へ
と
展
開
し
た
も
の
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
シ
ャ

l
マ
ニ
ス
テ
イ
y

ク
な
要
素

を
も
っ
た
宗
教
的
儀
礼
が
、
受
容
す
る
民
衆
に
と
っ
て
は
心
を
浮
き
立
た
せ
る
も
の
と
し
て
う
け
と
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た

一
方
で

は
現
世
的
な
呪
術
と
し
て
流
布
し
た
も
の
も
あ
る
。
雨
乞
い
や
日
乞
い
と
し
て
行
わ
れ
る
天
燈

(
道
)
念
仏
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

(
二
)
矢
祭
町
の
念
仏
講

し
か
し
、
最
も

一
般
的
な
も
の
は
死
者
供
養
と
し
て
の
念
仏
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
送
り
念
仏
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。
矢
祭
町
で
行
わ
れ
る
念
仏
講
も
ま
た
、
広
く
見
ら
れ
る
送
り
念
仏
の

一
形
態
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
矢
祭
町
の
念

仏
信
仰
が
死
者
供
養
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
け

っ
し
て
単
純
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
内
川
地
区

の
念
仏
に
は
閤
魔
大
王
や
地
蔵
菩
薩
の
掛
軸
が
な
ら
べ
ら
れ
、
地
獄
で
の
苦
し
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
の
救
済
を

約
束
す
る
阿
弥
陀
如
来
の
画
像
が
中
央
に
お
か
れ
る
。
こ
れ
は
死
者
の
た
め
の
地
獄
抜
苦
の
祈
願
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
舌
守
え
る
。
し
か

し
、
内
川
の
念
仏
で
は
他
地
区
の
そ
れ
と
異
な
り
、
太
鼓
の
伴
奏
が
加
え
ら
れ
る
。
内
川
の
念
仏
の
詞
章
は
採
集
し
て
い
な
い
の
で
、
こ

れ
以
上
の
言
及
は
で
き
な
い
が
他
地
区
と
は
異
な
る
系
譜
を
も
つ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
川
に
は

〈
オ
ビ
ク
サ
マ
〉
比
丘
義
観
の
入
定

伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
連
も
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
見
ら
れ
る
念
仏
も
、
現
在
の
仏
教
諸
宗
派
の
概
念
で
は
わ
り
き
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

(
川
〉



四

(
印
)

本
稿
で
掲
げ
る
念
仏
の
詞
章
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
戸
塚
お
よ
び
若
荷
地
区
な
ど
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
が
光
明
真
一百
円
で
あ
り
、

こ
れ
を
ま
ず
最
初
に
唱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
続
い
て
十
三
仏
が
唱
え
ら
れ
る
。
十
三
仏
と
は
地

蔵
菩
薩
か
ら
虚
空
蔵
菩
薩
に
い
た
る
諸
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
諸
仏
の
力
で
浄
土
へ
の
往
生
を
は
た
そ
う
と
い
う
信
仰
で
あ
り
、

葬

式
か
ら
三
十
三
回
忌
に
至
る
十
三
仏
事
に
対
応
す
る
の
で
あ
る

(資
料

一
ーー
②
参
照
)。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
続
く

〈
ク
ド
キ
(口
説
)〉

に
は
、

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
へ
の
称
名
が
く
り
か
え
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
浄
土
教
的
な
専
修
念
仏
の
性
格
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

つ
ま
り
一

方
で
は
阿
弥
陀
如
来
へ
の
専
修
念
仏
が
主
張
さ
れ
な
が
ら
、
ま
た
他
方
で
は
諸
仏
へ
の
兼
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
光

明
真
一言
と
阿
弥
陀
の
称
名
が
共
存
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
ら
の
地
区
で
は
近
世
以
降
に
各
地
に
流
布
し
た
民
間
宗
教
者
に
よ
る
念

仏
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
戸
塚
地
区
で
は
念
仏
講
の
さ
い
に
木
食
観
海
の
目安
茶
羅
を
飾
る
が
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ

う
と
思
わ
れ
る

(上
掲
写
真
参
照
)
。

木
食
倒
海
は
水
戸
羅
漢
寺
の
建
立
に
活
躍
し
た
勧
進
盟
で
あ
る
。
元
禄
十
二

年
ご

六
九
九
)奥
州
岩
城
多
賀
新
町
に
生
ま
れ
、
雨
乞
い
の
加
持
祈
祷
な
ど
で

民
衆
の
支
持
を
集
め
た
。
明
和
七
年
の
羅
漢
寺
の
五
百
羅
漢
堂
建
立
に
は
、
広

(5
)
 

範
な
地
域
で
の
勧
進
活
動
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
水
戸
藩
境
を
越
え
た

矢
祭
町
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
旧
宝
坂
村
(矢
祭
町
宝
坂
地
区
)
名
主
源
蔵
の

日
記
「
寓
覚
帳
」
に
よ
れ
ば
、
安
、
水
四
年
(一

七
七
五
)
の
観
海
上
人
の
遷
化
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
明
和
九
年
(一

七
八

こ
に
は
、

宝
坂
村
の
郡
蔵
が
羅



漢
十
守
参
詣
に
出
掛
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
海
の
長
茶
羅
は
そ
の
勧
進
活
動
に
よ
っ
て
配
付
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
観
海
の
布
教
に
お
け
る
念
仏
の
位
置
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
調
査
を
待
ち
た
い
。

観
海
に
対
し
て
、
矢
祭
町
内
に
は
比
丘
義
観
が
内
川
に
あ
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
比
丘
義
観
は
伝
承
に
よ
れ
ば
オ
ピ

ク
サ
マ
と
称
さ
れ
、
雨
乞
い
に
霊
験
が
あ
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
木
食
の
僧
侶
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
内
川
地
区
に
は
比

E
堂

が
あ
り
義
観
の
ミ
イ
ラ
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
内
川
区
有
の
大
般
若
経
の
箱
に
は
延
享
四
年
ご

七
四
七
)
に
義
観
に
よ

っ
て
購
入

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
前
向
覚
帳
」
に
よ
れ
ば
、
義
観
は
明
和
七
年
(一

七
七

O
)
長
茶
羅
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
前
年

来
の
日
照
り
に
よ
る
被
害
を
さ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
辺
明
和
八
年
の
八
月
に
は
宝
坂
村
の
真
蔵
院
で
も
長
引
余
羅
の

開
帳
を
行
っ
て
い
る
。
内
川
地
区
の
念
仏
に
は
太
鼓
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
雨
乞
い
の
た
め
の
「
天
道
念
仏
」
が
「
送
り
念

仏
」
と
習
合
し
た
結
果
か
も
知
れ
な
い
。
義
観
の
活
躍
し
た
時
期
は
、
観
海
の
そ
れ
と
重
な
っ
て
来
る
。
ま
た
共
に
「
観
」
の
字
を
使
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
師
弟
関
係
を
見
て
も
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
比
丘
義
観
に
つ
い
て
も
、
ま
た
本
食
観
海
に
関
し
て
も
矢

祭
町
で
の
活
動
に
つ
い
て
知
り
得
る
こ
と
は
余
り
に
も
少
な
す
ぎ
る
の
で
あ
り
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。

ま
た
天
明
元
年
ご

七
八

二

丑
八
月
に
は
、
善
光
寺
如
来
の

一
行
が
水
戸
か
ら
棚
倉
へ
の
途
中
、
戸
塚
村
に
泊
っ
た
こ
と
が
「
高
覚

帳
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
棚
倉
の
連
花
(
家
)
寺
に
お

い
て
開
帳
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
途
中
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
善
光
寺
は
念
仏
を
広

め
た
一
中
心
で
あ
り
、
矢
祭
町
の
念
仏
講
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
直
接
の
証
拠
は
な
い
。

和
讃
の
内
容
に
も
念
仏
講
の
成
立
事
情
を
物
語
る
要
素
は
な
い
。
和
讃
に
出
て
く
る
固
有
名
詞
は
、
高
野
山
(
十
)
・
藤
沢
の
寺
(
遊
行

寺

・
十
四
)
・
播
謄
の
国
の

(書
)
写
の
寺
(円
教
寺

・
二
十
二
)
な
ど
の
真
言
宗
、
天
台
宗
あ
る

い
は
時
宗
に
関
係
し
た
地
名
や
守
院
名
が

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
説
経
節
や
ゆ
出
璃
な
ど
の
芸
能
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
葛
の
築
(信
太
妻
)
な
ど
の
物
語

五

(
問
)



(
叩
)

が
和
讃
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
と
同
様
、
近
世
・
近
代
農
民
の

一
般
的
知
識
に
す
ぎ
ず
、
念
仏
の
成
立
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
証
拠
に

は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
念
仏
習
俗
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
解
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
待
ち
た
い
。
し
た
、か
つ
て
、
解
説
で
は
念
仏
の
詞
章
の
な
か
に
表
現
さ
れ
た
民
衆
信
仰
の
内

容
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
に
す
る
。

)
葬
送
儀
礼
の
指
針
と
し
て
の
和
讃

前
述
し
た
通
り
、
送
り
念
仏
は
死
者
の
追
善
供
養
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
死
者
の
葬
送
儀
礼
の
な
か
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
念
仏
の
詞
章
に
野
辺
送
り
の
身
支
度
を
説
明
し
た
も
の
が
あ
る

(資
料
九
)
。

(前
略
)
棺
を
指
す
な
ら
立
棺
に
、
幕
を
張
る
な
ら
四
方
張
り
、
栗
毛
の
差
毛
に
鞍
を
掛
け
、
幡
・
天
蓋
を
さ
し
か
け
て
、
野
(辺
)

の
送
り
は
賑
し
さ
、
そ
れ
か
ら
先
は

一
人
旅
、
後
先
見
て
も
連
れ
は
無
し
、
杖
と
笠
と
を
連
れ
と
し
て
、
極
楽
浄
土
に
お
練
り
込
む
、

皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀
。

ま
た
資
料
囚
は
、
十
三
仏
を
読
み
込
ん
で
野
辺
送
り
の
葬
列
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

帰
命
頂
礼
あ
り
が
た
や
、
珠
の
み
輿
に
乗
せ
ら
れ
て
、
十
三
仏
で
身
を
送
る
。
不
動
た
い
ま
つ
前
に
立
ち
、
釈
迦
に
香
炉
に
弥
陀
如

来
、
文
殊
菩
薩
が
幡
た
て
て
、

普
賢
菩
薩
が
花
の
役
、
地
蔵
菩
薩
が
道
調
、べ
、
弥
勅

・
薬
師
が
引
の
網
、
観
音

・
勢
至
が
み
輿
役
、

天
叢
さ
げ
て
弥
陀
如
来
、
阿
闘
は

(悪
し
く
ば
)
用
意
が
お
ん
出
来
て
、
大
日
如
来
が
位
牌
持
ち
、
虚
空
蔵
菩
薩
に
手
を
ひ
か
れ
、

〈孟



剛
杖
の
力
に
て
、
六
道
の
道
も
迷
わ
ず
に
、
(
後
略
)

い
わ
ば
こ
れ
ら
は
葬
式
を
行
、
っ
さ
い
の
指
針
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
諸
仏

を
死
後
の
世
界
、
す
な
わ
ち
他
界
へ
と
導
く
役
割
を
担
う
者
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

死
者
の
有
様
は
資
料
五
に
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。

(
前
略
)
死
す
る
消
ゆ
る
は
世
の
習
い
、
思
え
ば
哀
し
我
ら
か
な
、
無
情
の
風
の
吹
く
方
は
、
哀
れ
こ
の
世
の
世
の
別
れ
、
耳
は
聞

こ
え
ず
目
は
見
え
ず
、
舌
は
閉
じ
ら
れ
物
言
え
ず
、
い
と
し
か
わ
い
や
委
や
子
も
、
恵
み
も
深
き
父
母
も
、
い
か
な
友
も
兄
弟
も
、

皆
ふ
り
捨
て
て
死
出
の
旅
、
た
と
い
満
願
長
者
で
も
、
ど
れ
程
宝
が
あ
ろ
う
と
も
、
死
ん
で
身
に
つ
く
物
は
な
い
、
身
に
つ
く
も
の

と
て
南
無
阿
弥
陀
、
(
後
略
)

そ
し
て
こ
れ
に
続
け
て
死
者
の
装
束
が
説
明
さ
れ
る
。

死
出
の
旅
路
の
身
支
度
は
、
晒
し
木
綿
の
単
衣
に
て
、
自
の
脚
終
に
白
の
足
袋
、
四
筋
の
わ
ら
じ
に
身
を
乗
せ
て
、
六
文
銭
に
数
珠

一
つ
、
サ
ン
ヤ
袋
を
首
に
提
げ
、
金
剛
杖
の
力
に
て
、

(後
略
)

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
詞
章
は
死
者
を
葬
る
側
の
人
々
の
行
動
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
死
者
が
他
界
へ
赴
く
た
め
の
心
の
準
備
と
し

て
老
人
た
ち
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
点
は
こ
れ
ら
の
念
仏
和
讃
す
べ
て
が
、「
み

な

さ

ん

じ

よ
う
ぶ
つ
な
む
わ
み
だ

(
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀
ご
の
句
で
終
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
仏
教
的
な

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
皆
様
往
生

南

無

阿
弥
陀
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ

の
和
讃
が
僧
伺
で
な
く
俗
人

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
葬
式
の
執
行
者
と
死
を
迎
え
る
人
々
の
た
め
に
も
和
讃
が
必
要
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

菩
薩
は
明
ら
か
に
死
者

七

(
附
)



八

(
印
)

四
)
浄
土
観
の
表
出
と
し
て
の
和
讃

さ
ら
に
死
を
迎
え
る
人
々
に
と
っ
て
は
死
後
の
世
界
も
ま
た
重
要
な
問
題
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。
資
料
七
に
は
次
の
よ
う
な
極
楽
浄

土
の
有
様
が
見
ら
れ
る
。

帰
ム
叩
頃
札
後
生
車
、
曳
い
て
後
生
に
な
る
な
れ
ば
、
私
も
曳
き
ま
す
後
生
車
、

一
曳
き
曳
い
て
は
父
の
た
め
、
二
曳
き
曳
い
て
は
母

の
た
め
、
三
曳
き
四
曳
き
を
曳
い
た
な
ら
、
先
祖
譜
代
の
た
め
と
な
る
、
三
曳
き
四
曳
き
を
曳
く
う
ち
に
、
極
楽
浄
土
の
真
ん
中
に
、

黄
金
の
大
木
お
立
ち
あ
り
、
校
の
長
さ
や
葉
の
広
さ
、
八
百
由
旬
に
広
が
り
て
、
春
の
彼
岸
に
花
咲
い
て
、
秋
の
彼
岸
に
実
を
結
ぶ
、

こ
の
実
を

一
食
い
た
だ
け
ば
、
千
日
千
夜
の
食
と
な
る
、
こ

の
実
を
二
食
い
た
だ
け
ば
、
八
百
余
年
の
寿
命
あ
る
、
皆
様
成
仏
南
無

阿
弥
陀
。

こ
こ
で
は
後
生
車
は
小
栗
判
官
を
の
せ
た
土
車
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。
極
楽
に
は
黄
金
の
大
木
が
あ
っ
て
、
そ
の
実
は
八
百
年
の
寿

命
を
与
え
る
の
だ
と
い
う
。
世
界
樹
か
宇
宙
樹
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
充
分
な
食
物
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
は
一蓄
え
な
い
農
民
の
来
世
観

も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

帰
命
頂
礼
十
七
が
、

朝
は
朝
起
き
身
を
清
め
、
我
が
身
は
地
獄
に
落
ち
る
と
も
、

二
親
様
は
極
楽
に
極
楽
浄
土
の
真
ん
中
に
、
黄
金

の
お
堂
を
お
立
ち
あ
り
、
四
方
垂
木
に
揚
格
子
、
屋
根
は
翼
の
羽
根
で
萱
き
、
敷
物
な
ど
を
見
申
せ
ば
、
蓮
の
持
一木
の
葉
の
敷
物
で
、

金
の
唐
紙
金
扉
風
、
こ
こ
が
二
親
住
む
と
こ
ろ
、
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀
。
(資
料
十
六
)

極
楽
の
有
様
は
黄
金
の
お
堂
で
、
軽
や
か
な
羽
根
で
葺
い
た
屋
根
と
蓮
の
業
の
敷
物
な
ど
と
黄
金
の
家
具
で
満
た
さ
れ
て
い
て
、
想
像



さ
れ
う
る
限
り
の
荘
厳
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。
資
料
十
八
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

帰
命
頂
礼
十
七
は
、
十
二
単
衣
を
着
飾
り
て
、
珠
の
禄
を
ゆ
ら
と
掛
け
、
黄
金
の
お
し
ゃ
も
じ
御
手
に
持
ち
、
守
っ
て
下
さ
る
お
薬

師
は
、
ど
ち
ら
の
米
(
よ
ね
)
に
お
わ
し
ま
す
。
極
楽
浄
土
の
御
回
の
米
、
さ
て
も
見
事
の
お
寺
様
、
金
銀
ま
じ
り
の
馬
場
の
杉
、
金

糸
小
枝
を
見
申
せ
ば
、

金
銀
珠
が
な
り
下
が
る
。
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀
。

隣
接
す
る
塙
町
に
は
米
山
薬
師
と
通
称
さ
れ
る
寺
が
あ
り
、
多
く
の
参
詣
者
が
縁
日
に
は
集
ま
る
。
矢
祭
町
か
ら
も
お
参
り
に
行
っ
た
。

米
(
よ
ね
)
か
ら
薬
師
を
導
き
出
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
米
山
薬
師
の
縁
日
で
は
若
者
が
娘
と
知
り
合
う
機
会
で
あ
っ
た
。

十
七
才
の
娘
が
歌
い
込
ま
れ
る
の
は
そ
れ
と
関
連
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
他
の
和
讃
に
も
十
七
才
の
女
性
を
対
象
と
す
る
も
の

が
あ
り
、
こ
の
年
齢
に
は
特
定
の
意
味
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
女
性
の
成
人
の
年
齢
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
も
か
く
こ
こ
で

は
、
仏
教
寺
院
の
荘
厳
さ
と
極
楽
の
美
し
さ
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。

(
五
)

浄
土
へ
の
苦
難
の
旅

し
か
し
な
が
ら
、
極
楽
浄
土
へ
到
達
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
極
楽
に
至
る
途
中
の
道
筋
で
の
背
労
に

つ
い
て
歌
っ
て
い
る
和
讃
の
数
は
圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
極
楽
よ
り
も
地
獄
に
対
す
る
恐
れ
の
方
が
民
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
資
料
七
で
は
後
生
率
を
曳
い
て
様
楽
に
至
る
。
資
料
六
で
は
橋
を
渡
っ
て
他
界
へ
と
赴
く
の
で
あ
る
。

帰
命
頂
礼
天
竺
の
、
伍
寓
長
者
の
か
け
た
橋
、
普
あ
る
人
が
渡
る
橋
、

善
あ
る
人
が
渡
る
時
、
七
間
四
面
に
見
て
渡
る
、
悪
あ
る
人

が
渡
る
時
、
糸
よ
り
細
く
て
渡
ら
れ
ぬ
、
下
を
見
れ
ば
大
蛇
住
む
、
上
を
見
れ
ば
鬼
か
さ
で
す
)
、
余
り
心
が
悲
し
さ
に
、
向
こ
う

九

(
問
〉



。
(
問
)

河
原
を
見
申
せ
ば
、
お
地
蔵
様
が
お
立
ち
お
り
、
お
助
け
た
ま
え
や
お
地
蔵
縁
、
助
け
て
や
る
の
は
易
け
れ
ど
、
汝
(
わ
れ
)
ら
が
裟

婆
に
い
る
と
き
は
、
並
口
を
尽
く
さ
ぬ
悪
ば
か
り
、
こ
れ
が
此
の
世
の
見
せ
し
め
だ
。

他
界
、
死
後
の
世
界
に
至
る
途
中
に
川
や
滝
な
ど
水
の
世
界
を
渡
る
の
は
各
民
族
に
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
橋
を
渡
っ
て
死
後

の
世
界
へ
赴
く
と
い
う
観
念
は
中
国
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
橋
が
渡
る
死
者
の
善
悪
に
よ
っ
て
、
広
く
も
狭
く

も
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
人
間
の
心
理
を
、
つ
が

っ
た
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
他
界
へ
の
道
の
容
易
で
な
い
事
が
の
べ
ら

れ
て
い
る
。
資
料
三
で
は
諸
仏
菩
薩
が
舟
で
他
界
へ
と
死
者
を
送
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
に
は
そ
の
助
力
の
故
に
比
較
的
容
易
に
他
界
へ

と
た
ど
り
着
く
。

岩
舟
地
蔵
の
蓮
池
は
、
水
は
無
け
れ
ど
舟
浮
か
ぶ
、
そ
の
舟
白
金

帆
は
黄
金
、
数
多
の
仏
を
皆
乗
せ
て
、
観
音

・
勢
至
が
樽
さ
し

て
、
阿
弥
陀
如
来
が
舵
の
役
、
地
蔵
菩
薩
が
水
(み
な
)
の
役
、
綾
と
錦
の
幡
を
立
て
、
極
楽
浄
土
の
大
門
は
、
し
ん
せ
い
す
)

‘、つ
く

り
で
聞
か
せ
ん
、
お
念
仏
六
字
で
さ
ら
と
聞
く
、
お
念
仏
修
行
は
あ
り
が
た
い
、
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀
。

諸
仏
菩
薩
が
他
界
に
赴
く
舟
の
導
き
手
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
部
分
的
に
は
掲
げ
た
資
料
四
の
内
容
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
資
料
五
の
最
後
は
次
の
よ
う
な
死
出
の
旅
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。

金
剛
杖
の
力
に
て
、
行
先
知
れ
ず
に
門
を
出
て
、
長
い
旅
路
を
と
ぼ
と
ぼ
と
、
広
い
野
原
を
す
ぐ
す
ぐ
と
、
頼
む
は
西
方
弥
陀
如
来
、

こ
れ
を
思
え
ば
皆
人
よ
、
先
立
つ
人
の
追
善
に
、
お
念
仏
申
し
て
進
ず
べ
し
、
ぁ
、
あ
り
が
た
い
南
無
阿
弥
陀
、
唱
え
て
参
れ
や
極

楽
に
、
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
ら
の
和
讃
に
は
極
楽
の
荘
厳
さ
と
そ
の
極
楽
へ
至
る
道
中
の
苦
難
が
並
大
抵
の
も
の
で
な
い

こ
と
を
示
し
、

同
時
に
そ
の
道
中
を
達
成
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
念
仏
の
持
つ
霊
力
が
歌
い
込
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。



こ
の
背
難
の
旅
を
救
っ
て
く
れ
る
の
は
、
諸
仏
菩
際
の
中
で
も
地
蔵
菩
薩
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
の
読
み
込

ま
れ
た
も
の
は

(五

・
二
十
二
)
、
薬
師
如
来
の
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
(
十
八
)
、
観
音

・
勢
至

・
阿
弥
陀

・
地
蔵
の
名
が
入
る
も
の
は

(一三
で
あ
る
が
、
地
蔵
菩
薩
の
名
が
単
独
で
読
み
込
ま
れ
る
の
は
(
二

・
六

・
八

・
十
七

・
二
十

こ

で
あ
る
。
ち
な
み
に
資
料
十
七
は

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

(前
略
)
そ
こ
で
十
七
覚
悟
し
て
、
白
の
脚
緋
に
自
の
足
袋
、
権
蔵
(?
)
草
鞍
に
身
を
乗
せ
て
、

極
楽
浄
土
の
細
道
を
、
後
よ
先
よ

と

一
人
旅
、
鬼
程
邪
慢
の
者
は
な
い
、
十
七
来
た
か
ら
通
す
な
よ
親
よ
り
先
立
つ

不
孝
者
、
血
の
池
地
獄
さ
(
へ
)
落
と
そ
う
か
、
無

情
の
山
さ
登
そ
う
か
、
そ
こ
で
十
七
驚
い
て
、
お
救
け
給
え
や
お
地
蔵
様
、
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀

ま
た
資
料
(二
十

二

の
後
半
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(前
略
)
ゴ
カ
ジ
ョ

(
?
)
の
娘
が
果
て
給
う
、
橋
(端
)
を
渡
れ
ば
中
弛
み
、
川
を
越
え
れ
ば
瀬
に
迷
い

、
余
り
心
が
悲
し
さ
に
、
向

こ
う
河
原
を
見
申
せ
ば
、
お
地
蔵
様
が
お
立
ち
お
り
、
お
救
け
給
え
や
お
地
蔵
様
、
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀

地
獄
抜
苦
の
菩
薩
と
し
て
の
役
割
が
明
確
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
未
婚
の
若
い
娘
や
殺
に
先
立
つ
者
の
死
は
、
こ
と
に
忌
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
罪
障
を
消
滅
さ
せ
る
だ
け
の
霊
力
を
地
蔵
菩
薩
に
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
念
仏
の
効
果
に
加
え
て
、
地
蔵
を
始

め
、
阿
弥
陀
如
来
や
そ
れ
ら
を
含
む
十
三
仏
な
ど
に
頼
る
こ
と
で
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
)
念
仏
和
讃
の
世
俗
性

前
述
し
た
通
り
矢
祭
町
の
念
仏
講
で
は
、
光
明
真
言
と
十
三
仏
が
最
初
に
唱
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
基
本
的
な
死
者
に
対
す
る
追
善
供
養

(
印
)



(
問
〉

と
な
り
、
そ
の
後
で
和
議
を
ク
ド
ク
(
口
説
く
て
あ
る
い
は
ク
ド
キ
を
申
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
和
讃
の
部
分
で
は
、

儀
礼
的
な
要
素
よ
り
も
む
し
ろ
葬
式
へ
の
参
加
者
や
死
者
の
近
親
者
の
感
情
面
で
の
解
決
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

歯
染
平
で
は
、
和
讃
は
死
者
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
ぶ
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
供
が
死
ん
だ
場
合
な
ど
は
悲
し
み
も
淡

い
の
で
、
別
な
内
容
の
和
讃
に
す
る
と
も
言
、っ
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
和
讃
は
死
者
供
養
と
は
一言
え
、
死
者
を
取
り
巻
く
人
々
の
た
め
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
人
々
の
悲
し
み
を
や
わ
ら
げ
、
死
者
の
心
を
彼
岸
の
世
界
に
向
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
亙
女
の
「
口
寄
せ
」
と
同
線
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
心
残
り
の
な
い
よ
う
に
、
死
者
の
一言
葉
を

聞
く
こ
と
で
他
界
に
送
り
、
あ
る
い
は
他
界
の
死
者
霊
を
安
定
さ
せ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ

て
人
々
は
死
者
に
つ
い
て
安
心
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
死
者
へ
の
葬
送
儀
礼
そ
の
も
の
が
上
記
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
念
仏
和
讃
は
附
枕
さ
れ
た
者
を
慰
め
る
と
い
う
役
割
を
持
つ
の
で
あ
り
、
人
々
の
感
情
の
自
然
な
表
現
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
も
死
者
に
ふ
さ
わ
し
い
和
讃
、
換
言
す
れ
ば
死
者
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
に
応
じ
た
和
讃
が
必
要
で
あ
っ
た
。

親
の
死
に
対
す
る
悲
し
み
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
は
、
資
料
九
な
ど
が
あ
る
。
「
帰
命
頂
礼

朝
顔
の
、
見
上
げ
見
下
ろ
し
見
た
』
税

を
、
死
す
れ
ば
長
く
は
官
め
置
か
ん

(後
略
こ
と
悲
し
み
を
込
め
て
い
る
。
し
か
し
、
親
が
先
に
死
ぬ
の
は
自
然
の
秩
序
で
も
あ
る
と
さ

れ
た
の
か
、
資
料
十
六
で
は
荘
厳
な
極
楽
浄
土
に
「
こ
こ
が
二
親
住
む
所
」
と
抑
え
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

む
し
ろ
自
然
の
理
に
合
わ
な
い
子
供
の
死
が
最
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
資
料
十
五
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

帰
命
頂
礼

十

七

が
、
珠
の
よ
う
な
る
子
を
な
く
し
、
泣
い
て
口
説
い
て
お
る
よ
り
も
、
六
部
の
支
度
に
身
を
な
し
て
、
六
十
六
部

を
廻
り
行
く
、
六
十
六
部
を
廻
る
う
ち
、
花
の
寺
に
と
廻
り
行
く
、
寺
の
小
縁
に
腰
を
掛
け
、
花
の
お
庭
を
見
申
せ
ば
、
咲
い
た
る

花
は
散
り
も
せ
ず
、

脅
し
花
が
散
り
落
ち
る
、
六
郁
夫
婦
が
そ
れ
を
見
て
、
花
も
我
が
子
も
皆
同
じ
、
も
う
と
す

)
な
く
ま
い
口
説



く
ま
い
、
家
さ
帰
る
の
志
、
皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀

子
供
の
死
を
悲
し
む
親
が
、
六
部
と
し
て
廻
国
修
行
に
出
る
。
花
よ
り
先
に
奮
の
散
る
の
を
見
て
諦
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
資
料
十

七
で
は
、
さ
ら
に
親
の
み
な
ら
ず
夫
や
子
を
残
し
て
死
ぬ
若
い
嫁
の
悲
し
み
を
歌
う
。

帰
命
頂
礼

十
七
が
、
極
楽
浄
土
の
入
り
口
で
、
声
張
り
上
げ
て
泣
い
て
お
る
、
そ
こ
へ
地
蔵
様
お
立
寄
り
、
こ
れ
こ

れ

十

七

何

故
泣
き
や
る
、
先
立
つ

二
親
後
に
し
て
、
可
愛
い
幼
子
振
り
捨
て
て
、
罪
な
き
夫
に
苦
労
を
掛
け
(
後
略
)

み
な
し
ご
の
悲
し
み
を
表
現
し
た
の
は
資
料
十
四
で
あ
る
。
「
(
前
略
)
父
様
死
ん
で
三
年
忌
、
母
様
死
ん
で
今
日
七
日
、
兄
は
他
国

に
住
ま
い
お
り
、
妹
三
つ
で
頑
是
な
し
、
お
寺
参
り
は
わ
し

一
人
」
こ
の
七
つ
子
(七
才
の
娘
)
を
慰
め
る
の
が
藤
沢
の
遊
行
寺
の
僧
侶
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
れ
ら
の
和
讃
に
描
か
れ
る
の
は
死
者
の
家
族
の
悲
し
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
族
の
問
で
は
様
々
な
精
神
的
葛

藤
も
存
在
し
た
。
嫁
と
姑
の
問
題
が
資
料
十
九
で
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。

帰
命
頂
礼
嫁
御
殿
、
夢
を
見
た
見
た
良
い
夢
を
、

判
じ
て
お
く
れ
よ
嫁
御
殿
、
判
じ
て
あ
げ
ま
す
母
様
よ
、
七
十
七
で
は
ま
だ
早

い
、
八
十
八
の
祝
い
し
て
、
九
十
九
年
の
三
月
の
、
桜
の
花
の
盛
り
見
て
、
其
の
時
空
し
く
な
り
た
ま
え
、
其
の
時
こ
そ
は
留
め
や

せ
ぬ
、
そ
こ
で
母
様
覚
悟
し
て
、
(
後
略
)

一
見
す
る
と
嫁
と
姑
の
仲
が
良
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が

「
母
様
覚
悟
し
て
」
に
は
、
ど
こ
と
な
く
空
虚
な
ひ
び
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

資
料
二
十
で
は
次
の
部
分
が
あ
る
。

黄
金
の
小
石
の
そ
の
上
に
、
親
に
不
孝
の
鳥
が
棲
む
、
羽
交
い
に
雪
霜
降
り
か
か
り
、
足
は
氷
に
閉
じ
(こ
)
め
ら
れ
、
早
く
明
年
春

が
来
て
、
羽
交
い
の
雪
霜
解
け
た
な
ら
、
富
士
の
お
山
に
飛
び
上
が
り
、
東
を
向
い
て
は
父
拝
み
、
西
を
向
い
て
は
母
拝
み
、
親
は

三
途
弥
陀
如
来
、
親
程
尊
い
者
は
無
い
。

〈
削
)



四

(
問
)

こ
の
「
口
説
き
を
申
す
」
の
は
老
人
、
つ
ま
り
死
ん
で
行
く
親
の
側
な
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
親
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

見
る
の
は
偏
見
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
の
地
域
は
長
男
の
結
婚
後
は
、
親
夫
婦
が
屋
敷
内
の
別
棟
に
居
住
す
る
隠
居
制
家
族
の
形

態
が
分
布
す
る
北
限
に
近
い
。
隠
居
免
な
ど
と
呼
ば
れ
る
土
地
を
耕
し
、
竃
を
別
に
す
る
生
活
も
残
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
余
裕

(
け
)

の
あ
る
家
だ
け
で
あ
り
、
同

一
地
域
で
も
同
じ
棟
に
住
む
同
居
隠
居
の
形
態
も
あ
り
、
老
人
の
精
神
面
も
屈
折
し
た
感
情
が
あ
る
と
推
定

で
き
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
老
人
の
み
の
出
席
す
る
念
仏
誘
は
こ
の
よ
う
な
家
族
相
互
の
感
情
が
露
呈
さ
れ
る
場
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
、
っ
か
。

(
七
)
念
仏
和
讃
の
宗
教
的
意
義

し
か
し
同
時
に
、
念
仏
講
は
参
加
す
る
老
人
を
家
か
ら
解
放
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
も
一言
尽
え
る
よ
う
で
あ
る
。
和
讃
の
な
か
に

は
娯
楽
性
に
満
ち
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
資
料
十

一
・
十
二

・
十
四
・
十
五
な
ど
は
、
近
世
文
芸
の
影
響
が
明
ら
か
に
残
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

十

一
は
葛
の
葉
の
子
別
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
。
信
太
妻
は
種
々
の
芸
能
と
し
て
流
布
し
た
か
ら
、
他
地
方
に
も
和
讃
と
し
て
取
り
込

ま
れ
て
い
る
。
子
を
残
し
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
母
親
の
悲
し
み
は
死
を
前
に
し
た
老
婆
の
気
持
ち
に
重
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
十

二
の
「
高
田
姫
」
の
出
典
は
筆
者
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
趣
旨
は
愛
す
る
者
を
失
っ
た
若
い
娘
が
、
尼
と
な
っ
て
四
国
や
西
国
の
霊

場
を
巡
礼
す
る
の
で
あ
る
。
夫
を
失
っ
た
老
妻
の
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
。

両
親
を
失
っ
て
、
寺
参
り
す
る
幼
い
娘
や
(
十
四
)
、
子
を
失
っ
た
夫
婦
の
六
部
の
旅
(
十
五
)
な
ど
の
物
語
世
界
と
重
ね
合
わ
さ
れ
た
精



神
世
界
は
、
い
ず
れ
も
人
々
の
涙
を
誘
う
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い

っ
た
和
讃
の
中
で
、

民
衆
に
と
っ
て
の
仏
教
信
仰
が

醸
成
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

資
料
十
三
や
二
十
に
は
、

民
衆
の
無
常
観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
朝
顔
の
花
の
露
よ
り
も
脆
い
人
間
の
生
命
で
あ
る
の
に
、
何
故
後
生

を
願
わ
な
い
の
か
。
「
老
い
も
若
き
も
嫁
婿
も
、
送
り
先
立
つ
世
の
習
い
、
花
も
紅
葉
も

一
盛
り」、

ま
た
「
朝
な
に
笑
い
し
幼
子
も
、
暮

れ
に
は
煙
と
な
る
も
あ
り」

と
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
、
繰
り
返
し
て
訴
え
て
い
る
。

民
衆
に
と
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
家
族
と
の
生
活
こ
そ
守
ら
れ
る
べ
き
理
想
で
あ
り
、
そ
れ
が
全
う
さ
れ
得
な
い
現
実
に
直
面
し
た
と

き
宗
教
的
認
識
が
生
ま
れ
た
と
言
え
よ
う
。
矢
祭
町
の
念
仏
講
に
お

い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
念
仏
和
讃
に
は
、
現
実
の
生
活
の
中
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
仏
教
信
仰
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
念
仏
講
と
い
う
限
ら
れ
た
集
団
の
中
に
お
い
て
、
稚
拙
と
は
い
え
宗
教
的
思
考
が

営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

念
仏
和
讃
の
構
成
を
見
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
後
に
は
語
り
つ
く
さ
れ
な
い
民
衆
の
生
活
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
こ
れ
ら
の
和
讃
が
個
人
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
念
仏
講
に
参
加
し
た
人
々
に
よ

っ
て
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
踏
ま
え

て
即
興
的
に
作
ら
れ
、
あ
る
い
は
改
変
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
念

仏
和
讃
こ
そ
、
人
間
の
生
き
死
に
と
い
う
冷
厳
な
現
実
に
対
処
す
る
村
落
社
会
の
対
応
と
し
て
の
仏
教
信
仰
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

E主
(I
)

矢
祭
町
史
編
纂
に
と
も
な
う
民
俗
調
査
中
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

「
矢
祭
町
史

第

一
巻
町
の
歴
史
と
人
身
の
く
ら
し
』
(
同
町
史
編
さ

ん
委
員
会

昭
和
六
十
年
三
月
)
に
収
録
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
怠
慢
に
よ
り
掲
載
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
以
下
の
記
述
で
は
、
同
普
及

び

「矢
祭
の
民
俗
昭
和
五
十
四
年
度
宝
坂
地
区
間
査
中
間
報
告
」(
問
問
史
編
さ
ん
委
員
会

昭
和
五
十
六
年
二
月
)
、
『
人
々
の
く
ら
し
と
し
き

一
五

(m〉



一
六

(
町
)

た
り
矢
祭
の
民
俗
』(
同
町
史
編
さ
ん
委
員
会
昭
和
五
十
九
年
三
月
)
を
参
照
し
た
。

(
2
)

矢
祭
町
戸
塚
で
は
正
月
十
六
日
、
春
と
秋
の
彼
岸
の
中
日
、
盆
の
十
五
日
と
い
う
年
四
回
の
念
仏
講
の
集
ま
り
が
あ
り
、
ま
た
葬
式
や
年
忌
供

養
に
随
時
念
仏
が
唱
え
ら
れ
た
。

(
3
)

井
上
光
貞

『日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
』
(
岩
波
書
庖

一
九
七

一
年
)
中
村

・
笠
原

・
金
岡
編

『
ア
ジ
ア
仏
教
史
日
本
編
日
」
(佼
成
出
版
社

社
昭
和
四
十
九
年
)
五
来

・
桜
井

・
大
島

・
{
呂
田
編

『講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
2

仏
教
民
俗
学
』(
弘
文
堂
昭
和
五
十
五
年
)
等
参
照

『源
蔵

・
郡
蔵
日
記
』
(
矢
祭
町
史
編
さ
ん
委
員
会
昭
和
五
十
四
年
九
月
)
に
よ
れ
ば
、
念
仏
講
と
は
別
に
、
天
道
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
た

(七
一一一

.
九
四
ペ

ー
ジ
)

(
4
)

荻
原

・
真
野
編

「仏
教
民
俗
学
大
系
2

聖
と
民
衆
」
(
名
著
出
版
昭
和
六
十
一
年
)
等
参
照
。
写
真
に
よ
れ
ば
、
こ
の
斐
茶
羅
の
中
央
に
は
大

日
如
来
の
報
身
真
言
を
一不
す
五
つ
の
党
字
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
を
光
明
真
言
の
二
十
三
字
が
と
り
か
こ
ん
で
い
る
。

(5
)

西
海
賢
二

「
木
食
僧
の
系
譜
|
観
海

・
行
道

・
綬
正
l
」
(
『
聖
と
民
衆
』
所
収
)
青
木
直
己
「
木
食
観
海
と
そ
の
造
寺
活
動
ー
そ
の
経
済
的
基
盤

に
つ
い
て
|
」(
『宗
教
社
会
史
研
究
日
』
雄
山
閣
昭
和
六
十
年
所
収
)
参
照

(6
)

『源
蔵

・
郡
蔵
日
記
」
八
三
ペ
ー
ジ

・
二
三
七
ペ

ー
ジ

(7
)

『矢
祭
町

史

第

一
巻
」
九
四
四
ペ
ー
ジ

(8
)

『
瀬
蔵

・
郡
蔵
日
記
」
六
六
j
七
ペ

ー
ジ

・
二
三
二

1
四
ペ
ー
ジ

(

9

)

{

呂
島
潤
子
「
信
濃
の
勧
進
聖
」
(
「撃
と
民
衆
」
所
収
)
参
照

(叩
)
説
経
節

・
歌
舞
伎
等
の
芸
能
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(日
)

「矢
祭
町
史
第
一
巻
』
八
九
六
1
九

O
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
オ
ヤ
シ
マ
イ
と
称
し
て
、
親
の
葬
式
に
は
子
供
全
員
が
各
身
帳
場
を
出
し
て

弔
問
を
受
け
る
。
親
子
関
係
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
多
い
。

(
ロ
)
昔
話
で
は
「
狐
女
房
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
が
、
安
倍
晴
明
の
出
生
誇
と
し
て
、

『今
昔
物
語
集
」
以
来
の
説
話
文
学
で
も
知
ら
れ
、
芸
能
の
諸

分
野
に
見
ら
れ
る
。



矢
祭
町
念
仏
資
料
凡
例

矢
祭
町
念
仏
和
讃
対
照
表

※
歯
采
平
矢
祭
町
若
荷
地
区
歯
采
平
増
子
き
の
氏
筆
記
に
よ
る

戸

塚

矢

祭

町

戸

塚

地
区

一戸
部
イ
シ
氏
筆
記
に
よ
る

(
一
)
筆
記
の
時
期
は
最
近
の
も
の
で
あ
り
、
ノ
l
ト
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
警
か
れ
て
い
た
。

(
二
)
戸
塚
の
戸
部
イ
シ
氏
筆
記
に
よ
る
も
の
は
、
歯
染
平
の
増
子
き
の
氏
に
よ
る
も
の
よ

り
少
な
か
っ
た
の
で
、
資
料
番
号
は
後
者
に
よ
っ
た
。
表
中
の
戸
塚
の

ア
ル
フ

ァ
ベ

y

ト
は
筆
記
の
順
序
を
示
し
て

い
る
。

(
三
)

本
来
念
仏
和
讃
に
は
、
特
定
の
順
序
は
無
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
和
讃

の
順
序
は
こ
こ
で
も
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
。

(
四
)
念
仏
資
料
の
上
段
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
記
録
し
た
が
、
句
読
点
は
統

一
し

た
。
明
ら
か
に
欠
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
字
は

(
)

で
補
っ
た
。

(
五
)
下
段
は
ふ
さ
わ
し
い
と
恩
わ
れ
る
漢
字
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
不
明
の
も
の
は
片

仮
名
で
記
し
た
が
、
仏
教
用
語
な
ど
の
誤
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
原
文
の

ニ

ュ
ア
ン
ス
は
崩
さ
な
い
よ
う
に
努
め
た
。

七

(
問
)



矢
祭
念
仏
和
讃

(
一
)
|
①

光
明
真
言

お
な
ぶ
き
や

べ
ろ
し
ゃ
の
な
か

も
う
だ
ら
な
に

は
ん
ど
う
の
じ
ん
、は
ら

は
ら
は
み
だ
や
お
ん

(
こ
れ
は
十
回
く
り
か
い
す
)

(
一
)
|
②
十
三
仏

ふ
と
う
。
し
や
か

も
ん
じ
。
ふ
う
げ
ん

じ
ぞ
う
。
み
ろ
く

や
く
し
。
か
ん
の
ん

不
動
(
明
王
)

文
殊
(
菩
隆
)

地
蔵

(
笠
百
薩
)

薬
師

(
如
来
)

オ
ン

・
ア
ボ
キ
ャ

ベ
イ
ロ
シ
ャ
ノ
ウ

マ
カ
」
ボ
ダ
ラ

・
マ
ニ

ハ
ン
ド
マ

・
ジ
ン
パ
ラ

ハ
ラ
パ
リ
タ
ヤ

・
ウ
ン

釈
迦
(
如
来
)

普
賢
(
菩
隣
)

弥
動

(
菩
薩
)

観
音
(
菩
薩
)

八

(
悶
〉

せ
い
じ
。
あ
み
た

あ
そ
こ
。
だ
い
に
ち

こ
ご
、
つ
ぞ
、っ

お
だ
す
け
た
ま
い
や

な
も
う
わ
あ
み
だ
あ
よ

勢
主
(
菩
際
)

阿
弥
陀
(
如
来
)

阿
悶

(
如
来
)

大
日
(
如
来
)

虚
空
蔵
(
菩
薩
)

十
三
ぶ
う
つ
う

お
救
け
た
ま
え
や
十
三
仏

南
無
阿
弥
陀
あ
よ

な
も
う
わ
み
だ

南
極
…
阿
弥
陀

れ
は
十
三
回
く
り
か
い
す
事
)

あ
さ
ま
が
、
だ
け
の
、
お
じ
ぞ
き
ま

あ
さ
の
、
こ
ろ
も
に
、
あ
さ
の
け
さ

出
刊
の
衣
に
麻
の
袈
裟

な
に
が
、
そ
も
う
て
、
あ
ま
く
だ
る

何
が
所
望
で

天
下
る

あ
ま
り
、
せ
け
ん
が
、
く
ど
う
さ
に

余
り
世
間
が
愚
鈍
さ
に
す
)

お
ね
ぶ
つ
、
さ
そ
い
に
、
あ
ま
く
だ
る

お
念
仏
誘
い
に
天
下
る

お
ね
ぶ
つ
、
も
う
し
た
、
お
ざ
し
き
に

お
念
仏
申
し
た
お
座
敷
に

て
ん
か
ら
、
ふ
る
よ
な
、
は
な
が
さ
く

天
か
ら
降
る
よ
な
花
が
咲
く

浅
間
ガ
岳
の
お
地
厳
様



は
な
だ
と
、
お
も
う
て
、
お
て
に
と
る

花
だ
と
思
う
て

お
手
に
と
る

は
な
で
は
、
ご
ざ
ら
ん
、
み
な
ろ
く
じ

花
で
は
ご
ざ
ら
ん

皆

六
字

こ
れ
ほ
ど
、
と
う
と
い
、
お
ね
ぶ
つ
を

H

疋
れ
判官
尊

い

お
念
仏
を

も
う
さ
ぬ
、
ひ
と
こ
そ
、
み
な
ろ
く
じ

申
さ
ぬ
人
こ
そ

品目ロ

ク
ジ

(
?
)

お
ね
ぶ
つ
、
し
ぎ
ょ
う
は
、
あ
り
が
た
いお

念
仏
修
行
は

あ

り
が
た
い

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
同
叩
成
仏
市
間的世

阿
弥
陀

ゆ
わ
ふ
ね
、
じ
ぞ
う
の
、
は
す
い
け
は

み
づ
は
、
な
け
れ
ど
、
ふ
ね
う
か
ぶ

水
は
畑
町
け
れ
ど

刈
浮
か
ぶ

そ
の
ふ
ね
、
し
ら
が
ね
、
ほ
は
こ
が
ね

そ
の
舟
白
金

帆
は
賞
金

あ
ま
だ
の
、
ほ
ど
け
を
、
み
な
の
せ
で

数
多
の
仏
を

皆
乗
せ
て

か
ん
の
ん
、
せ
い
じ
が
、
さ
お
さ
し
て

観
音

・柏
町
至
が

悼
き
し
て

あ
み
だ
、
に
よ
ら
い
が
、
か
ち
の
や
く

阿
弥
陀
如
来
が

舵

の
役

じ
ぞ
う
、
ぽ
さ
つ
が
、
み
な
の
や
く

地
蔵
菩
院
が
水
の
役

(見
組問
り
)

あ
や
と
、
に
し
き
の
、
は
だ
を
た
て

山

G
舟
地
蔵
の

蓮
池
は

綾
と
錦
の

幡
を
た
て

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
さ
、
ふ
ら

/
¥
と

縦
楽
浄
土
さ
(
へ
)
ふ
ら
ふ
ら
と

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
お
お
も
ん
は

極
楽
浄
土
の
大
門
は

し
ん
せ
い
、
づ
く
り
で
、
ひ
ら
か
せ
ん

シ
ン
セ
イ

{?
)

造

り

で

聞
か
せ
ん

お
ね
ぷ
つ
、
ろ
く
じ
で
、
さ
ら
と
あ
く

お
念
仏
六
字
で
さ
ら
と
開
く

お
ね
ぶ
つ
、
し
ぎ
ょ
う
は
、
あ
り
が
た
いお

念
仏
修
行
は

あ

り
が
た
い

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ

つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
同
悼
成
仏
南
風
、
阿
弥
陀

四
き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
あ
り
が
た
や

帰
命
岡
山
礼
あ
り
が
た
や

た
ま
の
、
み
こ
し
に
、
の
せ
ら
れ
て

珠
の
み
輿
に

乗
せ
ら
れ
て

十
三
、
ぶ
つ
で
、
み
を
お
く
る

十
三
仏
で

身
を
送
る

ふ
ど
う
、
だ
い
ま
つ
、
ま
い
に
た
ち

不

動

松

明

前

に

た

ち

し
や
か
に
、
こ
う
ろ
に
、
み
た
に
よ
ら
い釈

迦
に
香
炉
に
拡
陀
如
米

も
ん
じ
、
ぽ
さ
つ
が
、
は
だ
た
て
て

文
殊
普
雌
が

幡
・11
て
て

ふ
げ
ん
、
ぽ
さ
つ
が
、
は
な
の
や
く

普
賢
善
雄
が
花
の
役

じ
ぞ
う
、
ぽ
さ
つ
が
、
み
ち
し
ら
べ地

蔵
苔
薩
が
道
し
ら
べ
(
し
る
べ
)

九

(
山
〉



み
ろ
く
、
ゃ
く
し
が
、
い
ん
の
つ
な

始
動
・
薬
師
が
引
(紋
)
の
綱

か
ん
の
ん
、
せ
い
じ
が
、
み
こ
し
ゃ
く

観
t
H

・柏
町
至
が
み
輿
役

て
ん
が
い
、
さ
げ
て
、
み
だ
に
よ

ら
い

天
益
さ
げ
て
鍬
陀
如
米

あ
し
く
ば
、
ょ
う
い
が
、
お
ん
で
き
て

問
問
は
(
悲
し
く
ぱ
)
用
な
が
お
ん
山
米
て

だ
い
に
ち
、
に
よ
ら
い
が
、
い
は
い
も
ち

大
日
如
来

が

位

牌

持

ち

こ
く
ぞ
う
、
ほ
さ
つ
に
、
て
を
ひ
か
れ

成
奈
川
威
菩
雌
に
手
を
引
か
れ

こ
ん
ご
う
、

つ
い
の
、
ち
か
ら
に
て

金
剛
杖
の
力
に
て

ろ
く
ど
の
、
み
ち
も
、
ま
よ
わ
づ
に

六
巡
の
辺
も
迷
わ
ず
に

ひ
で
の
、
や
ま
ち
も
、
よ
そ
に
み
て

死
出
の
山
路
も
余
一附
に
見
て

さ
ん
づ
の
、
か
わ
も
、
と
う
り
こ
す

三
途
の
川
も
通
り
越
す

の
り
も
の
、
は
な
さ
く
、
ご
く
ら
く
に

乗
り
物

花

咲

く
極
楽
に

み
た
の
、
じ
よ
う
と
に
、
っ
き
に
け
れ

弥
陀
の
浄
土
に
務
き
に
け
れ

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
株
成
仏
南
鑑
…阿
弥
陀

(
五
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
よ
の
な
か
は

帰
命
頂
礼
世
の
中
は

。
(
凶
)

は
る
は
、
さ
く
ら
に
、
な
つ
は
せ
み

あ
き
な
く
、
し
か
に
、
ふ
ゅ
の
ゆ
き

し
す
る
、
き
ゆ
る
は
、
ょ
の
な
ら
い

死
す
る
消
ゆ
る
は
併
の
朋
円
い

お
も
い
ば
、
か
な
し
、
わ
れ
ら
か
な

川
十
え
ば
い
以
し
我
ら
か
な

む
じ
よ
う
の
、
か
ぜ
の
、
ふ
く
ほ
う
は

肱
常
(
術
)
の
風
の
吹
く
方
は

あ
わ
れ
、
こ
の
よ
の
、
よ
の
、
わ
か
れ

哀
れ

こ
の
世
の
世
の
別
れ

み
み
は
、
き
こ
い
ず
、
め
は
見
い
づ

耳
は
山
間
こ
え
ず
目
は
比
え
ず

し
た
は
、
と
じ
ら
れ
、
も
の
い
い
づ

舌
は
閉
じ
ら
れ

物

3
え
ず

い
と
し
、
か
わ
い
や
、
つ
ま
や
子
も

い
と
し
可
愛
い
や
長
や
イ
も

め
ぐ
み
も
、
ふ
か
き
、
父
母
も

忠
み
も
深
き
父
母
も

い
か
な
、
友
も
、
兄
弟
も

い
か
な
い
札
も
兄
弟
も

み
な
、
ふ
り
す
て
で
、
ひ
で
の
た
び

皆
市
り
捨
て
て
死
出
の
旅

た
と
い
、
ま
ん
が
ん
、
ち
ょ
う
じ
ゃ
で
も

仮
令
市
内
賞
(
満
願
)

長
者
で
も

ど
れ
ほ
ど
、
た
か
ら
が
、
あ
ろ
う
と
も

ど

れ

絞

宝

が

あ

ろ

う

と

も

し
ん
で
、
み
に
つ
く
、
も
の
は
な
い

死
ん
で

身
に
付
く
物
は
な
い

み
に
つ
く
、
も
の
と
て
、
な
む
わ
み
だ

身
に
付
く
も
の
と
て
衛
催
阿
弥
陀

ぷ
は
い
怯
に
夏
は
鱒

秋
鳴
く
雌
に
冬
の
雪



ひ
で
の
、
た
び
じ
の
、
み
し
た
く
は

さ
ら
し
、
も
め
ん
の
、
ひ
と
い
に
て

し
ろ
の
、
き
や
は
ん
に
、
し
ろ
の
た
び

よ
す
じ
の
、
わ
ら
じ
に
、
み
を
の
せ
で

四
筋
の
前
十
鮭
に

身
を
乗
せ
て

ろ
く
も
ん
、
せ
ん
に
、

づ
つ
ひ
と

つ

六
文
銭
に
数
珠
一
っ

さ
ん
や
、

ぶ
く
ろ
を
、

く
び
に
さ
げ

サ
ン
ヤ
袋
を
首
に
提
げ

こ
ん
ご
、
っ
、

つ
い
の
、
ち
か
ら
に
て

金
剛
杖
の

力
に
て

ゆ
く
さ
き
、
し
れ
ず
に
、
か
ど
(
を
)
で
て行

く
先
知
れ
ず
に

門
を
出
て

な
が

い
、
た
び
ぢ
を
、
と
ぽ
/
¥
と

長
い
旅
路
を
と
ぼ
と
ぼ
と

ひ
ろ
い
、

の
は
ら
を
、
す
ぐ

/
¥
と

広
い
貯
原
を
す
ぐ
す
ぐ
と

た
の
む
は
、
さ
い
ほ
う
、
み
た
に
よ

ら
い

頼
む
は
活
力

弥
陀
如
米

こ
れ
を
、
お
も
い、
ば
、
み
な
ひ
と
よ

こ
れ
を
思
え
ば
皆
人
よ

さ
き
た
つ
、
人
の
、
つ
い
ぜ
ん
に

先
立
つ
人

の

追

善

に

お
ね
ぶ
つ
、

も
う
し
て
、
し
ん
づ
べ
し

お
念
仏
申
・
し
て

進
ず
べ
し

あ
あ
、
有
り
が
た
い
、
な
む
わ
み
だあ

あ

あ
り
が
た
い

南
側
…
阿
弥
陀

と
な
い
で
、
ま
い
れ
や
、
ご
く
ら
く
に

唱

え

て

参

れ
や

僅

楽

に

死
出
の
旅
路
の

身
支
度
は

晒
し
木
綿
の
単
衣
に
て

白
の
脚
緋
に
自
の
足
袋

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ

つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
同
時
成
仏
南
般
阿
弥
陀

ノ、
) 

き
み
ょ
う
ち
ょ
う
ら
い
、
て
ん
じ
く
の

ご
ま
ん
、
ち
ょ
う
じ
ゃ

の
、
か
け
た
は
し

伍
市
内
長
者
の
掛
け
た
橋

ぜ
ん
あ
る
、
ひ
と
が
、
わ
た
る
は
し

普
あ
る
人
が
渡
る
橋

ぜ
ん
あ
る
、
ひ
と
が
、
わ
た
る
と
き

善
あ
る
人
が
波
る
時

し
ち
け
ん
、
し
め
ん
に
、
み
て
わ
た
る

七
附
凶
函
に
凡
て
渡
る

あ
く
あ
る
、
ひ
と
が
、
わ
た
る
時

怒
あ
る
人
が
渡
る
時

い
ど
よ
り
、
ほ
そ
く
て
、
わ
た
ら
れ
ぬ

糸
よ
り
細
く
て
、
波
ら
れ
ぬ

し
だ
を
、
み
れ
ば
、
だ
い
じ
や
す
む

下
を
凡
れ
ば
大
蛇
緩
む

う
い
を
、
み
れ
ば
、

お
に
か
さ
で

上
を
見
れ
ば
鬼
か
さ
で
(
蛇
で
つ
)

あ
ま
り
、
こ
こ

ろ
が
、
か
な
し
さ
に

余
り
心
が
悲
し
さ
に

む
こ
う
、
が
わ
ら
を
、
見
申
せ
ば

向
こ
う
河
原
を
見
申
せ
ば

お
じ
ぞ
う
、
さ
ん
が
、
お
た
ち
お
り

お
地
蔵
様
が
お
立
ち
お
り

お
だ
す
け
、
た
ま
い

や
、
お
じ
ぞ
さ
ん

お
救
け
た
ま
え
や
お
地
蔵
様

帰
命
頂
礼
天
峠
一一
の

(m) 



た
す
け
で
、
ゃ
る
の
は
、
や
す
け
れ
ど

救
け
て
や
る
の
は

易
け
れ
ど

わ
れ
ら
が
、
し
ゃ
ば
に
、
い
る
と
き
は

汝
(
わ
れ
)
ら
が
裟
婆
に
い
る
と
き
は

ぜ
ん
を
、
つ
く
さ
ぬ
、
あ
く
ば
か
り

普
を
尽
く
さ
ぬ
忍
ば
か
り

こ
れ
が
、
こ
の
よ
の
、
み
せ
し
め
だ

こ
れ
が
こ
の
世
の

見
せ
し
め
だ

(七
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
ご
し
ょ
ぐ
る
ま

帰
命
頂
礼

後
生
(
御
所
?
)
車

ひ
い
て
、
ご
し
よ
う
に
、
な
る
な
れ
ば曳

い
て
後
生
に

な
る
な
れ
ば

わ
た
し
も
、
ひ
き
ま
す
、
ご
し
ょ
ぐ
る
ま

私
も
曳
き
ま
す
後
生
班
十

ひ
と
ひ
き
、
ひ
い
て
は
、
父
の
た
め

一
曳
き

曳
い
て
は

父
の
た
め

ふ
た
ひ
き
、
ひ
い
て
は
、
母
の
た
め

ニ
曳
き
.
曳
い
て
は

母
の
た
め

み
ひ
き
、
よ
ひ
き
を
、
ひ
い
た
な
ら三

曳
き

四
曳
き

を

曳

い

た
な
ら

せ
ん
ぞ
、
ぶ
た
い
の
、
た
め
と
な
る

先

祖

譜

代

の

た

め
と
な
る

み
ひ
き
、
よ
ひ
き
を
、
ひ
く
う
ち
に三

曳
き
四
曳
き
を

曳
く
う
ち
に

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
に
、
ひ
き
づ
け
た極

楽
浄
土
に
曳
き
稽
け
た

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
ま
ん
な
か
に

僅
楽
浄
土
の
真
ん
中
に

(m
)
 

こ
が
ね
の
、
た
い
ぼ
く
、
お
た
ち
あ
り

黄
金
の
大
木
お
立
ち
あ
り

い
だ
の
、
な
が
さ
や
、
は
の
ひ
ろ
さ

校
の
H
K
さ
や
業
の
広
さ

八
百
、
よ
じ
ん
に
、
ひ
ろ
が
り
て

八
百
由
旬
に
広
が
り
て

は
る
の
、
ひ
が
ん
に
、
は
な
さ
い
て

春
の
彼
岸
に
花
咲
い
て

あ
き
の
、
ひ
が
ん
に
、
み
を
む
す
ぶ

秋
の
彼
岸
に
尖
を
給
ぶ

こ
の
み
を
、

一
食
、
い
た
だ
け
ば

こ
の
実
を

一
食
い
た
だ
け
ば

せ
ん
に
ち
、
せ
ん
や
の
、
食
と
な
る

千
日
千
夜
の
食
と
な
る

こ
の
み
を
、
二
食
、
い
た
だ
け
ば

こ
の
実
を
二
食
い
た
だ
け
ば

八
百
、
四
年
の
、
じ
み
よ
う
あ
る

八
百
余
年
の
寿
命
あ
る

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
同
開
成
仏
荷
量
阿
弥
陀

}¥ 
き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
あ
ん
で
ら
の

こ
う
の
、
け
む
り
は
、
ほ
そ
け
れ
ど

て
ん
に
、
あ
が
り
て
、
く
も
と
な
る

ご
し
き
の
、
く
も
の
、
そ
の
あ
い
だ

帰
命
頂
礼

申唯
土寸の

香
の
煙
は
細
け
れ
ど

天
に
上
が
り
て
雲
と
な
る

五
色
の
雲
の
そ
の
問



お
じ
ぞ
う
き
ん
が
、
お
た
ち
お
り

お
が
む
と
、
す
れ
ば
、
く
も
か
ぶ
り

拝
む
と
す
れ
ば
雲
か
ぶ
り

く
も
ほ
ど
、
じ
ゃ
け
ん
の
、
も
の
は
な
い

雲

ほ

ど

邪

慢

の

も

の

は

な

い

く
も
に
、
じ
ゃ
け
ん
は
、
な
け
れ
ど
も

雲
に
邪
慢
は
鑑
…
け
れ
ど
も

わ
が
み
が
、
じ
ゃ
け
ん
で
、
お
が
ま
れ
ぬ我

が
身
が
邪
慢
で
持
ま
れ
ぬ

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
紙
、
阿
弥
陀

お
地
蔵
様
が
お
立
ち
お
り

(
九
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
あ
さ
が
お
の

み
あ
げ
、
み
お
ろ
し
、
み
た
お
や
を

見

上

げ

見

下

ろ

し

見

た

殺

を

し
す
れ
ば
、
な
が
く
は
、
と
め
お
か
ん

死
す
れ
ば
長
く
は
留
め
お
か
ん

あ
ま
だ
の
、
ひ
と
が
、
あ
つ
ま
り
て

数
多
の
人
が
集
ま
り
て

か
ん
を
、
さ
す
な
ら
、
た
て
が
ん
に

結
を
指
す
な
ら
立
絡
に

ま
く
を
、
は
る
な
ら
、
し
ほ
う
ば
り

幕
を
張
る
な
ら
四
方
張
り

く
り
げ
の
、
さ
し
げ
に
、
く
ら
を
か
け

市
市
毛
の
差
毛
に
較
を
掛
け

は
だ
、
て
ん
が
(
い
)
を
、
さ
し
か
け
て

幡

天

蓋

を

差
し
掛
け
て

帰
命
頂
礼
朝
顔
の

の
う
の
、
お
く
り
は
、
に
ぎ
わ
し
さ

野
(辺
)
の
送
り
は
賑
わ
し
き

そ
れ
か
ら
、
さ
き
は
、

一
人
た
び

そ
れ
か
ら
先
は
一
人
旅

あ
と
さ
き
、
み
て
も
、
つ
れ
は
な
し

後
先
見
て
も
連
れ
は
鑑
し

つ
い
と
、
か
さ
と
を
、
つ
れ
と
し
て

杖
と
笠
と
を

連

れ

と

し
て

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
に
、
お
ぬ
り
こ
む極

楽
ゆ
土
に
お
繰
り
込
む

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀

(
十
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
こ
う
や
さ
ん

な
ぜ
に
、
ご
し
よ
う
を
、
ね
が
わ
ん
ぞ

何
故
に
後
生
を
願
わ
ん
ぞ

ね
が
い
は
、
か
の
う
、
あ
ん
ら
く
に

願
い
は
叶
う
安
楽
に

だ
い
ち
な
、
お
や
で
も
、
わ
が
こ
で
も

大
事
な
親
で
も
我
が
子
で
も

し
す
れ
ば
、
な
が
く
は
、
と
め
お
か
ん

死

す

れ

ば

長

く
は
留
め
お
か
ん

と
か
く
、
こ
の
よ
は
、
か
り
の
や
ど

と

か

く

こ

の

山

は

仮

の

宿

あ
ま
だ
の
、
ひ
と
が
、
あ
つ
ま
り
て

数
多
の
人
が
集
ま
り
て

か
ん
を
、
さ
す
な
ら
、
た
て
が
ん
に

帰
ム
叩
瓜
礼
吉
岡
野
山

村
山
を
指
す
な
ら

立
結
に

(m〉



ま
く
を
、
は
る
な
ら
、
し
ほ
う
ば
り

幕
を
張
る
な
ら
四
方
張
り

じ
よ
う
ぶ
つ
、
ど
う
に
、
ゆ
く
と
き
は

成
仏
道
に
行
く
と
き
は

の
う
の
、
お
く
り
は
、
に
ぎ
わ
し
さ

野
(
辺
)
の
送
り
は
賑
わ
し
き

そ
れ
か
ら
、
さ
き
は
、

一
人
た
び

そ
れ
か
ら
先
は

一
人
旅

さ
ん
づ
の
、
か
わ
に
も
、
ひ
で
の
さ
ま

三
注
の
川
に
も
死
出
の
き
ま
す
)

そ
れ
を
、
こ
し
て
は
、
ご
く
ら
く
に

そ
れ
を
越
し
て
は
極
楽
に

じ
よ
う
ぶ
つ
、
じ
よ
う
と
に
、
ゆ
く
み
ち
の

成

仏

浄

土

に

行

く

道

の

あ
か
ず
の
、
も
ん
が
、

一二

つ
あ
る

聞
か
ず
の
門
が

三
つ
あ
る

ざ
い
さ
ん
、
か
ね
で
は
、
あ
け
ば
こ
そ

財
産
金
で
は
附
け
ば
こ
そ

お
ね
ぶ
つ
、
ろ
く
じ
で
、
さ
ら
と
あ
くお

念

仏

六

字

で

さ

ら
と
開
く

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
惟
阿
弥
陀

十
き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
く
づ
の
は
が

い
や
な
、
し
の
だ
の
、
わ
が
さ
と
に

嫌
な

信
太
の

我
が
里
に

か
い

ら
ざ
、
な
る
ま
い
、
ぎ
り
と
し
て日

巾
ら
ぎ
な
る
ま
い
線
型
と
し
て

帰
命
頂
礼

潟

の
業
が

四

(
川
)

か
い
る
、
こ
の
み
は
、
あ
さ
さ
い
て

帰
る

こ
の
身
は
朝
咲
い

て

ょ
っ
に
、
し
お
る
る
、
あ
き
が
お
の

阻
つ
に
婆
る
る
朝
顔
の

は
な
ち
る
、
ほ
ど
も
、
い
と
わ
ね
ど

花
散
る
程
も
以
わ
ね
と

あ
と
に
、
の
こ
り
し
、
ど
う
じ
ま
る

後
に
残
り
し
市
「
九

ち
ぶ
さ
に
、
こ
ま
り
て
、
な
く
で
あ
ろ
う

乳
房
に
山
間
り
て
泣
く
で
あ
ろ
う

あ
い
の
、
か
ら
か
み
、
そ
よ
と
あ
け

間
の
山
同紙
そ
よ
と
聞
け

ね
む
り
し
、
ど
う
じ
を
、
ゆ
り
お
こ
し

限
り
し
故
，十を

M
M
り
起
こ
し

こ
れ
/
t

¥

ど
う
じ
よ
、
ど
う
じ
ま
る

こ
れ
こ
れ
重
千
よ

輩
「
丸

母
が
、
か
い
り
し
、
そ
の
あ
と
は

り
が
μ
町
り
し
そ
の
後
は

ち
ょ
う
ち
ょ
や
、
と
ん
ぼ
の
、
む
し
け
ら
を

蝶

々

や

と

ん

ぼ

の

虫

け

ら
を

か
な
ら
づ
、

I
l
i
--
、
し
よ
く
す
る
な

必

ず

必

ず

食

す

る

な

し
よ
く
せ
ば
、
せ
じ
よ
う
の
、
み
な
さ
ん
に

食
せ
ば
叶
い
怖
の
皆
様
に

あ
れ
が
、
き
つ
ね
の
、
子
じ
ゃ
か
ら
とあ

れ
が
狐
の
干
じ
ゃ
か
ら
と

ゆ
わ
れ
ぬ
よ
う
に
た
の
む
ぞ
い

一言
わ
れ
ぬ
よ
う
に
頼
む
ぞ
い

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
同
時
成
仏
南
舶
、
阿
弥
陀



(
十
二
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
た
か
た
ひ
め

ひ
め
は
、
十
七
、
と
の
十
九

鋭
は
十
七
殿
十
九

十
九
の
、
と
の
が
、
は
で
さ
た
に

十
九
の
殿
が
田
市
て
去
っ
た
に

(?
)

ま
い
の
、
て
ら
い
と
、
て
ら
ま
い
り

前
の
寺
へ
と
寺
参
り

て
ら
の
、
こ
い
ん
に
、
こ
し
を
か
け

寺
の
小
縁
に
腰
を
掛
け

こ

れ

/¥
、
も
う
し
、
お
し
よ
う
さ
ま

こ
れ
こ
れ
も
う
し

和

尚
様

こ
こ
に
、
ひ
と
つ
の
、
ね
が
い
あ
る

こ
こ
に

一
つ
の

願
い
あ
る

お
や
の
、
た
め
か
い
、
子
の
た
め
か

親
の
た
め
か
い
子
の
た
め
か

お
や
は
、
ま
だ
あ
る
、
子
は
も
た
ん

親
は
ま
だ
あ
る
子
は
持
た
ん

そ
こ
で
、
お
し
よ
う
さ
ん
、
き
き
さ
ど
り

そ

こ

で

和

尚

様

聞

き

悟

り

か
み
そ
り
、
て
に
も
ち
、
た
ち
あ
が
り

目
安
剃
り
手
に
持
ち
立
ち
上
が
り

た
け
ほ
ど
、
の
び
た
る
、
く
ろ
が
み
を

丈

程

伸

び

た

る

里

髪

を

す
じ
よ
う
、
む
じ
よ
う
に
、
す
り
お
と
し

索

情

無

情

に

剃
り
落
と
し

ょ
す
じ
の
、
わ
ら
じ
に
、
み
を
の
せ
で四

筋
の

草

鮭

に

身
を
乗
せ
て

帰
命
頂
礼
高
図
版

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
く
ろ
た
い
の帰

命
頂
礼
ク
ロ
タ
イ
(ワ
)の

じ
ん
せ
い
、
わ
づ
か
、
五
十
年

人

生

わ

ず

か

五

十

年

は
な
に
、
た
と
い
で
、
あ
さ
が
お
の

花
に
帥
甘
え

て

朝

顔

の

つ
ゅ
よ
り
、
も
ろ
き
、
み
を
も
ち
て

露
よ
り
脆
き
身
を
持
ち
て

な
ぜ
に
、
ご
し
よ
う
を
、
ね
が
わ
ん
ぞ

何

故

に

後

生

を

断

わ

ん

ぞ

ね
が
い
ば
、
か
の
う
、
あ
ん
ら
く
に

願
え
ば
川
う
安
楽
に

た
と
い
、
う
き
ょ
に
、
な
が
ら
え
て

仮

令

浮

世

に

た
の
し
い
、
こ
こ
ろ
に
、
ま
か
せ
ど
も

お
い
も
、
わ
か
き
も
、
よ
め
む
こ
も

お
く
り
、
さ
き
た
つ
、
ょ
の
な
ら
い

し
こ
く
、
さ
い
こ
く
、
ま
わ
り
ゆ
く

し
こ
く
、
さ
い
こ
く
、
ま
わ
れ
ど
も

も
と
の
、
よ
う
な
る
、
と
の
は
な
い

う
ち
さ
、
か
い
る
の
、
こ
こ
ろ
さ
し

(十
三
)

四

国

西

国

廻

り

行

く

四

国

西

国

廻

れ

ど

も

元
の
よ
う
な
る
殿
は
怖
い

家
さ

(
へ
)

帰
る
の
志

水
ら
え
て

楽
し
い
心
に
任
せ
ど
も

老
い
も

若

き

も

嫁

燃

も

送
り

先
立
つ
世
の
習
い

二
五

(
川
)



花
も
、
も
み
ぢ
も
、
ひ
と
ざ
か
り

十
や
、
十
五
の
、
つ
ぼ
み
ば
な

十
九
や
、

二
十
は
、
花
、
ざ
か
り

し
ょ
た
い
、
ざ
か
り
の
、
人
々
も

す
ぐ
に
、
し
す
る
、
も
の
も
あ
り

す
ぐ
に
死
す
る
者
も
あ
り

あ
き
な
に
、
わ
ら
い
し
、
お
き
な
子
も

朝

な

に

笑

い

し

幼

子

も

く
れ
に
は
、
け
む
り
と
、
な
る
も
あ
り

暮
れ
に
は
煙
と
な
る
も
あ
り

し
ゃ
ば
は
、
ひ
に
ぢ
に
、
と
う
ざ
か
り

裟
婆
は
日
に
日
に

(
?
)

遠
ざ
か
り

し
す
る
は
、
年
々
、
き
か

e

つ
い
て

死
す
る

は

年

々

近
付
い
て

今
日
は
、
た
に
ん
の
、
そ
う
れ
い
し

-
今
日
は

他
人

の

葬

礼
し

あ
す
は
、
わ
が
み
の
、
そ
う
れ

(
い
)
ぞ

明

日

は

我

が
身
の

葬

礼
ぞ

こ
れ
を
、
お
も
い
ば
、
み
な
人
よ

こ
れ
を
思
え
ば

皆

人
よ

さ
き
た
つ
、
人
の
、
つ
い
ぜ
ん
に

先
立
つ
人
の

追

醤

に

お
ね
ぶ
つ
、
も
う
し
て
、
し
ん
づ
べ
し

お
念
仏
申
し
て

進
ず
べ
し

あ
あ
、
有
り
が
た
や
、
あ
み
だ
ぶ
つ

あ

あ

有

り
が
た
や

阿

弥

陀
仏

と
な
い
で
、
ま
い
れ
や
、
ご
く
ら
く
に

唱
え
て

参
れ
や
極
楽
に

花
も

紅
紫
も

凝
り

十
や

十
五
の

習
花

十
九
や

二
十
は

花

威
り

所
帯
縫
り
の

人
々
も

二
六

(
山

)

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
機
成
仏

南
鉦
阿
弥
陀

(
十
四
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
七

つ
子
の

お
て
ら
、
ま
い
り
の
、
そ
う
ぞ
く
は

き
ん
だ
ん
、
ど
ん
す
に
、
ひ
の
は
か
ま

ば
ら
お
の
、
せ
き
だ
に
、
み
を
の
せ
で鼻

緒
の

ひ
だ
り
の
、
お
ん
て
に
、
こ
う
を
も
ち

左
の
御
手
に
香
を
持
ち

み
ぎ
り
の
、
お
ん
て
に
、
は
な
を
も
ち

右
の
御
手
に
花
を
持
ち

ふ
ち
さ
の
、
て
ら
に
と
、
い
そ
が
る
る

藤
沢
の

寺

に

と

急

が

る

る

い
そ
げ
ば
、
み
ち
も
、
は
や
い
も
の

急

げ

ば

道

も

早

い

も

の

ふ
ち
さ
の
、
て
ら
に
と
、
っ
き
に
け
れ藤

沢

の

寺

に
と

若
き
に
け
れ

ぎ
や
く
て
ん
、
は
る
か
に
、
見
申
せ
ば

逆
天
(
極
殿
)
は
る
か
に

見
申
せ
ば

り
ょ
う
し
ん
、
お
や
さ
ん
、
い
は
い
あ
る

肉

親

親

機

位

牌

あ

る

こ
う
を
、
あ
げ
て
は
、
い
こ
う
す
る

花
を
、
あ
げ
て
は
、
ほ
ろ
と
な
き

帰
命
頂
礼
七
つ
子
の

お
寺
参
り
の
装
束
は

金
欄
椴
子
に
緋
の
袴

雪
駄
に

身
を
乗
せ
て

香
を
上
げ
て
は

回
向
す
る

花
を
上
げ
て

は

ほ

ろ

と
泣
き



そ
こ
い
、
お
し
よ
さ
ん
、
た
ち
よ
り
てそ

こ
へ
和
尚
様

立
ち
寄
り
て

こ
れ
/
¥
、
七
つ
子
、
な
に
を
す
る

こ

れ

こ

れ

七

つ
子
何
を
す
る

お
て
ら
、
ま
い
り
は
、
ま
だ
早
い

お
寺
参
り
は
ま
だ
早
い

き
い
て
、
お
く
れ
よ
、
お
し
よ
う
さ
ん

聞
い
て
お
く
れ
よ
和
尚
様

お
て
ら
、
ま
い
り
は
、
は
や
け
れ
ど

お
寺
参
り
は
早
け
れ
ど

父
さ
ん
、
し
ん
で
、

三
年
き

父

様

死

ん

で

三
年
忌

母
さ
ん
、
し
ん
で
、
今
日
七
日

母
様
死
ん
で
今
日
七
日

兄
は
、
た
こ
く
に
、
す
ま
い
お
り

兄

は

他

国

に

住

ま

い

お

り

い
も
う
と
、

三
つ
で
、
が
ん
ぜ
な
し

妹
三
つ
で
頑
是
な
し

お
て
ら
、
ま
い
り
は
、
わ
し

一
人

お
寺
参
り
は
わ
し
一
人

お
ち
る
、
な
み
だ
は
、
す
い
し
よ
う
の

落
ち
る
一棋
は
水
目
聞
の

づ
つ
の
、
き
れ
た
も
、
ご
ど
く
な
り

数

珠

の

切

れ

た

も

如

く

な

り

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
株
成
仏
南
無
阿
弥
陀

(
十
五
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
十
七
が

帰
命
頂
礼

十
七
が

た
ま
の
、
よ
う
な
る
、
子
を
な
く
し

珠
の
よ
う
な
る

子
を
無
く
し

な
い
て
、
く
ど
い
て
、
お
る
よ
り
も泣

い
て
口
説
い
て
お
る
よ
り
も

ろ
く
ぶ
の
、
し
た
く
に
、
み
を
な
い
て六

部
の
支
度
に
身
を
な
し
て

ろ
く
じ
よ
う
、
ろ
く
ぶ
を
、
ま
わ
り
ゆ
く

六
十
六
部
を

廻
り
行
く

ろ
く
じ
よ
う
、
ろ
く
ぶ
を
、
ま
わ
る
う
ち

六
十
六
部
を
廻
る
う
ち

は
な
の
、
て
ら
に
と
、
ま
わ
り
ゆ
く

花
の
寺
に
と
廻
り
行
く

て
ら
の
、
こ
い
ん
に
、
こ
し
を
か
け

寺
の
小
縁
に
腰
を
掛
け

花
の
、
お
に
は
を
、
み
も
う
せ
ば

花
の
お
庭
を
見
申
せ
ば

さ
い
た
る
、
は
な
は
、
ち
り
も
せ
づ

咲
い
た
る
花
は
散
り
も
せ
ず

つ
ぼ
み
し
、
は
な
が
、
ち
り
お
ち
る

菅
み
し
花
が
散
り
落
り
る

ろ
く
ぶ
、
ふ
ふ
が
、
そ
れ
を
み
て

六
部
夫
婦
が
そ
れ
を
見
て

は
な
も
、
わ
が
子
も
、
み
な
お
な
じ

花

も

我

が

子

も

皆

同

じ

も
う
と
、
な
く
ま
い
、
く
ど
く
ま
いも

う
(と
)
泣
く
ま

い

口

説
く
ま
い

う
ち
さ
、
か
い
る
の
、
こ
こ
ろ
ざ
し

家
き
帰
る
の
志

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
鑑
阿
弥
陀

七

(
凶
)



(十
六
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
十
七
が

あ
さ
は
、
あ
さ
お
き
、
み
を
き
よ
め

朝

は

朝

起

き

身

を

清

め

わ
が
み
は
、
そ
こ
く
に
、
お
ち
る
と
も

我
が
身
は
地
獄
に
堕
ち
る
と
も

ふ
た
お
や
、
さ
ま
は
、
ご
く
ら
く
に

二
親
様

は

極

楽

に

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
ま
ん
な
か
に

極
楽
浄
土
の
真
ん
中
に

こ
が
ね
の
、
お
と
う
を
、
お
た
ち
あ
り黄

金

の

お

立

を

お

立

ち

あ

り

し
ほ
う
、
た
る
き
に
、
あ
げ
ご
う
し

四
万

f

唯
一木
に

場
げ
格
干

や
ね
は
、
つ
ば
さ
の
、
は
ね
で
ふ
き

屋
似
は
問
問
の
羽
恨
で
茸
き

す
き
も
の
、
な
ど
を
、
み
も
う
せ
ば

敷
き
物
な
と
を
見
申
せ
ば

は
す
の
、
は
の
は
の
、
す
き
も
の
で

蓮
の
指
南
の
業
の
敷
き
物
で

き
ん
の
、
か
ら
か
み
、
き
ん
ぴ
ょ
う
ぶ

金
の
唐
紙
金
堺
風

こ
こ
が
、
ふ
た
お
や
、
す
む
と
こ
ろ

こ
こ
が
二
親

住

む

所

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆

機

成

仏

両

拙
阿
怖
陀

帰
命
頂
礼

十
七
が

(一

七
)

八

(
山
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
十
七
が

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
入
口
で

こ
い
、
は
り
あ
げ
て
、
な
い
て
お
る

声
張
り
上
げ
て
泣
い
て
お
る

そ
こ
い
、
じ
ぞ
う
さ
ん
、
お
た
ち
よ
り

そ
こ
へ
地
蔵
株
お
立
ち
寄
り

こ
れ
こ
れ
、
十
七
、
な
ぜ
な
き
ゃ
る

こ
れ
こ
れ
十
七
何
故
泣
き
や
る

き
い
て
、
お
く
れ
よ
、
お
じ
ぞ
さ
ま

聞
い
て
お
く
れ
よ
お
地
蔵
燥

さ
き
た
つ
、
ふ
た
お
や
、
あ
と
に
し
て

先
立
つ

二
親

後

に

し

て

か
わ
い
い
、
お
さ
な
ご
、
ふ
り
す
て
て

叶
愛
い
幼
子
振
り
姶
て
て

つ
み
な
き
、
夫
に
、
く
ろ
を
か
け

邦
な
き
夫
に
苦
労
を
掛
け

な
ん
で
、
な
か
づ
に
、
お
ら
り
ょ
う
か

何
で
泣
か
ず
に
お
ら
り
ょ
う
か

か
い
し
て
、
お
く
れ
よ
、
お
じ
ぞ
さ
ま

帰
し
て
お
く
れ
よ
お
地
蔵
様

か
い
す
も
、
も
と
す
も
、
や
す
け
れ
ど

帰

す

も

戻

す

も

易

け

れ

ど

け
さ
ほ
ど
、
い
ん
ま
の
、
ち
ょ
う
に
の
り

今

刺

殺

附

慌

の

帳

に

載

り

い
か
り
を
、
お
ろ
せ
よ
、
十
七
よ

帰
命
以
礼
十
七
が

極
楽
浄
土
の
入
り
口
で

鮒
を
降
ろ
せ
よ
十
七
よ



そ
こ
で
、
十
七
、
か
く
ご
し
て

そ

こ

で

十

七

え

憎

し
て

し
ろ
の
、
き
や
は
ん
に
、
し
ろ
の
た
び

白
の
脚
終
に

白

の

足

袋

ご
ん
ぞ
、
わ
ら
じ
に
、
み
を
の
せ
で権

殺

す

)

草
鮭

に

身

を

乗

せ
て

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
ほ
そ
み
ち
を

極
楽
浄
土

の

細

道

を

あ
と
よ
、
さ
き
よ
と
、

一
人
た
び

後

よ

先

よ

と

一
人
旅

お
に
ほ
ど
、
じ
ゃ
け
ん
の
、
も
の
は
な
い

鬼
判
官
邪
慢
の
者
は
な
い

十
七
、
き
た
か
ら
、
と
う
す
な
よ

十

七

来

た

か

ら

過
す
な
よ

お
や
よ
り
、
さ
き
た
つ
、
ふ
こ
う
も
の

親
よ
り
先
史
つ

-小
孝
者

ち
の
い
け
、
じ
こ
く
さ
、
お
と
そ
う
か

胤
の
池
地
獄
さ

(
へ
)

落
と
そ
う
か

む
じ
よ
う
の
、
や
ま
さ
、
の
ほ
そ
う
か

伽
.
怖
の
山
さ

登

そ

う

か

そ
こ
で
、
十
七
、
お
ど
ろ
い
て

そ

こ

で

十

七

篤

い

て

お
だ
す
け
、
た
ま
い
や
、
お
じ
ぞ
さ
ま

お
数
け
た
ま
え
や
お
地
蔵
線

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
概
阿
弥
陀

十
)¥. 

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
十
七
は

帰
九
州
問
札

+

七

は

十
二
、
ひ
と
い
を
、

き
か
ざ
り
て
、

た
ま
の
、
た
す
き
を
、
ゆ
ら
と
か
け

珠
の
俸
を
ゆ
ら
と
掛
け

こ
が
ね
の
、
お
し
ゃ
む
ち
、
お
て
に
も
ち

賞

金

の

お

杓

文

字

御

手

に

持

ち

ま
も

っ
て
、
く
だ
さ
る
、
お
や
し
く
(
く
し
)
は

守
っ
て
下
さ
る
お
薬
師
は

ど
ち
ら
の
、
よ
ね
に
、
お
わ
し
ま
す

と
ち
ら
の
米
に
お
わ
し
ま
す

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
み
た
の
よ
ね

極
奈
川
印
土
の
弥
陀
(
御
国
)
の
米

さ
て
も
、
み
ご
と
の
、
お
て
ら
さ
ま

き

て

も

見

事
の
お
寺
川
開

き
ん
ぎ
ん
、
ま
じ
り
の
、
ば
ば
の
す
ぎ

金
制
限
ま
じ
り
の
均
以
の
杉

き
ん
し
ん
、
き
も
ど
は
、
か
づ
し
れ
ず

会
糸
荷
物
は
数
知
れ
ず

き
ん
し
ん
、
こ
い
だ
を
、
み
も
う
せ
ば

金
糸
小

伎

を

弘

中

せ
ば

き
ん
ぎ
ん
、
た
ま
が
、
な
り
さ
が
る

金

銭

珠

が

な

り

下

が

る

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ

、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
無
阿
弥
陀

十
二

m衣
を

粁

飾
り
て

(十
九
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
嫁
子
殿

ゆ
め
を
、
見
た
見
た
、
よ
い
ゆ
め
を

夢

を

凡

た

け凡
た

良

い

夢

を

保
九
叩
川
出
札
妹
御
殿

二
九

(
山
)



は
ん
じ
て
、
お
く
れ
よ
、
嫁
子
殿

は
ん
じ
て
、
あ
げ
ま
す
、
母
様
よ

七
十
七
で
は
、
ま
だ
は
や
い

八
十
八
の
、
祝
し
て

九
十
九
年
の
、

三
月
の

棲
の
花
の
、
さ
か
り
み
て

其
の
時
、
空
し
く
、
な
り
た
ま
い

其
の
時
空
し
く
な
り
た
ま
え

そ
の
時
、
こ
そ
は
、
と
め
や
せ
ぬ

其
の
時
こ
そ
は
留
め
や
せ
ぬ

そ
こ
で
、
母
様
、
か
く
ご
し
て

そ

こ

で

母

様

覚

悟

し

て

四
本
、
ば
し
ら
を
、
た
ち
そ
ろ
い

四
本
柱
を
立
ち
揃
え

き
ん
だ
ん
、
ど
ん
す
の
、
ま
く
を
は
り

金
制
鍛
子
の
幕
を
張
り

あ
や
と
、
に
し
き
の
、
は
だ
を
た
て

綾
と

錦

の

幡

を

立
て

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
に
、
お
ぬ
り
こ
み極

楽
浄
土
に
お
繰
り
込
み

ご
く
ら
く
、
じ
よ
う
と
の
、
お
お
も
ん
は

同
組
楽
浄
土
の
大
門
は

お
し
て
も
、
ひ
い
て
も
、
あ
け
ば
こ
そ

押
し
で
も
引
い
て
も
聞
け
ば
こ
そ

お
ね
ぶ
つ
、
ろ
く
じ
で
、
さ
ら
と
あ
くお

念

仏

六

字
で
さ
ら
と
聞
く

判
じ
て
お
く
れ
よ
嫁
御
殿

判
じ
て

あ
げ
ま
す
ほ
様
よ

七
十
七
で
は
ま
だ
早
い

八
十
八
の
祝
い
し
て

九
十
九
年
の
三
月
の

桜
の
花
の
盛
り
見
て

。
(
山
〉

お
ね
ぶ
つ
、
し
ぎ
ょ
う
は
、
あ
り
が
た
いお

念
仏
修
行
は
あ
り
が
た
い

(
二
十
)

き
み
ょ
う
、
ち
ょ
う
ら
い
、
あ
き
が
お
の

さ
ん
ご
く
、
い
ち
の
、
ふ
ち
の
や
ま

ま
わ
り
て
、
み
れ
ば
、
や
つ
が
た
に

廻
り
て
見
れ
ば
八
つ
が
谷

や
つ
が
、
た
に
か
ら
、
お
ち
る
み
づ

八
つ
が
谷
か
ら
落
ち
る
水

み
だ
れ
し
、
か
わ
と
て
、
せ
は
ひ
と
つ

乱
れ
し
川
と
て
瀬
は

一
つ

み
た
れ
し
、
か
わ
の
、
そ
の
な
か
に

乱
れ
し
川
の
そ
の
中
に

こ
が
ね
の
、
こ
い
し
が
、
た
だ
ひ
と
つ

策
金
の
小
石
が
た
だ

一
っ

こ
が
ね
の
、
こ
い
し
の
、
そ
の
、
つ
い
に

黄
金
の
小
石
の
そ
の
上
に

お
や
に
、
ふ
こ
う
の
、
と
り
が
す
む

親

に

不

孝

の

鳥

が

棲

む

は
が
い
に
、
ゆ
き
し
も
、
ふ
り
か
か
り羽

交
い
に
雪
霜
降
り
か
か
り

あ
し
は
、
こ
う
り
に
、
と
じ
め
ら
れ

足

は

氷

に

閉

じ

(こ
)
め
ら
れ

は
や
く
、
み
ょ
う
ね
ん
、
春
が
き
て

早

く

明

年
前
軒
が
来
て

は
が
い
の
、
ゆ
き
し
も
、
と
け
た
な
ら羽

ホ
〈
い
の

帰
A
叩
情
出
札
制
頗
の

三
国
一

の
富
士
の
山

雪
霜

解
け
た
な
ら



ふ
ち
の
、
お
や
ま
に
、
と
ぴ
あ
が
り

富
士
の

ひ
が
し
を
、
む
い
て
は
、
父
お
が
み

に
し
を
、
む
い
て
は
、
母
お
が
み

お
や
は
、
さ
ん
づ
、
み
た
に
よ
ら
い

お
や
ほ
ど
、
と
う
と
い
、
も
の
は
な
い

お
山
に
飛
び
あ
が
り

東
を
向
い
て
は

父

拝

み

四
を
向
い
て
は
り
符
み

殺
は
三
進

弥

陀

加

来

親
程
崎
県
い
者
は
組
.
い

(二
十
二

ご
か
じ
ょ
の
、
む
す
め
の
、
な
つ
ゆ
か
だゴ

カ

ジ

ョ

の

般

の

夏

浴

衣

ど
こ
の
、
こ
う
や
で
、
そ
め
た
や
ら

何

処

の

紺

尾

で

染

め

た

や

ら

ひ
が
し
の
、
こ
う
や
で
、
そ
め
た
や
ら

ぃ
取
の
紺
原
で
染
め
た
ゃ
ら

に
し
の
、
こ
う
や
で
、
そ
め
た
や
ら

問
の
紺
川
崎
で
染
め
た
ゃ
ら

に
し
も
、
ひ
が
し
も
、
き
ょ
う
の
ぞ
め

国

も

東

も

京

の

染

め

(今
日
望
め
)

う
わ
ま
い
、
き
あ
げ
を
、
み
も
う
せ
ば

上

前

着

上

げ

を

凡
申
せ
ば

あ
ま
だ
、
に
よ
ら
い
が
、
あ
つ
ま
り
て

数

多

如

米

が

集

ま

り

て

つ
つ
や
、
ら
ん
ぷ
で
、
の
む
も
ょ
う

数

珠

や

ラ

ン

プ

(
ワ
)
で

飲
む
模
様

し
た
ま
い
、
き
あ
げ
を
、
み
も
う
せ
ば

下

前

着

上

げ

を

見

申

せ

ば

な
が
さ
き
、
た
ば
こ
の
、
し
ん
き
ざ
み

か
た
に
は
、
か
ら
ま
っ
、
ご
よ
の
ま
つ

肩

に

は

唐

松

五

業

の

松

八
月
、
な
か
は
の
、
こ
と
な
れ
は

八
月
半
ば
の
こ
と
な
れ
ば

十
五
や
、
お
つ
き
が
、
す
ら
/
¥
と

十

五

夜

お

月

が

す

ら

す

ら

と

あ
が
り
て
、
て
ら
す
、
も
よ
う
な
り

上

が

り

て

照

ら

す

僕

燥

な

り

こ
れ
ほ
ど
、
こ
の
ん
で
、
そ
め
た
も
の

こ
れ
経
M
叫
ん
で
染
め
た
も
の

い
ち
ど
も
、
き
も
せ
ぬ
、
き
せ
も
せ
ぬ一

度
も
若
も
せ
ぬ
お
せ
も
せ
ぬ

ご
か
じ
ょ
の
、
む
す
め
が
、

は
で
た
も
う

ゴ
カ
ジ
ョ
の
娘
が
来
て
た
も
う

は
し
を
、
わ
た
れ
ば
、
な
か
た
る
み

僑
を
波
れ
ば
中
弛
み

か
わ
を
、
こ
い
れ
ば
、
せ
に
ま
よ
い

川
を
帥
唱
え
れ
ば
誠
に
迷
い

あ
ま
り
、
こ
こ
ろ
が
、
か
な
し
さ
に

余
り
む
が
悲
し
さ
に

む
こ
う
、
が
わ
ら
を
、
み
も
う
せ
ば

向
ニ
う
河
原
を
見
巾
せ
ば

お
じ
ぞ
う
、
さ
ん
が
、
お
た
ち
お
り

お
地
説
僚
が
お
立
ち
お
り

お
た
す
け
、
た
ま
い
や
、
お
じ
ぞ
さ
ま

お
救
け
た
ま
え
や
お
地
威
川
悼

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

ι口
同
開
成
仏
南
世
阿
弥
陀

長

崎

煙

草

の

新

刻

み

(
山
)
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(二
十
二
)

お
ね
ぶ
つ
、
ほ
ん
し

ゃ
を
、
き
き
た
け
ば

お
念
仏

本
所
を
聞
き
た
け

(れ
)
だ

は
り
ま
の
、

く
り
の
、

し
ゃ
の

て
ら

摘
麿
の
国
の

(苦
)写
の
寺

お
し

ゃ
か
、
さ
ま
の
、
お
す
づ
り
は

お
釈
迦
様
の
お
mm
は

む
ら
さ
き
、
す
ず
り
の
、
き
や
ら
の
す
み

紫
硯
の
伽
回
線
の
還

し
か
の
、
ま
き
い
の
、
そ
の
ふ
で
て

。悦
の
十
時
絵
の
そ
の
却
で

か
い
た
る
、
お
き
ょ
う
は
、
な
に
と
な
に書

い
た
る
お
経
は
何
と
何

こ
が
ね
の
お
ほ
ん
さ
、

の
せ
か
け
て賞

金
の
お
鏡
さ
載
せ
か
け
て

あ
み
だ
の
、
ま
い
に
、
さ
し
だ
せ
ば

阿
弥
陀
の
前
に
泣
し
出
せ
ば

あ
み
だ
は
、

じ
よ
う
と
、

お
さ
め
お
く

阿
弥
陀
は
(
浄
土
)
納
め
置
く

み
な
さ
ん
、
じ
よ
う
ぶ
つ
、
な
む
わ
み
だ

皆
様
成
仏
南
無
阿
必
陀



【
校
歌
発
表
会
報
告
】

昭
和
六
十

一
年
十

一
月
十

一
日
、
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
の
校
歌
発
表
会
が
本
学
講
掌
に
て
開
催
さ
れ
た
。

校
歌
発
表
会
に
は
、
作
詞
者
谷
川
俊
太
郎
氏
、
作
曲
者
服
部
克
久
氏
を
は
じ
め
来
賓
、
企
業
関
係
代
表
者
、
学
園
関
係
者
、
父
母

の
会
、
同
窓
生
、
教
職
員
お
よ
び
全
学
生
、
あ
わ
せ
て
五
百
余
名
が
参
列
し
、
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
三
時
三
十
分
に
わ
た
り
盛
大

に
拳
行
さ
れ
た
c

建
学
の
精
神
を
象
徴
す
る
校
歌
。
教
育
の
理
想
を
結
晶
し
た
校
歌
。
限
り
な
い
未
来
へ
の
希
望
を
う
た
い
あ
げ
る
校
歌
。
そ
の
清

例
な
歌
声
が
、
や
わ
ら
か
な
秋
光
の
そ
そ
ぐ
講
堂
を
包
ん
だ
。
色
鮮
や
か
な
花
鉢
の
並
ぶ
ス
テ
ー
ジ
。
青
春
の
笑
顔
。
若
紫
色
の
楽

譜
を
見
つ
め
る
陸
。
声
と
心
は

一
つ
に
な
っ
た
。
校
歌
の
し
ら
べ
は
静
か
に
爽
や
か
に
流
れ
た
。
講
堂
の
前
に
は
、
学
生
の
製
作
し

た
「
校
歌
発
表
会
」
の
立
看
板
が
赤
、
青
の
花
飾
り
を
つ
け
て
い
る
。
黄
金
色
に
舷
ゆ
く
続
く
内
陣
の
上
に
も
、
「
創
立
二
十
周
年

記
念

・
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
校
歌
発
表
会
」
と
普
か
れ
た
文
字
が
躍
っ
て

い
た
。

校
歌
発
表
会
は
、
司
会
(
石
川
教
張
)
の
開
会
宣
言
の
後
、
発
表
会
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
父
母
の
会
、
紫
友
会
、
校
歌
普

及
委
員
会
お
よ
び
同
窓
会
の
四
会
を
代
表
し
て
、
紙
谷
威
瞭
氏
が
校
歌
制
定
の
経
過
報
告
を
行
っ
た

(校
歌
の
楽
譜
、
制
定
経
過
は

『紀
要
」
第
十
四
号
参
照
)
。

次
い
で
、
東
京
混
声
合
唱
団
の
大
田
道
代
さ
ん
の
指
煩
と
伴
奏
堀
内
由
美
さ
ん
に
よ
り
、
約
二
十
分
間
に
わ
た

っ
て
懇
切
な
歌
唱

指
導
が
な
さ
れ
た
。
「
歌
詞
の
言
葉
を
丁
寧
に
う
た
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
藤
色
は
皆
さ
ん
の
短
大
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
す
か
ら
、
そ

の
心
で
う
た
う
よ
う
に
」
。
初
め
は
素
直
で
は
あ
っ
た
が
小
さ
な
声
が
、
だ
ん
だ
ん
メ
リ
ハ
リ
の
き
い
た
リ
ズ
ム
に
な
り
、
や
が
て

大
き
な
伸
び
の
あ
る
歌
声
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
全
員
が
起
立
し
て
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

続
い
て
挨
拶
に
う
つ
る
。
初
め
に
庄
司
学
長
。
「ゴ

l
タ
マ
」
で
は
じ
ま
る
校
歌
は
、
新
し
い
仏
陀
の
純
粋
な
姿
を
表
現
し
た
も

の
」
と
諮
る
。
次
い
で
司
会
者
よ
り
谷
川
、
服
部
両
氏
の
紹
介
。
い
ず
れ
も
当
代
の
第

一
人
者
と
も
い
う
べ
き
詩
人
、

作
曲
家
の
業

五
五

(
部
)



五
六

(
釘
)

績
が
紹
介
さ
れ
る
。

ス
テ
ー
ジ
の
中
央
に
谷
川
氏
と
服
部
氏
。
ま
ず
谷
川
氏
が

「
作
詞
し
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
校
歌
が
学
生
皆
さ
ん
の
も
の
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
り
か
け
、
作
詞
を
朗
読
。
感
動
が
渦
巻
く
。
次
に
服
部
氏
が
経
妙
な
挨
妙
。「
歌
詞
を
頂
き

H

ほ

ほ
え
み
の
靭
さ
信
じ
て
H

と
い
う
一言
葉
を
活
か
し
て
作
曲
し
た
。
皆
さ
ん
の
顔
を
思
い
う
か
べ
、
や
さ
し
い
女
性
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
つ
つ
作
っ
た
。
い
い
歌
が
で
き
た
な
あ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
も
歌
っ
て
ほ
し
い
」
。
そ
れ
は
、

学
生
へ
の
メ
y

セ
l
ジ
で
も
あ
っ
た
。



こ
こ
で
、
谷
川
、
服
部
両
氏
と
東
京
混
声
合
唱
団
の
大
田
さ
ん
、
堀
内
さ
ん
に
、
学
生
代
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、

会
場
は
盛
ん
な
拍
手
に

つ
つ
ま
れ
る
。

ひ
き
続
い
て
来
賓
よ
り
祝
辞
が
お
く
ら
れ
る
。
列
席
い
た
だ
い
た
伊
藤
通
明
氏
(
静
岡
、
日
蓮
宗
感
応
寺
住
職
の
ほ
か
)
来
賓
各

伎
を
深
沢
俊
雄
氏
が

一
人
ひ
と
り
紹
介
し
た
後
、
初
め
に
駒
野
教
格
理
事
長
が

「
す
ば
ら
し
い
校
歌
の
合
唱
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
、

あ
り
が
と
う
。
希
望
と
幸
せ
を
め
ざ
し
て
前
進
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
。
次
い
で
鈴
木
幸
夫
跡
見
学
園
短
期
大
学
学
長
は
、
「
立
派

な
校
歌
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
学
閤
全
体
の
信
頼
関
係
の
表
わ
れ
で
あ
り
教
育
の
理
想
を
示
す
校
歌
の
完
成
を
心
か
ら
お
祝
い
す

る
」
と
諾
っ
た
。
小
椋
強
三
有
回
商
事
側
社
長
(
本
学
非
常
勤
講
師
)
は
「
た
い
へ
ん
見
事
な
校
歌
が
で
き
た
こ
と
は
全
員
の
喜
び

で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
奥
田
笠
美
子
父
母
の
会
会
長
は
、
「
や
さ
し
い
心
、
楽
し

い
心
に
ふ
れ
た
時
、
校
歌
を
思
い
出
し
て
歌

っ
て
ほ
し
い
。
い
つ
ま
で
も
校
歌
を
歌
い
継
い
で
く
だ
さ
い
」
と
学
生
に
諾
り
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
全
学
生
を
代
表
し
て
杉
沢
佳
子
紫
友
会
会
長
が
「
立
派
な
校
歌
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
H

ほ
ほ
え
み
の
靭
さ
u

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
校
歌
を
う
た
い
つ
づ
け
て
い
き
た

い
と
誓
っ
て
お
り
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
再
び
全
員
が
起
立
し
て
校
歌
斉
唱
。
真
実
の
言
葉
が
ロ

l
タ
ス
の
香
り
と
と
も
に
開
花
し
た
。
さ
ら
に
、
東
京
立
正
中
、

高
校
吹
奏
楽
部
生
徒
に
よ
っ
て
祝
賀
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
一

曲
、
二
曲
、
三
曲、

見
事
な
演
奏
が
心
に
響
く
。
や
が
て
発
表
会
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
。
谷
川、

服
部
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
各
位
が
学
生
の
拍
手
の
中
を
退
場
。
校
歌
発
表
会
は
明
る
く
華
や
か
で
、
し

か
も
厳
か
で
爽
や
か
な
歌
声
に

い
つ
ま
で
も
包
ま
れ
な
が
ら
凝
大
樫
に
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
校
歌
発
表
会
に
際
し
て
は
、
参
列
者
、
学
生
全
員
に
発
表
会
を
主
一
催

・
協
賛
し
た
四
会
よ
り
記
念
品
が
波
さ
れ
た
。
発
表
会

の
準
備
お
よ
び
当
日
の
運
営
に
関
し
て
は
短
大
全
教
員
、
父
母
の
会
役
員
、
紫
友
会
役
員
、
茶
道
部
が
協
同
し
て
行
い
、
ま
た
高
校

教
職
員
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

五
七

(
部
)



五
八

(

部

)

「
紀
要
」
合
評
研
究
例
会
報
告

「
紀
要
」
合
評
研
究
例
会
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
教
育
の
交
流
を
趣
旨
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
年
度
は
短
大
創
立
二
十
周

年
に
あ
た
り
、
校
歌
発
表
会
等
の
公
的
事
業
や
大
学
の
将
来
を
展
望
す
る
諸
会
議
で
、
教
員
は
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
た
。
そ
の
た
め
、

講
師
を
お
願
い
し
た
諸
先
生
や
参
加
者
に
多
大
な
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
年
度
の
例
会
は
左
記
の
通

り
で
、
会
場
は
い
ず
れ
も
本
学
会
議
{
歪
で
あ
っ
た
。

O
第
六
回

四
月
十
五
日

フ
ォ

ー
ク
ナ
l
『
死
の
床
に
横
た
わ
り
て
」
(
「
紀
要
」
一

O
巻
)

佐

藤

秀

O
第
七
回

六
月
三
日

「紀
要
」
第
十
四
号
総
評

O
第

八

回

十

一
月
四
日

ス
タ
イ
ン
ベ

y

ク

『縫
詰
横
町
」
ド
ッ
ク
と
マ
ッ
ク
の
人
間
像
|
(
「
紀
要
」
十
一
巻
)

深

沢

俊

雄

研
究
例
会
の
た
め
の
充
分
な
時
間
的
余
裕
が
保
証
さ
れ
ず
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
深
ま
り
も
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
年
度

の
反
省
で
あ
る
。
「
紀
要
」
編
集
委
員
会
で
は
、
今
後
の
研
究
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
実
施
案
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。



F出
V

「紀
一安
」
第
十
五
回す
を
お
届
け
す
る
。
今
年
は
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
寒
暖
の
差
が
激
し
い
。一一一
月
に
な
っ
て
も
寒
い
風
が
吹

い
て
い
る
が
、
そ
の
冷
い
空
気
の
中
で
紅
白
の
梅
が
咲
き
匂
っ
て
い
る
。
「
紀
要
」
は
今
号
も
、
春
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
樹
木
の
緑
が

次
第
に
濃
く
な
る
季
節
に
よ
う
や
く
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

V
本
学
は
今
、
ち
ょ
う
ど
寒
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
立
ち
つ
く
し
て
い
る
状
態
だ
。
し
か
し
、
悔
が
ひ
ら
く
よ
う
に
、
明
る
く
華
や

か
な
女
子
教
育
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、
つ
ね
に
教
育
と

研
究
の
成
果
を
高
め
て
ゆ
く
決
意
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
、
「
紀
前
官
」
は
教
育
・
研
究
の
内
容
を
発
表
・
交

流
す
る
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
本
学
が
再
生
し
発
展
し
て
ゆ
く
た
め
の
大
事
な
柱
石
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

V
今
号
は
、
当
初
に
は
論
題
の
提
出
者
が
少
く
所
定
の
枚
数
に
達
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
胤
除
さ
れ
た
が
、
専
任
の
回
向
、
深

沢
、
飯
田
、
紙
谷
、
石
川
の
各
先
生
よ
り
、
エ
y

セ
イ
と
論
考
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
非
常
勤
講
師
で
「
紀
要
」
の
よ
き
理
解

者
で
も
あ
る
難
波
、
神
山
両
先
生
か
ら
は
今
ま
で
「
紀
要
」
に
発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
た
示
唆
に
富
む
玉

稿
を
頂
載
し
所
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
執
筆
く
だ
さ
っ
た
諸
先
生
に
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

V
本
年
度
は
、
桜
井
真
理
子
先
生
と
飯
田
富
子
先
生
が
専
任
教
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。
と
も
に
フ
レ
y

シ
ュ
な
方
で
あ
り
、
「
紀
-要」

に
研
究
の

一
端
を
発
表
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。
飯
田
先
生
か
ら
は
早
速
、
心
理
学
の
論
考
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
。
先
生
は
近

い
う
ち
に
御
結
婚
な
さ
れ
る
と
い
う
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
の
ご
執
筆
で
あ

っ
た
。
桜
井
先
生
に
は
、
次
号
に
必
ず
執
筆
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

V
そ
れ
に
し
て
も
、
論
文
の
集
ま
り
具
合
は
予
想
に
反
し
て
(
例
年
の
通
り
だ
が
)
遅
い
。
「
紀
要
」
に
ど
し
ど
し
多
く
の
方
々
が

五
九

(
制
)



六

O

(
部
)

機
々
な
教
育
、
研
究
の
内
容
を
掲
載
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
編
集
委
員
会
が
因
る
程
の
原
稿
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
思

っ
た
ら
夢
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
夢
は
い
つ
も
夢
で
、
現
実
と
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
か
、
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
夢
か

ら
さ
め
た
。
本
学
は
創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て
い
た
の
に
、
そ
の
記
念
行
事
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
編

集
委
員
会
の
な
か
で
二
十
周
年
記
念
号
を
出
そ
う
と
い
う
企
画
も
あ
っ
た
が
、
ま
た
夢
に
な
る
と
思
っ
て
止
む
な
く
取
り
や
め
た
。

二
十
五
周
年
を
期
待
し
よ
う
。

V
し
か
し
、
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
な
い
で
、
つ
ね
に
反
省
し
つ
つ
協
力
し
あ
え
ば
、
夢
も
ま
た
現
実
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
本

誌
の
報
告
に
も
触
れ
た
校
歌
発
表
会
は
、
そ
の
証
明
で
あ
っ
た
。
画
期
的
で
あ
っ
た
こ
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
本
学
初
ま
っ
て
以
来

の
大
き
な
教
育
的
成
果
を
あ
げ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
閣
が
あ
る
か
ら
光
も
あ
る
。
夜
明
け
は
近
い
。
二
十
年
の
成
果
と

課
題
を
背
負
い
つ
つ
、
み
ん
な
が
心
を

一
つ
に
し
て
、
二
十

一
年
目
に
当
っ
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
な
お

寒
風
は
吹
い

て
い
る
。
し
か
し
、
新
し
い
芽
は
萌
え
出
て
花
は
ほ
こ
ろ
び
よ
う
と
し
て
い
る
。
夢
は
そ
の
ま
ま
で
は
現
実
と
は
な
ら

な
い
が
、

夢
を
抱
く
こ
と
な
し
に
現
実
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
学
の
発
展
と
充
実
の
た
め
に
力
を
あ
わ
せ
夢
を
現

実
に
し
て
ゆ
く
努
力
こ
そ
食
い
の
だ
。
〈
限
り
な
い
末
来
を
と
も
ど
も
に
夢
見
よ
う
〉
と
校
歌
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

〈「
紀
要
」
編
集
委
員
会
〉
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